
多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度
を
整
備
し
、

生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
づ
く
り

特 集リ
ー
ダ
ー
ズ
ト
ー
ク

“
人
”
が
主
体
と
な
る
企
業
カ
ル
チ
ャ
ー
の
変
革
へ
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10 月は10 月は「 高 年 齢 者 就 業 支 援 月 間 」「 高 年 齢 者 就 業 支 援 月 間 」ですです
高年齢者活躍企業フォーラムのご案内

（高年齢者活躍企業コンテスト表彰式）

　高年齢者が働きやすい就業環境にするために、企業等が行った創意工夫の事例を募集した「高年齢
者活躍企業コンテスト」の表彰式をはじめ、コンテスト入賞企業等による事例発表、学識経験者を交え
たトークセッションを実施し、企業における高年齢者の雇用の実態に迫ります。「年齢にかかわらずいき
いきと働ける社会」を築いていくために、企業や個人がどのように取り組んでいけばよいのかを一緒に
考える機会にしたいと考えます。

13：00～13：10
13：10～13：40

13：40～14：25
14：25～14：35
14：35～15：20

15：20～16：20

日　時  令和 7 年 10 月 3 日（金）13：00 ～ 16：20　受付開始 12：00 ～

場　所  ベルサール神田 （イベントホール） 
（東京都千代田区神田美土代町７ 住友不動産神田ビル２F）

● ＪＲ山手線・京浜東北線など「神田」駅北口から徒歩 9 分
● �都営新宿線「小川町」駅、東京メトロ丸の内線「淡路町」駅・千代田線「新御茶ノ水」駅

B6出口から徒歩２分

定　員  100名 （事前申込制・先着順） 会場・ライブ配信同時開催

主　催  厚生労働省、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）

参加申込方法
フォーラムのお申込みは、以下の専用 URL からお願いします（会場・ライブ配信）。

〈 会場参加 〉令和 7 年 10 月 1 日（水）14：00
〈ライブ視聴〉  令和 7 年 10 月 3 日（金）15：00

参加申込締切

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）　高齢者雇用推進・研究部 普及啓発課
TEL：043‒297‒9527　FAX：043‒297‒9550　

お問合せ先

プログラム
主催者挨拶
高年齢者活躍企業コンテスト表彰式 
厚生労働大臣表彰および独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長表彰 
高年齢者活躍企業コンテスト上位入賞企業による事例発表

（休憩）
基調講演「シニアのキャリア意識の現状と課題」
小島 明子氏　株式会社日本総合研究所 創発戦略センター スペシャリスト
トークセッション   
コーディネーター…… 内田 賢氏　東京学芸大学 名誉教授
パネリスト……………・事例発表企業３社　
　　　　　　　　　　・小島 明子氏

https://www.elder.jeed.go.jp/moushikomi.html 
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Leaders Talk No.124

1990（平成2）年、本田技研工業株式会社に入社。
管理本部人事部グローバル人材開発センター所長、
Asian Honda Motor Co., Ltd.（タイ）アジア・大
洋州地域本部 HR 責任者、Boon Siew Honda 
Sdn.Bhd（マレーシア）社長、P.T. Astra Honda 
Motor（インドネシア）社長などを務め、2023 

（令和5）年より現職。

やすだ・けいいち

　
世
界
的
な
自
動
車
・
二
輪
車
メ
ー

カ
ー
、本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
（
以

下
、「
ホ
ン
ダ
」）は
、
２
０
１
７（
平

成
29
）
年
に
65
歳
ま
で
の
選
択
定
年

制
を
導
入
し
た
、
高
齢
者
雇
用
先
進

企
業
。
２
０
２
５（
令
和
７
）年
６
月

に
は
評
価
・
処
遇
制
度
の
見
直
し
を

含
む
新
人
事
制
度
の
導
入
に
あ
わ

せ
、
一
部
社
員
を
対
象
と
す
る
年
齢

上
限
を
撤
廃
し
た
継
続
雇
用
制
度
を

開
始
し
ま
し
た
。
今
回
は
同
社
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
管
理
本
部
人
事
統
括
部
長

の
安
田
啓
一
さ
ん
に
同
社
の
人
事
制

度
改
革
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
管
理
本
部 

人
事
統
括
部
長

安
田
啓
一
さ
ん

“
人
”が
主
体
と
な
る
企
業
カ
ル
チ
ャ
ー
の
変
革
へ

役
割
・
実
績
重
視
の
人
事
制
度
へ
刷
新
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本田技研工業株式会社 コーポレート管理本部 人事統括部長

安田啓一さん

を
支
援
す
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
会
社
の
重
要
な

役
割
と
位
置
づ
け
、
そ
の
な
か
の
取
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
人
事
制
度
の
刷
新
を
行
い
ま
し
た
。

　
人
材
の
活
用
・
処
遇
に
お
い
て
は
、
さ
ら
な
る
変

革
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
向
け
、適
材
適
所
、

実
力
主
義
を
い
ま
ま
で
以
上
に
徹
底
し
て
い
き
ま

す
。
具
体
的
に
は
「
脱
年
功
」、「
脱
一
律
」
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
ホ
ン
ダ
が
年
功
的
・
一
律

的
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の

意
欲
や
実
力
を
尊
重
す
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
ま
し

た
が
、
経
験
の
積
上
げ
で
役
職
に
就
く
た
め
に
、
ど

う
し
て
も
一
定
の
年
数
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
新
制
度
で
は
、
役
割
・
実
績
を
重

視
し
た
脱
年
功
・
脱
一
律
の
制
度
へ
と
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

―
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
見
直
し
を
行
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

安
田　
役
職
者
の
評
価
・
処
遇
制
度
を
大
き
く
見
直

し
ま
し
た
。開
発
な
ど
の
研
究
領
域
の
役
職
者
は「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
職
」（
Ｉ
Ｎ
級
）、
そ
れ
以
外
の
管
理

―
貴
社
で
は
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
６
月
に
、

新
た
な
人
事
制
度
を
導
入
さ
れ
た
と
う
か
が
い
ま
し

た
。
人
事
制
度
改
定
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

安
田　
大
き
な
背
景
と
し
て
、
自
動
車
業
界
は
未
曾

有
の
競
争
環
境
に
あ
る
こ
と
で
す
。
電
気
自
動
車
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
・
製
品
の
「
電
動
化
」
と
と

も
に
、「
搭
載
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
車
の
価
値

を
決
め
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
「
知
能
化
」
が
進
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
電
気
と
関
連
す
る
周
辺
の
充

電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
領
域
を
も
視
野
に
入
れ
ざ
る

を
得
な
い
ほ
ど
、
事
業
環
境
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
に
ホ
ン
ダ
が
新
し
い
価
値
を
提
供

で
き
る
存
在
に
な
る
た
め
に
は
、
ホ
ン
ダ
の
カ
ル

チ
ャ
ー
を
含
め
て
変
革
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
当
然
、そ
の
主
体
と
な
る
の
は
「
人
」

で
す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
の
内
発
的
動
機
の
喚
起
や

目
標
に
向
か
っ
て
主
体
的
に
専
門
性
を
高
め
る
挑
戦

部
門
や
営
業
、
事
業
開
発
、
生
産
部
門
は
「
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
職
」（
Ｔ
Ｒ
級
）
と
す
る
二

つ
の
給
与
・
評
価
体
系
を
導
入
し
、
Ｉ
Ｎ
級
は
３
段

階
、
Ｔ
Ｒ
級
は
８
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｒ
級
は
役
割
と
報
酬
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
連
動

し
、
年
齢
や
人
で
は
な
く
、
就
い
て
い
る
役
割
で
報

酬
が
決
ま
る
脱
年
功
・
脱
一
律
の
仕
組
み
で
す
。
当

然
な
が
ら
そ
の
役
割
を
果
た
せ
な
い
場
合
な
ど
は
役

割
の
変
更
に
よ
っ
て
処
遇
の
見
直
し
も
発
生
し
ま

す
。
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
制
度
で
は
あ
り
ま
す

が
、す
で
に
そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｎ
級
は
研
究
開
発
な
ど
成
果
が
測
り
に
く
い
業

務
が
中
心
で
あ
り
、
役
割
よ
り
も
能
力
や
専
門
性
を

重
視
し
た
評
価
・
処
遇
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

意
識
の
変
革
と
い
う
観
点
か
ら
、
ま
ず
は
役
職
者

の
み
に
適
用
し
て
い
る
制
度
と
な
り
ま
す
が
、
今
後

非
管
理
職
層
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

―
２
０
１
７（
平
成
29
）
年
に
65
歳
ま
で
の
選
択

定
年
制
を
導
入
す
る
な
ど
、
早
く
か
ら
高
齢
社
員
の

活
躍
推
進
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
貴
社
に
お
け

る
高
齢
者
雇
用
の
取
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

安
田　
当
社
で
は
、
２
０
１
０
年
に
60
歳
定
年
後
、

希
望
者
全
員
65
歳
ま
で
再
雇
用
す
る
仕
組
み
を
整

役
職
者
の
評
価
・
処
遇
制
度
を
見
直
し

「
脱
年
功
」の
人
材
活
用
、「
脱
一
律
」の
処
遇
に
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し
た
が
、
そ
の
後
見
直
し
を
行
い
、
報
酬
は
60
歳
前

の
約
8
割
ま
で
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
評
価
に
応

じ
た
昇
給
や
賞
与
の
支
給
も
あ
り
、
諸
手
当
も
支
給

す
る
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

選
択
定
年
制
を
導
入
し
て
か
ら
は
、
正
社
員
の
ま

ま
働
け
る
こ
と
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
と
め
る
人
が

多
く
、
対
象
者
の
８
割
以
上
が
60
歳
以
降
も
働
く
こ

と
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

―
役
職
定
年
と
役
職
定
年
後
の
役
割
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

安
田　
原
則
と
し
て
60
歳
で
役
職
定
年
を
迎
え
、
役

職
定
年
後
は
そ
れ
ま
で
つ
ち
か
っ
た
経
験
を
活
か

し
、
各
部
署
で
引
き
続
き
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
に
は
、
次
世
代
育
成
の
役
割
を
に

な
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

例
え
ば
、
二
輪
・
パ
ワ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
事
業
本
部

で
は
、
新
入
社
員
の
育
成
を
強
化
す
る
た
め
に
「
３

Ｊ
ｏ
ｙ
ｓ
カ
レ
ッ
ジ
」
と
呼
ぶ
研
修
を
含
む
新
入
社

員
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。二
輪・

パ
ワ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
事
業
本
部
に
配
属
後
、
研
究
開

発
業
務
や
工
場
実
習
に
よ
る
生
産
業
務
、
販
売
業
務

な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る
数
カ
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
中

心
的
な
役
割
を
に
な
っ
た
の
が
元
役
職
者
で
あ
る
3

人
の
高
齢
社
員
で
す
。
い
ず
れ
も
開
発
、
生
産
、
販

売
の
要
職
を
経
験
し
た
そ
の
道
の
プ
ロ
で
す
。
3
年

前
に
開
発
に
着
手
し
、
2
年
前
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現
在
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

―
２
０
２
５
年
６
月
に
は
、
新
人
事
制
度
の
導
入

に
あ
わ
せ
て
、
一
部
の
社
員
を
対
象
に
、
選
択
定
年

後
に
、
年
齢
上
限
を
撤
廃
し
た
継
続
雇
用
制
度
を
導

入
し
た
と
う
か
が
い
ま
し
た
。

安
田　
先
ほ
ど
、
原
則
60
歳
で
役
職
定
年
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
じ
つ
は
現
在
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
役
割

を
継
続
で
き
る
「
特
別
任
用
制
度
」
を
２
０
１
７
年

よ
り
導
入
・
運
用
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
進
行
中

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
な
ど
、“
い
ま
抜
け
ら
れ

て
は
困
る
”
と
い
っ
た
会
社
側
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
場

合
に
経
営
会
議
の
承
認
を
経
て
役
職
を
継
続
で
き
る

え
、
２
０
１
７
年
に
65
歳
ま
で
の
選
択
定
年
制
を
導

入
し
ま
し
た
。
当
社
の
選
択
定
年
制
は
、
全
員
が
60

歳
に
な
る
前
に
定
年
年
齢
を
本
人
の
希
望
で
選
択

し
、
60
歳
以
降
も
毎
年
１
回
、
定
年
時
期
を
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
個
々
人
の

価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
異
な
る
こ
と
を
ふ
ま

え
、
定
年
時
期
を
自
分
で
選
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　
60
歳
以
降
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
再
雇
用

社
員
の
報
酬
は
60
歳
定
年
前
の
半
分
程
度
、
昇
給
も

な
く
、
お
も
な
諸
手
当
も
適
用
除
外
と
な
っ
て
い
ま

今
夏
よ
り
一
部
社
員
を
対
象
に
選
択
定
年
後
の

年
齢
上
限
を
撤
廃
し
た
継
続
雇
用
制
度
を
ス
タ
ー
ト
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仕
組
み
で
す
。

経
営
陣
の
間
で
は
、
も
と
も
と
「
定
年
を
一
定
の

年
齢
で
区
切
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
い
う
議

論
も
あ
り
ま
し
た
し
、
引
退
は
基
本
的
に
は
本
人
の

働
く
意
欲
や
実
力
、
組
織
へ
の
貢
献
度
合
い
に
よ
っ

て
決
ま
る
べ
き
で
あ
り
、
年
齢
は
関
係
な
い
と
い
う

考
え
方
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。

と
は
い
え
世
の
中
の
一
般
的
な
定
年
60
歳
、
法
律

が
求
め
る
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
と
い
う
流
れ
を
見

据
え
つ
つ
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
制
度
を
改
革
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
い
ま
で
は
65
歳
ま
で
の
雇
用

が
あ
た
り
前
に
な
る
な
か
で
、
も
は
や
年
齢
で
は
な

く
実
力
・
貢
献
度
を
重
視
す
べ
き
と
い
う
議
論
を
ふ

ま
え
、
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
65
歳
を
超
え
て
働
け

る
仕
組
み
を
設
け
ま
し
た
。

年
齢
上
限
を
撤
廃
し
た
継
続
雇
用
制
度
は
、
部
署

か
ら
の
推
薦
を
も
と
に
会
社
が
認
め
た
場
合
に
適
用

さ
れ
、
対
象
者
は
特
別
任
用
制
度
の
役
職
者
に
限
定

し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
現
時
点
で
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
退
職
金
な
ど
の
関
係
で
い
っ

た
ん
退
職
と
い
う
形
を
と
り
ま
す
が
、
65
歳
以
降
の

役
割
や
処
遇
は
そ
れ
以
前
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
高
齢
労
働
者
の
個
々
の
事
情
に
応
じ
た
働
き
方

の
多
様
性
や
柔
軟
化
の
動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
点
に
留
意
し
た
施
策
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
。

安
田　
２
０
２
４
年
10
月
か
ら
、
60
歳
以
降
の
社
員

を
対
象
と
し
た
短
日
勤
務
・
短
時
間
勤
務
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
短
日
勤
務
は
週
3
日
ま
た
は
週
4

日
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。
ま
た

当
社
の
１
日
あ
た
り
の
所
定
労
働
時
間
は
8
時
間
で

す
が
、
短
時
間
勤
務
の
場
合
は
、
週
5
日
勤
務
者
に

つ
い
て
は
１
日
あ
た
り
7
時
間
、
6
時
間
、
5
時
間

の
短
縮
勤
務
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
育
児
・
介
護
な
ど
の
事
情
に
関
係
な
く

自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
60
歳
以
降
は

退
職
後
も
含
め
て
自
分
の
第
二
の
人
生
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
と
考
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
第
二
の
人

生
に
向
け
て
準
備
す
る
時
間
を
取
っ
た
り
、
あ
る
い

は
単
純
に
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
は
負
担
が
大
き
か
っ
た

り
、
気
力
・
体
力
を
１
０
０
％
保
つ
の
が
む
ず
か
し

い
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
人
た
ち

に
働
く
時
間
の
選
択
肢
を
与
え
る
目
的
で
制
度
化
し

ま
し
た
。

―
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
自
ら
描
く「
キ
ャ
リ
ア
自

律
」
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
65
歳
ま
で
意
欲
的
に
働

く
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
な
ど
の
取
組
み
に
つ

い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

安
田　
対
話
を
通
じ
て
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

考
え
る
「
キ
ャ
リ
ア
相
談
窓
口
」
を
社
内
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を

持
っ
た
人
が
対
応
し
、
予
約
す
れ
ば
い
つ
で
も
キ
ャ

リ
ア
面
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
年
代
ご
と
に
全
員
参
加
の
キ
ャ
リ
ア
研
修

を
２
０
１
８
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
中
高
齢
層

に
つ
い
て
は
、
以
前
は
55
歳
時
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

セ
ミ
ナ
ー
し
か
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現

在
は
29
歳
、
39
歳
、
49
歳
、
59
歳
と
10
歳
ご
と
の
節

目
の
時
期
に
も
キ
ャ
リ
ア
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
中
年
以
降
は
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
を
ふ
り
返
り
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
考
え
、今
後
ど
う
し
て
い
く
か
、自
分
の
キ
ャ

リ
ア
を
描
く
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文
／
溝
上
憲
文
　
撮
影
／
中
岡
泰
博
）

短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
、
キ
ャ
リ
ア
研
修
な
ど
に
よ
り

高
齢
社
員
が
意
欲
的
に
働
け
る
環
境
を
整
備

本田技研工業株式会社 コーポレート管理本部 人事統括部長

安田啓一さん
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42 知っておきたい労働法Q&A《第87回》
就業確保措置とフリーランス新法、経歴詐称と
内定取消し� 家永 勲／髙木勝瑛

46“学び直し”を科学する
【第 4 回】 �「脳番地」を活かした学び方� 加藤俊徳

48 いまさら聞けない人事用語辞典�第61回
「障害者雇用」　吉岡利之

50 労務資料
『令和7年版高齢社会白書』　内閣府

54 BOOKS　
56 ニュース ファイル
58 お知らせ　 

令和7年度 「生涯現役社会の実現に向けたシンポジウム」
のご案内

60 次号予告・編集後記
61 技を支える   vol.355
ミクロン単位の調整で
新製品の開発を支える
金型製造工　及川光宏さん

64 イキイキ働くための脳力アップトレーニング！
［第99回］数字ぷちぷち　篠原菊紀

1 リーダーズトーク   No.124
本田技研工業株式会社 コーポレート管理本部 人事統括部長
安田啓一さん
“人”が主体となる企業カルチャーの変革へ
役割・実績重視の人事制度へ刷新

24 集中連載  マンガで学ぶ高齢者雇用
教えてエルダ先生！ Season3
65歳超雇用推進助成金活用のススメ

【第3 回】 �高年齢者評価制度等雇用管理改善コースを 
活用しよう！

30 偉人たちのセカンドキャリア 第10 回
悪人正機説を提唱した浄土真宗の祖
親鸞� 歴史作家 河合 敦

32 高齢者の職場探訪  北から、南から　第157 回�
福井県　株式会社まちづくり小浜

36 高齢者に聞く
生涯現役で働くとは 第108 回
アベイズム株式会社 パート社員　田所瑞也さん（71歳）

38 がんと就労
ー治療と仕事の両立支援制度のポイントー

【最終回】 �従業員が、がんに罹患したら� 永田昌子

6
多様で柔軟な勤務制度を整備し、
生涯現役で働ける職場づくり

7 総    論 高齢者雇用における多様で柔軟な勤務制度の重要性
独立行政法人労働政策研究・研修機構 多様な人材部門 副主任研究員　森山智彦

11 解 説 1
短日・短時間勤務制度、フレックスタイム制度の
設計・運用と留意点
坂本直紀社会保険労務士法人 特定社会保険労務士　坂本直紀

16 解 説 2 在宅勤務制度の設計・運用と留意点
株式会社田代コンサルティング　田代英治

20 事     例 株式会社 NJS（東京都港区）
70歳定年を支える柔軟な働き方と健康経営

※連載「日本史にみる長寿食」は休載します

特
　
　
集



特 集

多多様様 柔柔軟軟 勤務制度を整備し、で な

生涯現役生涯現役
職場づくり

で働ける
職場づくり職場づくり

でで働ける働ける

　2021（令和３）年の改正高年齢者雇用安定法の施行により、70歳までの就業　2021（令和３）年の改正高年齢者雇用安定法の施行により、70歳までの就業
機会の確保が企業の努力義務となって4年が経過し、多くの企業で高齢者雇用の 機会の確保が企業の努力義務となって4年が経過し、多くの企業で高齢者雇用の 
取組みが進んでいます。70歳就業時代を迎えるなか、高齢者が70歳、さらに70取組みが進んでいます。70歳就業時代を迎えるなか、高齢者が70歳、さらに70
歳を超えて働くことのできる環境を整えていくために、本人の体力や健康問題、歳を超えて働くことのできる環境を整えていくために、本人の体力や健康問題、
家庭の事情など、加齢とともにさまざまな事情が増えていく高齢者が、自身の 家庭の事情など、加齢とともにさまざまな事情が増えていく高齢者が、自身の 
希望や都合に合わせて働ける、多様で柔軟な勤務制度の整備が重要となります。希望や都合に合わせて働ける、多様で柔軟な勤務制度の整備が重要となります。
　そこで今回は、高齢社員の多様で柔軟な勤務制度に焦点をあて、制度を設計・　そこで今回は、高齢社員の多様で柔軟な勤務制度に焦点をあて、制度を設計・
運用していくうえでの留意点などについて、企業事例を交えて紹介します。運用していくうえでの留意点などについて、企業事例を交えて紹介します。
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特集 多様で柔軟な勤務制度を整備し、生涯現役で働ける職場づくり

総 論

多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度
が

多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度
が

求
め
ら
れ
る
背
景

求
め
ら
れ
る
背
景

1
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
を
よ
り
い
っ
そ
う
広
げ
る

た
め
に
、
多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。「
多
様
」
と
い
う
こ
と
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
の
正
規
雇
用
労
働
を
典
型
的
と
す
れ
ば
、

そ
れ
以
外
の
非
典
型
的
な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ
が
い
く
つ

も
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ニ
ー
ズ
は
、
高
齢
者
本
人
に
起
因
す
る
も
の
と
家
族

に
起
因
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
前
者
で
ま
ず
あ

げ
ら
れ
る
の
は
健
康
で
す
。
体
力
や
精
神
力
は
年
齢
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
し
、
個
人
差
も
あ
り
ま
す
の
で
、

「
高
齢
者
」
と
一
括
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

内
閣
府
の
２
０
２
６
（
令
和
４
）
年
度
「
高
齢
者
の
健

康
に
関
す
る
調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、
60
代
後
半
で
健

康
状
態
が
「
あ
ま
り
良
く
な
い
」
と
認
識
し
て
い
る
の

は
２
割
に
満
た
ず
、
４
人
に
１
人
は
通
院
・
往
診
を
利

用
し
て
い
ま
せ
ん
（
８
ペ
ー
ジ
図
表
１
）。
加
齢
と
と

も
に
主
観
的
健
康
は
悪
化
し
、
病
気
症
状
の
出
現
率
も

高
く
な
り
ま
す
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
症
状
が
あ
ら
わ

れ
る
か
は
、
本
人
で
さ
え
も
当
然
予
測
が
困
難
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
働
き
続
け
る
た
め
に
は
、
こ
の
予
測
で

き
な
い
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
働
き
方
が
必
要
に
な
り
ま

す
。働

く
こ
と
に
対
す
る
志
向
も
、
高
年
齢
期
に
は
個
人

差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
生
活
の
た
め
、

家
族
の
た
め
に
、
よ
り
安
定
的
に
働
け
る
こ
と
や
家
事
・

育
児
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
働
い
て
い
る
人
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
他
方
、
高
年
齢
期
の
就

労
理
由
と
し
て
、
60
代
前
半
は
男
性
の
8
割
、
女
性
の

6
割
が「
収
入
」を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
年
齢
が
上
が
る

に
つ
れ
て
理
由
も
多
様
化
し
ま
す（
９
ペ
ー
ジ
図
表
２
）。

特
に
「
体
に
よ
い
か
ら
」
働
い
て
い
る
人
の
割
合
が
増

え
て
い
ま
す
。
働
く
理
由
は
、
資
産
や
世
帯
全
体
の
収

入
に
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
す
ぐ
に
収
入
が

必
要
な
人
以
外
に
も
、
老
後
の
予
測
で
き
な
い
支
出
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
や
健
康
維
持
の
た
め
、

あ
る
い
は
仕
事
を
生
き
が
い
や
社
会
と
の
接
点
と
考
え

て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
若
い
こ
ろ
に
で
き
な

か
っ
た
仕
事
や
地
域
貢
献
、
社
会
的
活
動
に
従
事
し
て

い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
の
背
景
に
あ
る
家
族
要
因
と
し
て

は
、ま
ず
介
護
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の「
令

和
４
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
に
よ
る
と
、
60
代
の

18
・
２
％
、
70
代
の
14
・
１
％
、
80
歳
以
上
の
８
・
６
％

が
介
護
の
に
な
い
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。要
介
護
者
は
、

60
代
の
８
割
は
親
・
義
理
の
親
で
す
が
、
70
代
以
上
は

大
半
が
配
偶
者
と
な
り
、
ほ
ぼ
全
員
が
老
老
介
護
の
状

況
下
に
あ
り
ま
す
（
９
ペ
ー
ジ
図
表
３
）。

高
齢
者
雇
用
に
お
け
る

高
齢
者
雇
用
に
お
け
る

多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度
の
重
要
性

多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度
の
重
要
性

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構 

多
様
な
人
材
部
門 

副
主
任
研
究
員
　
森も

り

山や
ま

智と
も

彦ひ
こ
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図表１　高齢者の主観的健康状態、通院・往診頻度、病気症状� (%)

出典：内閣府「令和 4 年度 高齢者の健康に関する調査結果」をもとに筆者集計

注：病気症状に関しては、65 歳以上の平均割合が 10% を超えているもののみを抜粋している

N

主観的健康 通院・往診頻度

良い、
まあ良い 普通

あまり良く
ない、

良くない

不明・
無回答

週に
1回以上

月に
1～3回 年に数回 利用して

いない
不明・
無回答

65〜69歳 515 37.3 46.0 14.8 1.9 4.5 43.1 23.1 25.6 3.7 
70〜74歳 718 32.6 43.9 21.3 2.2 4.9 47.4 23.1 21.4 3.1 
75歳以上 1,181 27.2 38.5 31.0 3.3 10.8 53.7 13.5 18.1 3.9 

N

病気症状

循環器系
（高血圧症

等）

筋骨格系
（痛風、
腰痛症等）

目の病気
内分泌・
代謝障害

（糖尿病等）

呼吸器系
（鼻炎、

ぜんそく等）

消化器系
（胃、肝臓
の病気等）

特に病気や
症状はない

65〜69歳 515 38.4 18.4 19.8 25.6 13.0 9.9 14.6 
70〜74歳 718 45.1 23.3 21.6 23.3 11.0 9.3 9.6 
75歳以上 1,181 48.0 26.6 26.6 19.0 9.7 11.5 7.1 

の
た
め
の
多
様
な
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ニ
ー
ズ
に

合
う
選
択
肢
を
設
け
て
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
し
な
が
ら
働
き
続
け
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。
た

だ
し
、
正
規
雇
用
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
や
契
約
社
員
と
し
て
働
く
人
も
、
そ
れ
ら
の
制
度

の
対
象
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
企
業
に
よ
っ
て
ま

ち
ま
ち
で
す
。

正
規
雇
用
労
働
者
に
と
っ
て
、
定
年
制
度
が
働
き
方

の
大
き
な
分
岐
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
も
60
歳
を
定
年
年
齢
と
し
て
定
め

て
い
る
企
業
が
最
多
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は

65
歳
定
年
の
会
社
も
増
え
て
い
ま
す
。
60
歳
ま
で
は
、

多
く
の
会
社
が
統
一
的
な
制
度
に
よ
っ
て
人
事
管
理
を

行
い
、
評
価
や
処
遇
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
60

歳
以
降
の
雇
用
管
理
の
仕
方
は
、
企
業
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
令
和
６
年
「
高
年
齢
者
雇
用
状
況
等

報
告
」
に
よ
る
と
、
常
用
労
働
者
数
21
人
以
上
の
全
企

業
の
な
か
で
、
定
年
年
齢
を
64
歳
以
下
に
定
め
て
い
る

企
業
は
67
・
３
％
を
占
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
、

従
業
員
が
希
望
す
れ
ば
65
歳
ま
で
継
続
雇
用（
再
雇
用
）

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
25
・
２
％
の
企

業
は
定
年
年
齢
を
65
歳
と
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
降

は
、
全
体
の
31
・
９
％
の
企
業
が
70
歳
ま
で
の
就
業
確

保
措
置
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
を
継
続
雇
用
制

度（
25・６
％
）が
占
め
て
い
ま
す
。
な
お
、全
体
の
３・

も
う
一
つ
は
育
児
で
す
。
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
高
年
齢
期
に
至
っ
て
も
子
ど
も
の
教
育
費
が
か
か

る
家
庭
も
増
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
も
に

は
孫
の
世
話
で
す
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
「
第
16
回
出
生
動
向
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
最

初
の
孫
が
3
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
何
ら
か
の
手
助
け

を
行
っ
た
祖
父
母
の
割
合
は
年
々
増
加
し
、
直
近
（
２

０
１
５〈
平
成
27
〉〜
２
０
１
８
年
生
ま
れ
の
孫
）で
は
、

祖
母
の
57
・
８
％
、
祖
父
の
31
・
５
％
が
サ
ポ
ー
ト
経

験
あ
り
と
答
え
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、少
数
で
す
が
、

介
護
と
育
児
の
両
方
を
抱
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
あ

る
国
際
学
会
で
は
、
こ
れ
を
「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
現
象
」

と
呼
び
、
問
題
視
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
多
様
な
ニ
ー
ズ
は
若
い
年
代
に
も
あ
り

ま
す
が
、
健
康
や
介
護
の
問
題
に
現
実
的
に
直
面
し
や

す
く
な
る
と
い
う
点
は
、
高
年
齢
期
特
有
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
役
職
定
年
や
雇
用
形
態
の
変
化
を
と

も
な
い
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
着
地
さ
せ
て
い
く
な
か

で
、
ど
の
よ
う
な
働
き
方
を
志
向
し
選
択
す
る
か
に
も

個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
企
業
な
ど

の
需
要
サ
イ
ド
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
を
設
け
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

雇
用
管
理
制
度
の
多
様
性

雇
用
管
理
制
度
の
多
様
性

2
人
手
不
足
を
背
景
に
、
多
く
の
企
業
が
高
齢
従
業
員
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図表２　収入を伴う仕事をしている主な理由（性・年代別）� (%)

出典：内閣府「令和 6 年度高齢社会対策総合調査（高齢者の経済生活に関する調査）」

N 収入のため
仕事が
面白い
から

自分の知識・
能力を生かせ

るから

仕事を通じて
友人や仲間を 
得ることがで

きるから

働くのは体に
よいから、 
老化を防ぐ

から

不明・
無回答

男　
性

60〜64歳 172 80.8 3.5 8.1 0.6 4.7 2.3 

65〜69歳 133 57.1 3.8 15.8 0.8 18.8 3.8 

70〜74歳 111 46.8 6.3 14.4 0.9 27.9 3.6 

75歳以上 119 43.7 1.7 16.0 5.0 30.3 3.4 

女　
性

60〜64歳 121 62.8 4.1 14.9 5.0 8.3 5.0 

65〜69歳 120 45.8 4.2 15.8 3.3 25.8 5.0 

70〜74歳 85 40.0 10.6 7.1 8.2 28.2 5.9 

75歳以上 73 41.1 8.2 4.1 2.7 31.5 12.3 

図表３　要介護者の続柄、年齢（介護者の年齢別）� (%)

出典：厚生労働省「令和 4 年国民生活基礎調査」をもとに筆者集計

N

介護者からみた続柄 要介護者の年齢

配偶者 父母または
義理の父母 その他 40～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上

60～69歳 18,189 18.0 80.2 1.8 2.6 6.8 6.9 2.2 81.5 

70～79歳 14,148 75.5 20.5 4.1 0.6 4.1 13.8 32.9 48.6 

80歳以上 8,584 95.4 0.9 3.7 0.2 0.3 0.5 10.4 88.6 

９
％
の
企
業
は
、
定
年
制
度
自
体
を
廃
止
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
は
、
定
年
年
齢
を
引
き
上
げ
た
際
に
、
再
雇

用
制
度
も
同
時
に
設
け
て
お
く
こ
と
で
、
高
齢
者
に
複

数
の
働
き
方
の
選
択
肢
を
提
供
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す
。
筆
者
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
あ
る
企
業
で

は
、
再
雇
用
制
度
を
選
択
し
た
ほ
う
が
定
年
延
長
よ
り

も
柔
軟
な
働
き
方
が
可
能
に
な
る
代
わ
り
に
、
60
歳
前

後
で
賃
金
が
大
幅
に
低
下
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
根
幹
的
な
雇
用
管
理
制
度
に
お
い
て
、
高
年
齢
期

は
そ
れ
以
前
よ
り
も
多
様
な
選
択
肢
が
設
け
ら
れ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
年
齢
を
基
準
と
す
る
企
業
の
制
度
が
働

き
方
や
キ
ャ
リ
ア
を
強
く
規
定
す
る
こ
と
は
日
本
で

は
常
識
で
す
が
、
国
際
的
に
見
る
と
、
こ
れ
は
非
常
に

ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
で
す
。
ほ
か
の
先
進
諸
国
で
は
、
年

金
の
支
給
開
始
年
齢
が
キ
ャ
リ
ア
や
引
退
時
期
を
強

く
規
定
し
て
お
り
、
定
年
制
度
な
ど
の
企
業
の
制
度
は

そ
こ
ま
で
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
の
企
業

自
ら
が
高
齢
者
の
た
め
に
積
極
的
に
多
様
な
勤
務
制

度
を
築
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
独
自
性
が
あ
る
た
め
で

す
。

多
様
な
勤
務
制
度
の
種
類

多
様
な
勤
務
制
度
の
種
類

3
次
に
、
多
様
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
具
体
的
な
勤
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で
は
、
短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、従
業
員
に
柔
軟
な
働
き
方
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

体
調
面
の
変
化
や
介
護
に
対
応
す
る
た
め
に
、
契
約
期

間
を
1
年
単
位
に
す
る
な
ど
短
く
し
、
臨
機
応
変
に
短

日
・
短
時
間
勤
務
へ
と
シ
フ
ト
で
き
る
仕
組
み
を
整
え

て
い
ま
す
。

ほ
か
の
制
度
に
関
し
て
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
高
齢

者
に
限
定
し
て
導
入
状
況
を
調
べ
て
い
る
調
査
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
齢
を
限
定
し
な
け
れ
ば
、全
企
業
の
７・

２
％
が
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
（
厚
生
労
働
省
「
令
和

6
年
就
労
条
件
総
合
調
査
」）を
、47・３
％
が
テ
レ
ワ
ー

ク
（
総
務
省
「
令
和
6
年
通
信
利
用
動
向
調
査
」）
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
実
際
の
活
用
状
況
は
仕
事
内
容
な

ど
に
依
存
し
ま
す
の
で
、
そ
の
点
は
留
意
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
を
導
入
し
て
い
る
企
業
で

は
、
高
齢
者
も
そ
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
実
際
に
定
年
後
、
職
務
内
容
や
賃
金

な
ど
の
労
働
条
件
を
変
更
す
る
と
同
時
に
、
テ
レ
ワ
ー

ク
で
働
く
こ
と
を
条
件
に
勤
務
先
か
ら
の
継
続
雇
用

の
打
診
を
受
諾
し
た
と
い
う
記
者
職
の
事
例
も
あ
り

ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
高
齢
者
の
希
望
と
受
け
入
れ
る
部

署
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
自
社
内
や
グ
ル
ー
プ
企
業
で

人
材
の
再
配
置
を
可
能
に
す
る
制
度
や
、
専
門
知
識
と

経
験
を
備
え
た
人
材
を
紹
介
・
派
遣
す
る
人
材
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
も
、
高
齢
者
の
キ
ャ
リ
ア
や
働
き
方
の
選
択

務
制
度
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
短
日
・
短
時

間
勤
務
制
度
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
、
テ
レ
ワ
ー

ク
、
介
護
休
暇
制
度
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。
た

だ
し
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
一
般
的
に
は
高
齢
者
の
み
に

適
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
利
用
可
能
な
制
度
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
既

存
の
制
度
の
活
用
で
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
が
満
た
さ
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
、

介
護
と
就
労
の
両
立
に
関
し
て
働
き
手
が
求
め
る
ニ
ー

ズ
の
多
く
は
、
一
般
的
な
有
給
休
暇
や
短
時
間
勤
務
制

度
で
賄ま

か
な

え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
（
池
田
２
０

２
３
）。

短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
・
週
5

日
の
勤
務
か
ら
、
1
日
の
勤
務
時
間
と
週
の
勤
務
日
数

の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
両
方
を
短
く
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
勤
務
制
度
で
す
。（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職

者
雇
用
支
援
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）の
「
高
齢
期
の
人
事

戦
略
と
人
事
管
理
の
実
態
調
査
」※
に
よ
る
と
、
58
％

の
企
業
が
65
歳
以
降
の
社
員
を
対
象
と
し
た
短
日
・
短

時
間
勤
務
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。そ
の
な
か
に
は
、

勤
務
日
数
・
勤
務
時
間
の
上
限
や
下
限
を
定
め
て
い
る

企
業
や
、
会
社
が
勤
務
の
仕
方
を
複
数
設
定
し
て
い
る

企
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
、
勤
務

日
・
時
間
を
高
齢
者
と
企
業
が
調
整
し
て
決
定
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
再
雇
用
制
度
を
採
用
し
て
い
る
多
く
の
企
業

※　�同調査結果は、以下の冊子でご覧いただけます。 
『JEED 資料シリーズ６　高齢期の人事戦略と人事管理の実態－60歳代後半層の雇用状況と法改正への対応－』（2023年）  

　　https://www.jeed.go.jp/elderly/research/report/document/copy_of_seriese6.html

肢
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

ま
と
め

ま
と
め

4
年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て
、
健
康
状
態
の
悪
化
や
介
護

な
ど
の
予
測
困
難
な
事
態
に
直
面
す
る
リ
ス
ク
は
高
ま

り
ま
す
。
同
時
に
、
働
き
方
や
生
き
方
に
対
す
る
志
向

の
個
別
性
が
顕
著
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
起
因
す
る

高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
日
本

で
は
、
企
業
自
ら
が
積
極
的
に
“
日
本
型
”
の
柔
軟
な

雇
用
管
理
制
度
、
勤
務
制
度
の
構
築
を
模
索
し
て
き
ま

し
た
。
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
意
欲

と
能
力
に
応
じ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
社
会
を
実
現
し
た

国
は
世
界
で
も
例
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
試
行
錯
誤
は

こ
れ
か
ら
も
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の

企
業
の
試
み
が
先
進
事
例
と
な
り
、そ
れ
ら
の
蓄
積
が
、

高
齢
者
の
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

【
参
考
文
献
】

＊　

�

池
田
心
豪 

２
０
２
３
『
介
護
離
職
の
構
造
：
育
児
・
介
護
休
業
法
と

両
立
支
援
ニ
ー
ズ
』（
独
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
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解説1

は
じ
め
に

は
じ
め
に

1
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
施
行
の
改
正
高
年
齢
者
雇

用
安
定
法
に
よ
り
、
70
歳
以
降
も
働
け
る
環
境
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
健
康
や
家
庭
事
情

な
ど
に
配
慮
し
、
希
望
に
応
じ
た
多
様
で
柔
軟
な
勤
務

制
度
の
導
入
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度
と
し

て
、
短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
度
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
に
つ
い
て

短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
に
つ
い
て

2（
１
）
基
本
的
な
内
容

短
日
勤
務
制
度
と
は
、
週
あ
た
り
の
所
定
労
働
日
数

を
減
ら
す
勤
務
の
こ
と
で
す（
例：週
３
日
勤
務
、 

な
ど
）。

そ
し
て
、
短
時
間
勤
務
制
度
と
は
、
１
日
の
所
定
労

働
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
で
す
（
例
：
１
日
６
時
間
勤

務
、 

な
ど
）。

こ
の
二
つ
の
制
度
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
、
社
員
が

「
働
く
日
数
」、「
働
く
時
間
帯
」
の
両
方
を
調
整
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
（
例
：
週
３
日
勤
務
か
つ
１
日
６
時

間
勤
務
、 

な
ど
）。

（
２
）
制
度
設
計
・
運
用
上
の
留
意
点

①
社
会
保
険

定
年
後
再
雇
用
で
有
期
契
約
の
嘱
託
社
員
と
し
て
勤

務
す
る
な
ど
の
際
、
社
員
が
短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度

を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
険
の
適
用
か
ら
外

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
従
業
員
数
51
人
以
上

の
企
業
等
で
働
く
場
合
の
社
会
保
険
適
用
基
準
は
次
の

通
り
で
す
。

・
週
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と

・
所
定
内
賃
金
が
月
額
８
・
８
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

・
２
カ
月
を
超
え
る
雇
用
見
込
み
が
あ
る
こ
と

・
学
生
で
な
い
こ
と

そ
し
て
、
従
業
員
数
50
人
以
下
の
場
合
は
、
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
は
、被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

・
1
週
の
所
定
労
働
時
間
が
一
般
社
員
の
4
分
の
3
以
上

・
1
月
の
所
定
労
働
日
数
が
一
般
社
員
の
4
分
の
3
以
上

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
勤
務
時
間
の
長
さ
な
ど
で
、

社
会
保
険
加
入
資
格
が
得
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
雇
用
保
険

雇
用
保
険
の
適
用
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
、
次
の
労
働

条
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
労
働
者
は
、
原
則
と
し

て
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

・
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と

・
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
こ
と

し
た
が
っ
て
、
短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
に
よ
り
、

週
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
未
満
と
な
れ
ば
、
雇
用

短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の

短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の

設
計
・
運
用
と
留
意
点

設
計
・
運
用
と
留
意
点

坂
本
直
紀
社
会
保
険
労
務
士
法
人 

特
定
社
会
保
険
労
務
士
　
坂さ

か

本も
と

直な
お

紀き
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（
１
）�

短
日
勤
務
：
週
３
日（
原
則
：
月
・
水
・
金
）、

１
日
８
時
間  

（
２
）�

短
時
間
勤
務
：
週
５
日
、
１
日
６
時
間

（
９
：
00
〜
16
：
00
、
休
憩
１
時
間
）

（
３
）�

組
合
せ
勤
務
：
週
４
日
、
１
日
５
時
間

（
10
：
00
〜
16
：
00
、
休
憩
１
時
間
）

２�　
前
項
の
週
の
所
定
労
働
日
数
、
1
日
の
所
定

労
働
時
間
数
、
曜
日
、
時
間
帯
は
、
嘱
託
社
員

と
所
属
長
と
協
議
の
う
え
、
会
社
が
必
要
と
認

め
た
場
合
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
申
請
・
承
認
お
よ
び
変
更
制
限
）

第�

４
条　
勤
務
形
態
の
選
択
は
、「
短
日
・
短
時

間
勤
務
申
請
書
」
を
原
則
と
し
て
、
就
業
開
始

希
望
日
の
30
日
前
ま
で
に
人
事
部
へ
提
出
す
る

も
の
と
す
る
。

２�　
原
則
と
し
て
、
前
項
に
よ
り
決
定
し
た
勤
務

形
態
は
、
次
回
の
嘱
託
契
約
更
新
時
ま
で
変
更

で
き
な
い
。
た
だ
し
、
本
人
の
病
気
治
療
・
家

族
の
介
護
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
生
じ

た
場
合
で
、
本
人
が
変
更
を
申
請
し
、
所
属
長

が
認
め
た
場
合
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
年
次
有
給
休
暇
）

第�

５
条　
週
30
時
間
以
上
勤
務
、
ま
た
は
週
５
日

以
上
勤
務
す
る
嘱
託
社
員
に
は
、
正
社
員
と
同

様
に
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
。
週
所
定
労

非
正
規
雇
用
労
働
者
（
有
期
雇
用
労
働
者
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
な
ど
）
と
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
の
解

消
を
図
る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
を
適
用
す

る
社
員
に
つ
い
て
も
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
が
あ
て
は

ま
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

（
３
）
短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
に
関
す
る
規
程
例

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
の

規
程
例
を
紹
介
し
ま
す
。

（
目
的
）

第�

１
条　
本
規
程
は
、
満
60
歳
以
上
の
嘱
託
社
員

（
以
下
「
嘱
託
社
員
」と
い
う
）
が
、
健
康
状
態

や
生
活
設
計
に
応
じ
て
勤
務
日
数
・
勤
務
時
間

を
柔
軟
に
選
択
で
き
る「
短
日
・
短
時
間
勤
務

制
度
」の
運
用
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
適
用
範
囲
）

第�
２
条　
本
規
程
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

会
社
と
雇
用
契
約
を
締
結
し
た
者
に
適
用
す

る
。

（
１
）
定
年
到
達
後
に
再
雇
用
さ
れ
た
者  

（
２
）�

60
歳
以
上
で
新
た
に
嘱
託
社
員
と
し
て
採

用
さ
れ
た
者

（
勤
務
形
態
の
選
択
）

第�

３
条　
嘱
託
社
員
は
、
次
の
勤
務
形
態
か
ら
一

つ
を
選
択
で
き
る
。

保
険
の
被
保
険
者
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
注
意

が
必
要
で
す
。

③
労
働
基
準
法

・
年
次
有
給
休
暇

週
30
時
間
以
上
勤
務
、
ま
た
は
週
５
日
以
上
勤
務
す

る
場
合
は
、
通
常
労
働
者
扱
い
と
な
り
、
短
時
間
勤
務

制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
合
も
、
通
常
の
社
員
と
同
様

に
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
週
所
定
労
働
日
数
が
４
日
以
下
、
ま
た
は

年
間
所
定
労
働
日
数
が
２
１
６
日
以
下
、
か
つ
週
所
定

労
働
時
間
が
30
時
間
未
満
の
場
合
は
、
比
例
付
与
に
よ

り
、年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
短
日
・
短
時
間
勤
務
制
度
に
よ
り
、
適

用
し
た
後
の
基
準
日
に
お
い
て
年
次
有
給
休
暇
の
付
与

日
数
が
少
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
休
憩
時
間

労
働
時
間
が
6
時
間
を
超
え
8
時
間
以
下
の
場
合

は
、
少
な
く
と
も
45
分
、
8
時
間
を
超
え
る
場
合
は
、

少
な
く
と
も
1
時
間
の
休
憩
を
付
与
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
短
時
間
勤
務
に
よ
り
所
定

労
働
時
間
が
少
な
く
な
れ
ば
、
休
憩
時
間
の
減
少
ま
た

は
付
与
し
な
い
取
扱
い
が
出
て
く
る
場
合
も
生
じ
ま

す
。

④
同
一
労
働
同
一
賃
金

同
一
労
働
同
一
賃
金
と
は
、
同
一
企
業
に
お
け
る
い

わ
ゆ
る
正
社
員
（
無
期
雇
用
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
） と
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特集 多様で柔軟な勤務制度を整備し、生涯現役で働ける職場づくり

者
の
基
本
給
を
定
め
る
。

（
２
）�

短
日
勤
務
者
の
基
本
給
：
基
準
月
額
×

（
週
所
定
勤
務
日
数
÷
５
）

（
３
）�

短
時
間
勤
務
者
の
基
本
給
： 

基
準
月
額
×

（
１
日
の
所
定
労
働
時
間
÷
８
）

（
４
）�

組
合
せ
勤
務
者
の
基
本
給
：
基
準
月
額
×

（
週
所
定
勤
務
日
数
÷
５
）
×
（
１
日
の

所
定
労
働
時
間
÷
８
）

（
通
勤
手
当
）

第�

７
条　
通
勤
手
当
は
、
原
則
と
し
て
、
定
期
券

購
入
費
に
相
当
す
る
金
額
を
毎
月
支
給
す
る
。

た
だ
し
、
通
勤
交
通
費
を
計
算
し
た
結
果
、
通

勤
交
通
費
に
か
か
る
実
費
が
定
期
券
購
入
費
を

下
回
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
実
費
を
支
給
す

る
も
の
と
す
る
。

（
附
則
）

本
規
程
は
、
〇
年
〇
月
〇
日
か
ら
施
行
す
る
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
に
つ
い
て

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
に
つ
い
て

3（
１
）
基
本
的
な
内
容

図
表
１
の
通
り
、
通
常
の
労
働
時
間
制
度
で
は
、
労

働
者
は
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
始
業
・
終
業
時
刻
に

基
づ
き
、
勤
務
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
で
は
、
あ
ら
か
じ

め
定
め
た
総
労
働
時
間
の
範
囲
内
で
、労
働
者
が
自
ら
、

働
日
数
が
４
日
以
下
ま
た
は
年
間
所
定
労
働
日

数
が
２
１
６
日
以
下
か
つ
週
所
定
労
働
時
間
が

30
時
間
未
満
の
場
合
は
、
次
表
の
通
り
、
勤
続

年
数
に
応
じ
た
日
数
の
年
次
有
給
休
暇
を
付
与

す
る
。

（
１
）�

短
日
勤
務
：
週
３
日（
原
則
：
月
・
水
・
金
）、

１
日
８
時
間  

（
２
）�

短
時
間
勤
務
：
週
５
日
、
１
日
６
時
間

（
９
：
00
〜
16
：
00
、
休
憩
１
時
間
）

（
３
）�

組
合
せ
勤
務
：
週
４
日
、
１
日
５
時
間

（
10
：
00
〜
16
：
00
、
休
憩
１
時
間
）

２�　
前
項
の
週
の
所
定
労
働
日
数
、
1
日
の
所
定

労
働
時
間
数
、
曜
日
、
時
間
帯
は
、
嘱
託
社
員

と
所
属
長
と
協
議
の
う
え
、
会
社
が
必
要
と
認

め
た
場
合
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
申
請
・
承
認
お
よ
び
変
更
制
限
）

第�

４
条　
勤
務
形
態
の
選
択
は
、「
短
日
・
短
時

間
勤
務
申
請
書
」
を
原
則
と
し
て
、
就
業
開
始

希
望
日
の
30
日
前
ま
で
に
人
事
部
へ
提
出
す
る

も
の
と
す
る
。

２�　
原
則
と
し
て
、
前
項
に
よ
り
決
定
し
た
勤
務

形
態
は
、
次
回
の
嘱
託
契
約
更
新
時
ま
で
変
更

で
き
な
い
。
た
だ
し
、
本
人
の
病
気
治
療
・
家

族
の
介
護
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
生
じ

た
場
合
で
、
本
人
が
変
更
を
申
請
し
、
所
属
長

が
認
め
た
場
合
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
年
次
有
給
休
暇
）

第�

５
条　
週
30
時
間
以
上
勤
務
、
ま
た
は
週
５
日

以
上
勤
務
す
る
嘱
託
社
員
に
は
、
正
社
員
と
同

様
に
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
。
週
所
定
労

日
々
の
始
業
・
終
業
時
刻
お
よ
び
労
働
時
間
を
決
め
ら

れ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
つ
で
も
出
社
ま
た
は
退
社
し
て
も
よ
い
時

間
帯
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
、
必
ず
勤
務
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
間
帯
を
コ
ア
タ
イ
ム
と
し
て
定
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
基
本
給
）

第�

６
条　
嘱
託
社
員
の
基
本
給
は
月
給
制
と
し
、

次
に
定
め
る
方
法
で
基
本
給
を
決
定
す
る
。

（
１
）�

基
準
月
額
：
週
５
日
・
１
日
８
時
間
勤
務

を
前
提
と
し
た
「
賃
金
表
」
に
定
め
る
金

額
で
あ
る
。
当
該
基
準
月
額
に
基
づ
き
、

次
号
以
降
に
お
け
る
短
日
・
短
時
間
勤
務

図表1　フレックスタイム制度と勤務時間

＜通常の労働時間制度＞

＜フレックスタイム制度＞

始業時刻

出社自由な時間帯 退社自由な時間帯勤務が義務づけられている時間帯

終業時刻勤務が義務づけられている時間帯

勤務時間勤務時間

フレキシブルタイム フレキシブルタイムコアタイム コアタイム

休憩

休憩

※ 厚生労働省「フレックスタイム制のわかりやすい解説 & 導入の手引き」P.3の図を筆者が一部修正・加筆

年次有給休暇比例付与表（略）

週所定
労働日数

年間所定
労働日数

雇入れの日から起算した継続勤務期間に応ずる日数

６カ月 １年
６カ月

２年
６カ月

３年
６カ月

４年
６カ月

５年
６カ月

６年
６カ月

４日 169 ～
216 日 ７日 ８日 ９日 10 日 12 日 13 日 15 日

３日 121 ～
168 日 ５日 ６日 ６日 ８日 ９日 10 日 11 日

２日 73 ～
120 日 ３日 ４日 ４日 ５日 ６日 ６日 ７日

１日 48 ～
72 日 １日 ２日 ２日 ２日 ３日 ３日 ３日
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了
の
時
刻
を
労
使
協
定
で
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
ｅ
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
（
任
意
）

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
は
、
労
働
者
が
自
ら
の
選
択

に
よ
っ
て
労
働
時
間
を
決
定
で
き
る
時
間
帯
で
す
。
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ

の
時
間
帯
の
開
始
・
終
了
の
時
刻
を
労
使
協
定
で
定
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
そ
の
ほ
か
の
留
意
点

・
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
時
間
帯
の
会
議

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
の
時
間
帯
に
、例
え
ば
、「
〇

（
２
）
制
度
設
計
・
運
用
上
の
留
意
点

①
労
使
協
定

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
を
導
入
す
る
に
は
、
労
使

協
定
で
次
の
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
ａ
）
対
象
と
な
る
労
働
者
の
範
囲

「
全
従
業
員
」、「
〇
〇
部
に
所
属
す
る
社
員
」
の
よ

う
に
対
象
と
な
る
労
働
者
の
範
囲
を
定
め
ま
す
。

（
ｂ
）
清
算
期
間　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
に
お
い
て
、
労
働
者
が
労

働
す
べ
き
時
間
を
定
め
る
期
間
の
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
清
算
期
間
を
定
め
る
際
は
、
清
算
期
間
の
起
算
日

（
例
：
毎
月
１
日
）
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
ｃ
）
清
算
期
間
に
お
け
る
総
労
働
時
間

清
算
期
間
に
お
け
る
総
労
働
時
間
と
は
、
労
働
者
の

勤
務
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
所
定
労
働
時
間
で
す
。

そ
し
て
、
月
単
位
を
清
算
期
間
と
し
た
際
の
、
清
算

期
間
に
お
け
る
総
労
働
時
間
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
図
表
２
に
示
す
通
り
、
法
定
労
働
時
間
の
総
枠
の

範
囲
内
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
総
労
働
時

間
を
、「
１
日
の
所
定
労
働
時
間
に
清
算
期
間
に
お
け

る
所
定
労
働
日
数
を
乗
じ
て
得
ら
れ
た
時
間
数
」
の
よ

う
な
定
め
方
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

（
ｄ
）
コ
ア
タ
イ
ム
（
任
意
）

コ
ア
タ
イ
ム
は
、
労
働
者
が
１
日
の
う
ち
で
必
ず
働

く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
時
間
帯
で
す
。
コ
ア

タ
イ
ム
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
時
間
帯
の
開
始
・
終

時
に
出
社
し
な
さ
い
」と
い
っ
た
命
令
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
朝
９
時
か
ら
10
時
ま
で
会

議
を
開
催
す
る
場
合
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
の
時
間

帯
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
会
議
の
出
席
を
強
要
で

き
ま
せ
ん
。
会
議
と
い
う
事
情
を
説
明
し
て
、
会
議
の

時
間
帯
に
出
社
を
依
頼
し
て
同
意
を
得
る
対
応
に
な
り

ま
す
。

・
年
次
有
給
休
暇
の
取
扱
い

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
対
象
労
働
者
が
、
年
次
有

給
休
暇
を
１
日
取
得
し
た
場
合
、そ
の
日
に
つ
い
て
は
、

標
準
と
な
る
１
日
の
労
働
時
間
を
労
働
し
た
も
の
と
し

て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
３
）
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
関
す
る
規
程
例

（
目
的
）

第�

１
条　
本
規
程
は
、〇
〇
株
式
会
社
（
以
下
「
会

社
」
と
い
う
）
の
就
業
規
則
に
基
づ
き
、フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
で
業
務
に
従
事
す
る
従
業
員

（
以
下
「
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
者
」
と
い
う
）
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

（
適
用
対
象
者
）

第�

２
条　
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
者
は
、
管
理
監
督
者

及
び
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
以
外
の
全
社
員
を
対
象

と
す
る
。

２�　
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
者
の
始
業
及
び
終
業
の
時

刻
に
つ
い
て
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
者
の
自
主

1カ月の法定労働時間の総枠

清算期間
の

暦日数

31日 177.1時間

30日 171.4時間

29日 165.7時間

28日 160.0時間

図表２　�清算期間の暦日数と法定労働時間の総枠

※ 筆者作成
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に
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
適
用
を
解
除

す
る
場
合
が
あ
る
。

（
労
働
時
間
の
管
理
）

第�

12
条　
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
労
働
時
間
の

管
理
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。

（
１
）�

フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
者
は
、
各
日
の
労
働
時

間
を
会
社
所
定
の
方
法
で
記
録
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）�

フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
者
は
、
月
間
総
労
働

時
間
に
著
し
い
過
不
足
が
生
じ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
健
康
管
理
）

第�

13
条　
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
者
は
、
健
康
管
理
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
休
日
労

働
、
深
夜
労
働
は
、
な
る
べ
く
行
わ
な
い
よ
う

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
適
用
解
除
）

第�

14
条　
会
社
は
、
合
理
的
理
由
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
月
間
総
所
定
労
働
時
間
に
著
し
い

過
不
足
を
発
生
さ
せ
る
勤
務
不
良
者
に
つ
い
て

は
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
適
用
を
解
除
し
、

通
常
勤
務
に
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
附
則
）

第�

15
条　
本
規
程
は
、
〇
年
〇
月
〇
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
コ
ア
タ
イ
ム
）

第�

７
条　
コ
ア
タ
イ
ム
（
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
者
が

必
ず
就
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間
帯
）

は
、
10
時
か
ら
15
時
ま
で
と
す
る
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
）

第�

８
条　
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
（
業
務
計
画
に

合
わ
せ
て
就
業
時
間
、
始
業
・
終
業
の
時
刻
を

自
主
的
に
選
択
で
き
る
時
間
帯
）
は
、
次
の
通

り
と
す
る
。

（
１
）�

始
業
時
間
帯
＝
7
時
か
ら
10
時
ま
で
の
間

（
２
）�

終
業
時
間
帯
＝
15
時
か
ら
20
時
ま
で
の
間

（
休
憩
）

第�

９
条　
休
憩
時
間
は
、
12
時
か
ら
13
時
ま
で
と

す
る
。

（
労
働
時
間
の
清
算
）

第�

10
条　
清
算
期
間
に
お
け
る
労
働
時
間
数
が
第

５
条
に
定
め
る
総
所
定
労
働
時
間
を
超
過
し
た

場
合
は
、当
該
超
過
労
働
時
間
に
対
し
て
時
間
外

勤
務
手
当
を
支
給
す
る
。

２�　
第
５
条
の
総
労
働
時
間
に
不
足
す
る
時
間
に

つ
い
て
は
、
基
本
給
、
手
当
の
う
ち
そ
の
満
た

な
い
時
間
に
相
当
す
る
部
分
の
額
は
支
給
し
な

い
も
の
と
す
る
。

（
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
一
時
解
除
）

第�

11
条　
突
発
的
業
務
、
緊
急
事
態
の
発
生
そ
の

他
の
都
合
に
よ
り
会
社
が
必
要
と
認
め
る
場
合

的
決
定
に
委
ね
る
も
の
と
す
る
。

（
清
算
期
間
）

第�

３
条　
清
算
期
間
は
1
か
月
間
と
し
、
毎
月
1

日
を
起
算
日
と
し
、
当
月
末
日
ま
で
と
す
る
。

（
所
定
就
業
日
）

第�

４
条　

フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
者
の
所
定
就
業
日

は
、
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

２�　
会
社
は
業
務
の
都
合
上
、
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
休
日
を
所
定
就
業
日
に
振
り
替
え
る
こ
と

が
あ
る
。

３�　
休
日
を
振
り
替
え
る
場
合
は
、
前
日
ま
で
に

振
り
替
え
る
休
日
を
指
定
し
、
フ
レ
ッ
ク
ス
勤

務
者
に
通
知
す
る
。

（
総
労
働
時
間
）

第�

５
条　

一
清
算
期
間
に
お
け
る
総
労
働
時
間

は
、
1
日
の
所
定
労
働
時
間
に
、
清
算
期
間
に

お
け
る
所
定
労
働
日
数
を
乗
じ
て
得
ら
れ
た
時

間
と
す
る
。

（
標
準
と
な
る
１
日
の
労
働
時
間
）

第�

６
条　
標
準
と
な
る
1
日
の
労
働
時
間
は
、
8

時
間
と
し
、
年
次
有
給
休
暇
、
積
立
年
次
有
給
休

暇
な
ど
有
給
で
付
与
す
る
休
暇
に
つ
い
て
は
1

日
に
つ
き
8
時
間
の
労
働
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て

取
り
扱
い
、
通
常
の
賃
金
を
支
払
う
こ
と
と
す

る
。
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解説2

は
じ
め
に

は
じ
め
に

1
昨
今
の
人
手
不
足
の
状
況
下
、
シ
ニ
ア
に
対
す
る
多

様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度
の
整
備
は
、
重
要
な
雇
用
施
策

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
加
齢
に
よ
る
体
力
の

低
下
に
対
応
で
き
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
と

す
る
在
宅
勤
務
制
度
は
、有
望
な
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

こ
こ
で
は
、
在
宅
勤
務
制
度
の
概
要
や
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
、
制
度
設
計
・
運
用
し
て
い
く
う
え
で
の

留
意
点
お
よ
び
就
業
規
則
の
規
程
例
に
つ
い
て
も
解
説

し
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
の

テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
の

定
義
と
形
態

定
義
と
形
態

2
在
宅
勤
務
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
一
種
で
す
。
こ
の
テ
レ

ワ
ー
ク
は
、英
語
の
「tele

＝
離
れ
た
所
」
と
「w

ork

＝
働
く
」
を
あ
わ
せ
た
造
語
で
、
自
宅
な
ど
、
会
社
以

外
の
場
所
で
情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
て
働
く
こ
と
を

い
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
、
時
間
や
場
所
を

有
効
に
活
用
で
き
る
柔
軟
な
働
き
方
で
あ
り
、
子
育
て

世
代
や
シ
ニ
ア
世
代
、
病
気
治
療
中
や
障
害
の
あ
る
方

も
含
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
生
活
ス
タ

イ
ル
に
合
っ
た
多
様
な
働
き
方
を
実
現
す
る
も
の
で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、「
雇
用
型
」
と
「
非
雇
用
型
（
自
営

型
）」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
状
態
で
の
テ

レ
ワ
ー
ク
（
雇
用
型
）
は
、
業
務
を
行
う
場
所
に
よ
っ

て
「
在
宅
勤
務
」、「
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
」、「
施
設
利
用

型
勤
務
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
在
宅
勤
務

在
宅
勤
務
と
は
、「
自
宅
を
就
業
場
所
と
し
て
業
務

に
た
ず
さ
わ
る
ス
タ
イ
ル
」
の
テ
レ
ワ
ー
ク
で
す
。
在

宅
勤
務
の
場
合
、
子
育
て
や
家
族
の
介
護
、
急
な
病
気

や
け
が
な
ど
で
オ
フ
ィ
ス
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
人
で

も
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
た
め
、
柔
軟
な
働
き
方
を
促
進

す
る
制
度
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
労
働
日
を
在
宅
勤
務
に

あ
て
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
週
に
数
日
だ
け
テ
レ
ワ
ー
ク

を
利
用
で
き
る
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

②
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク

モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
と
は
「
施
設
に
依
存
せ
ず
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
仕
事
が
可
能
な
働
き
方
」
の
こ
と
で

す
。
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
の
例
と
し
て
は
、
カ
フ
ェ
で
の

仕
事
や
新
幹
線
で
移
動
中
に
仕
事
を
す
る
こ
と
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

③
施
設
利
用
型
勤
務

施
設
利
用
型
勤
務
と
は
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、

テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ッ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を

在
宅
勤
務
制
度
の
設
計
・
運
用
と
留
意
点

在
宅
勤
務
制
度
の
設
計
・
運
用
と
留
意
点

株
式
会
社
田
代
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
田た

代し
ろ

英え
い

治じ
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本
人
の
希
望
も
対
象
者
の
要
件
と
し
ま
す
。

円
滑
な
運
用
と
す
る
た
め
に
は
、
会
社
の
許
可
が
あ

る
場
合
に
か
ぎ
っ
て
利
用
で
き
る
よ
う
な
制
度
の
枠
組

み
（
許
可
制
）
と
し
た
う
え
で
、
事
前
の
許
可
の
期
限

と
だ
れ
の
許
可
が
必
要
か
（
例
え
ば
、
１
週
間
前
ま
で

に
所
属
長
の
許
可
を
要
す
る
な
ど
）
を
決
め
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
い
っ
た
ん
許
可
を
与
え
た
場
合
で
も
、（
不
適

切
な
利
用
を
し
て
い
る
者
な
ど
に
）い
つ
で
も
取
消
し
な

ど
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
設
け
て
お
く
ほ
う
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

（
２
）
在
宅
勤
務
時
の
服
務
規
律

就
業
規
則
本
文
な
ど
に
定
め
ら
れ
て
い
る
遵
守
事
項

以
外
で
、
情
報
通
信
機
器
や
情
報
そ
の
も
の
の
取
扱
い

に
関
す
る
事
項
な
ど
、
在
宅
勤
務
に
必
要
な
服
務
規
律

を
定
め
ま
す
。

た
だ
し
、
職
務
専
念
義
務
（「
勤
務
中
は
職
務
に
専

念
す
る
こ
と
」
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
就
業
規
則
本
文

に
定
め
が
あ
っ
て
も
、
あ
え
て
在
宅
勤
務
規
程
に
も
職

務
専
念
義
務
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
で
、
注
意
喚
起
す

る
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
３
）
在
宅
勤
務
時
の
労
働
時
間

通
常
の
労
働
時
間
制
度
（
毎
日
９
時
か
ら
18
時
ま
で

と
い
う
定
ま
っ
た
時
間
帯
に
業
務
を
行
う
形
）
を
在
宅

勤
務
に
適
用
す
る
場
合
に
は
、
在
宅
勤
務
者
も
通
常
の

オ
フ
ィ
ス
で
業
務
を
行
う
と
き
と
同
じ
よ
う
に
勤
務
し

で
す
が
、
体
力
や
身
体
機
能
の
低
下
は
避
け
て
は
通
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
点
、
在
宅
勤
務
制
度
の
導
入
は
、
業
務

に
熟
練
し
た
優
秀
な
人
材
を
つ
な
ぎ
止
め
、
仕
事
と
介

護
な
ど
と
の
両
立
を
容
易
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。高

齢
者
の
勤
務
形
態
の
柔
軟
さ
や
働
き
方
の
工
夫

は
、
全
社
員
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
と
な
り
、
若

者
や
女
性
の
人
材
確
保
に
も
大
い
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
在
宅
勤
務
制
度
は
高
齢
者
雇
用
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
一
方
、
懸
念
さ
れ
る
の

が
在
宅
勤
務
に
欠
か
せ
な
い
高
齢
者
の
Ｉ
Ｔ
の
リ
テ
ラ

シ
ー
で
す
。

企
業
と
し
て
も
、
在
宅
勤
務
制
度
の
円
滑
な
運
用
の

た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
（
Ｉ
Ｔ
を
使
い
こ
な
す
知

識
・
能
力
）
向
上
に
向
け
た
シ
ニ
ア
層
の
支
援
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

在
宅
勤
務
制
度
を
設
計
・
運
用
し
て
い
く

在
宅
勤
務
制
度
を
設
計
・
運
用
し
て
い
く

う
え
で
の
留
意
点

う
え
で
の
留
意
点

4
会
社
が
在
宅
勤
務
制
度
を
円
滑
に
運
用
し
て
い
く
た

め
に
は
、
以
下
の
点
に
留
意
し
、
在
宅
勤
務
の
ル
ー
ル

を
就
業
規
則（「
在
宅
勤
務
規
程
」な
ど
別
規
程
と
し
て
）

に
定
め
、
周
知
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
１
）
在
宅
勤
務
の
対
象
者

在
宅
勤
務
を
適
切
に
導
入
・
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、

就
業
場
所
と
す
る
働
き
方
」
の
こ
と
で
す
。

在
宅
勤
務
制
度
の

在
宅
勤
務
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

3
高
齢
者
雇
用
に
お
い
て
、
今
後
活
用
が
期
待
で
き
る

在
宅
勤
務
制
度
に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
在
宅
勤
務
制
度
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

会
社
側
か
ら
み
た
場
合
に
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
が
最
適
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
や
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
を
期
待
で
き
る
こ
と
が
メ

リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

社
員
側
か
ら
み
た
在
宅
勤
務
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
通
勤

時
間
が
発
生
し
な
い
こ
と
で
す
。
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ

る
負
担
や
ス
ト
レ
ス
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
育
児
や

介
護
を
し
な
が
ら
仕
事
が
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
家
庭
内
雑
務
に
気
を

と
ら
れ
た
り
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
が
狭
か
っ
た
り
と

い
っ
た
条
件
が
重
な
っ
て
、
円
滑
な
業
務
遂
行
へ
の
影

響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
作
業
時
の
電
気
代
を
は

じ
め
と
す
る
業
務
上
の
コ
ス
ト
と
生
活
費
と
を
切
り
分

け
づ
ら
い
た
め
、
社
員
が
コ
ス
ト
を
自
己
負
担
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

（
２
）�

高
齢
者
雇
用
に
お
け
る
在
宅
勤
務
制
度

経
験
豊
か
な
高
齢
者
は
企
業
に
と
っ
て
貴
重
な
存
在



2025.9 18

（
４
）
在
宅
勤
務
に
お
け
る
費
用
負
担

在
宅
勤
務
に
か
か
わ
る
通
信
費
や
情
報
通
信
機
器
な

ど
の
費
用
に
つ
い
て
は
、労
使
ど
ち
ら
が
負
担
す
る
か
、

ま
た
会
社
が
負
担
す
る
場
合
に
お
け
る
限
度
額
、
さ
ら

に
従
業
員
が
請
求
す
る
場
合
の
請
求
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
か
じ
め
労
使
で
話
し
合
い
、
規
程
な
ど
に

定
め
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

な
お
、
在
宅
勤
務
者
に
よ
る
水
道
光
熱
費
や
通
信
費

用
の
自
己
負
担
な
ど
に
か
え
て
、
一
定
額
の
手
当
（
在

宅
勤
務
手
当
）
で
補
う
場
合
に
は
、
当
該
手
当
は
割
増

賃
金
の
算
定
基
礎
に
算
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
割
増
賃
金
の
算
定
基
礎
の
規
定
も
あ
わ
せ
て
変
更

す
る
必
要
が
あ
る
点
に
留
意
が
必
要
で
す
。

在
宅
勤
務
制
度
を
導
入
す
る
場
合
の

在
宅
勤
務
制
度
を
導
入
す
る
場
合
の

就
業
規
則
（
在
宅
勤
務
規
程
）
の
規
程
例

就
業
規
則
（
在
宅
勤
務
規
程
）
の
規
程
例

5
最
後
に
、
在
宅
勤
務
制
度
を
導
入
す
る
場
合
に
必
要

と
な
る
就
業
規
則（
在
宅
勤
務
規
程
）の
規
程
例
を
上
記

４
で
指
摘
し
た
留
意
点
に
沿
っ
て
、示
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
在
宅
勤
務
の
対
象
者
と
承
認
プ
ロ
セ
ス

第
〇
条  

（
在
宅
勤
務
の
対
象
者
）

在
宅
勤
務
の
対
象
者
は
、
就
業
規
則
第
△
条
に

規
定
す
る
従
業
員
で
あ
っ
て
次
の
各
号
の
条
件
を

全
て
満
た
し
た
者
と
す
る
。

（
１
）
在
宅
勤
務
を
希
望
す
る
者

（
２
）�

自
宅
の
執
務
環
境
及
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
始
業
お
よ
び
終
業

の
時
刻
、
休
憩
時
間
は
、
オ
フ
ィ
ス
で
勤
務
す
る
と
き

と
同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
在
宅
勤
務
中
で
も
勤
怠
管
理

（
始
業
お
よ
び
終
業
の
時
刻
の
把
握
）
は
必
要
で
あ
り
、

一
般
的
に
は
、
始
業
お
よ
び
終
業
の
際
に
上
司
に
電
話

や
電
子
メ
ー
ル
で
連
絡
を
入
れ
る
と
い
う
方
法
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
中
抜
け
時
間
に
つ
い
て
も
、
取
扱
い
を
定

め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
在
宅
勤
務
で
は
、
一
定

程
度
業
務
か
ら
離
れ
る
時
間
が
生
じ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
、
こ
の
よ
う
な
中
抜
け
時
間
に
つ
い
て
は
、
労
働
基

準
法
上
、
会
社
は
把
握
す
る
こ
と
と
し
て
も
、
把
握
せ

ず
に
始
業
お
よ
び
終
業
の
時
刻
の
み
を
把
握
す
る
こ
と

と
し
て
も
、
い
ず
れ
で
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

抜
け
時
間
を
把
握
す
る
場
合
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
例

え
ば
一
日
の
終
業
時
に
、
従
業
員
か
ら
報
告
さ
せ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
、
柔
軟
な
勤
務
制
度
が
有
効
と
さ
れ
る
シ
ニ

ア
に
対
し
て
は
、
み
な
し
労
働
時
間
制
の
適
用
を
可
能

と
し
て
お
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
み
な

し
労
働
時
間
制
は
情
報
通
信
機
器
が
常
時
通
信
可
能
な

状
態
に
お
か
れ
て
い
な
い
こ
と
、
業
務
が
会
社
の
随
時

具
体
的
な
指
示
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
な
い
場
合
に
か

ぎ
っ
て
適
用
可
能
で
あ
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

環
境
が
適
正
と
認
め
ら
れ
る
者

２�　
在
宅
勤
務
を
希
望
す
る
者
は
、
所
定
の
許
可

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
１
週
間
前

ま
で
に
所
属
長
か
ら
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３�　
会
社
は
、
業
務
上
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、

前
項
に
よ
る
在
宅
勤
務
の
許
可
を
取
り
消
す
こ

と
が
あ
る
。

４�　

 

第
２
項
に
よ
り
在
宅
勤
務
の
許
可
を
受
け

た
者
が
在
宅
勤
務
を
行
う
場
合
は
、
前
日
ま
で

に
所
属
長
へ
実
施
を
届
け
出
る
こ
と
。

（
２
）
服
務
規
律
条
項

第
〇
条
（
在
宅
勤
務
時
の
服
務
規
律
）

　

�

在
宅
勤
務
に
従
事
す
る
者
は
、
就
業
規
則
第
△

条
及
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定
め

る
も
の
の
他
、
次
に
定
め
る
事
項
を
遵
守
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
在
宅
勤
務
中
は
職
務
に
専
念
す
る
こ
と

（
２
）�

許
可
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
就
業
場
所

以
外
で
の
業
務
を
行
わ
な
い
こ
と

（
３
）�

会
社
か
ら
貸
与
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
及
び
情
報
通

信
機
器
を
用
い
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と

（
４
）�

会
社
か
ら
所
定
の
手
続
を
経
て
持
ち
出

し
た
情
報
、
及
び
在
宅
勤
務
に
お
け
る

作
業
の
経
過
及
び
成
果
に
つ
い
て
、
第

務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
及
び
深
夜
勤
務
手
当

を
支
給
す
る
。

第
〇
条
（
中
抜
け
時
間
）

　

�

在
宅
勤
務
者
は
、
勤
務
時
間
中
に
所
定
休
憩
時

間
以
外
に
労
働
か
ら
離
れ
る
場
合
は
、
そ
の
中

抜
け
時
間
に
つ
い
て
、
終
業
時
に
メ
ー
ル
で
所

属
長
に
報
告
を
行
う
こ
と
。

2�　
中
抜
け
時
間
に
つ
い
て
は
、
休
憩
時
間
と
し

て
取
扱
い
、
そ
の
時
間
分
終
業
時
刻
を
繰
り
下

げ
る
こ
と
。

（
４
）
費
用
負
担

第
〇
条 

（
費
用
の
負
担
）

　

�

会
社
が
貸
与
す
る
情
報
通
信
機
器
を
利
用
す
る

場
合
の
通
信
費
は
会
社
負
担
と
す
る
。 

２�　
在
宅
勤
務
に
伴
っ
て
発
生
す
る
水
道
光
熱
費

は
在
宅
勤
務
者
の
負
担
と
す
る
。

３�　
業
務
に
必
要
な
郵
送
費
、
事
務
用
品
費
、
消

耗
品
費
そ
の
他
会
社
が
認
め
た
費
用
は
会
社
負

担
と
す
る
。 

４�　
そ
の
他
の
費
用
に
つ
い
て
は
在
宅
勤
務
者
の

負
担
と
す
る
。

（
＊
）�

在
宅
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
場
合
の
規
定
例

第�

〇
条　
在
宅
勤
務
者
が
負
担
す
る
自
宅
の
水
道

光
熱
費
及
び
通
信
費
用
の
う
ち
、
業
務
負
担
分

と
し
て
毎
月
月
額
○
○
○
○
○
円
を
支
給
す
る
。
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特集 多様で柔軟な勤務制度を整備し、生涯現役で働ける職場づくり

条
に
定
め
る
所
定
労
働
時
間
の
労
働
を
し
た
も

の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
、
労
働
条
件
通
知
書

等
の
書
面
に
よ
り
明
示
す
る
。

（
１
）�

従
業
員
の
自
宅
で
業
務
に
従
事
し
て
い

る
こ
と

（
２
）�

会
社
と
在
宅
勤
務
者
間
の
情
報
通
信
機

器
の
接
続
は
在
宅
勤
務
者
に
任
せ
て
い

る
こ
と

（
３
）�

在
宅
勤
務
者
の
業
務
が
常
に
所
属
長
か

ら
随
時
指
示
命
令
を
受
け
な
け
れ
ば
遂

行
で
き
な
い
業
務
で
な
い
こ
と

第
〇
条
（
休
憩
時
間
）

　

�

在
宅
勤
務
者
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
就
業

規
則
第
△
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
〇
条
（
所
定
休
日
）

　
�

在
宅
勤
務
者
の
休
日
に
つ
い
て
は
、
就
業
規
則

第
△
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
〇
条
（
時
間
外
及
び
休
日
労
働
等
）

　

�

在
宅
勤
務
者
が
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
及
び

深
夜
労
働
を
す
る
場
合
は
所
定
の
手
続
を
経
て

所
属
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
及
び
深
夜
労
働
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
は
就
業
規
則
第
△
条
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３�　
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
及
び
深
夜
労
働
に

つ
い
て
は
、
給
与
規
程
に
基
づ
き
、
時
間
外
勤

三
者
（
家
族
を
含
む
）
が
閲
覧
・
コ
ピ
ー

し
な
い
よ
う
に
最
大
限
の
注
意
を
払
う

こ
と
（
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
表
示
を
し
た
ま

ま
の
離
席
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
反
す
る
複
写
・
複
製
は
行
わ
な

い
こ
と
）

（
５
）�
会
社
か
ら
所
定
の
手
続
を
経
て
持
ち
出

し
た
情
報
、
及
び
在
宅
勤
務
に
お
け
る

作
業
の
経
過
及
び
成
果
に
つ
い
て
は
、

紛
失
、
棄
損
し
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
取

り
扱
い
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
則
っ
て
保
管
・
管
理
す
る
こ
と

（
３
）
在
宅
勤
務
時
の
労
働
時
間

第
〇
条
（
労
働
時
間
）

　

�

在
宅
勤
務
時
の
労
働
時
問
に
つ
い
て
は
、
原

則
、
就
業
規
則
第
△
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

２�　
前
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
の
承
認
を
受
け

て
始
業
時
刻
、
終
業
時
刻
及
び
休
憩
時
間
の
変

更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
＊
）
事
業
場
外
み
な
し
労
働
時
間
制
を
適
用

す
る
場
合
の
規
定
例

３�　
第
１
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
在
宅
勤
務
を
行
う

者
が
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
会

社
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
就
業
規
則
第
△

務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
及
び
深
夜
勤
務
手
当

を
支
給
す
る
。

第
〇
条
（
中
抜
け
時
間
）

　

�

在
宅
勤
務
者
は
、
勤
務
時
間
中
に
所
定
休
憩
時

間
以
外
に
労
働
か
ら
離
れ
る
場
合
は
、
そ
の
中

抜
け
時
間
に
つ
い
て
、
終
業
時
に
メ
ー
ル
で
所

属
長
に
報
告
を
行
う
こ
と
。

2�　
中
抜
け
時
間
に
つ
い
て
は
、
休
憩
時
間
と
し

て
取
扱
い
、
そ
の
時
間
分
終
業
時
刻
を
繰
り
下

げ
る
こ
と
。

（
４
）
費
用
負
担

第
〇
条 

（
費
用
の
負
担
）

　

�

会
社
が
貸
与
す
る
情
報
通
信
機
器
を
利
用
す
る

場
合
の
通
信
費
は
会
社
負
担
と
す
る
。 

２�　
在
宅
勤
務
に
伴
っ
て
発
生
す
る
水
道
光
熱
費

は
在
宅
勤
務
者
の
負
担
と
す
る
。

３�　
業
務
に
必
要
な
郵
送
費
、
事
務
用
品
費
、
消

耗
品
費
そ
の
他
会
社
が
認
め
た
費
用
は
会
社
負

担
と
す
る
。 

４�　
そ
の
他
の
費
用
に
つ
い
て
は
在
宅
勤
務
者
の

負
担
と
す
る
。

（
＊
）�

在
宅
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
場
合
の
規
定
例

第�

〇
条　
在
宅
勤
務
者
が
負
担
す
る
自
宅
の
水
道

光
熱
費
及
び
通
信
費
用
の
う
ち
、
業
務
負
担
分

と
し
て
毎
月
月
額
○
○
○
○
○
円
を
支
給
す
る
。



2025.9 202025.9 20

事 例

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に
挑
む

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に
挑
む

上
下
水
道
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

上
下
水
道
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

株
式
会
社
Ｎ
Ｊ
Ｓ
は
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に
設

立
さ
れ
た
上
下
水
道
分
野
に
特
化
し
た
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
企
業
。「
健
全
な
水
と
環
境
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
」
と
い
う
パ
ー
パ
ス
を
掲
げ
、
上
下
水
道
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
調
査
、
設

計
、
施
工
管
理
、
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

同
社
の
執
行
役
員
管
理
本
部
人
事
総
務
部
長
の
細ほ

そ

谷や

守も
り

生お

さ
ん
は
、
事
業
の
現
状
・
展
望
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
話
す
。

「
従
来
、
当
社
は
上
下
水
道
の
設
計
や
計
画
を
手
が

け
、
自
治
体
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
立
場
で
受

託
業
務
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
近

年
は
、
政
府
主
導
で
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
※
が
推
進
さ

れ
て
お
り
、
全
国
の
事
業
体
で
導
入
可
能
性
調
査
や

導
入
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
を
受
け

て
、
当
社
も
従
来
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
立
場
に
加
え
、

事
業
運
営
を
に
な
う
民
間
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
に
も
積
極

的
に
参
画
し
、
事
業
領
域
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
『
水
と
環

境
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
』
を
目
ざ
し
、
設

計
・
計
画
業
務
に
加
え
、
Ｄ
Ｘ
の
活
用
に
よ
る
施
設

運
営
管
理
の
効
率
化
、
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
す
る
提

案
を
行
う
な
ど
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築

し
て
い
ま
す
」

２
０
１
９
年
に

２
０
１
９
年
に
7070
歳
定
年
制
と

歳
定
年
制
と

年
齢
上
限
の
な
い
再
雇
用
制
度
を
導
入

年
齢
上
限
の
な
い
再
雇
用
制
度
を
導
入

同
社
で
は
、
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
４
月
、
従
来

の
60
歳
定
年
・
65
歳
ま
で
の
再
雇
用
制
度
を
改
定
し
、

70
歳
定
年
制
を
導
入
。
70
歳
定
年
後
は
、
１
年
更
新
の

契
約
社
員
と
な
り
、
本
人
の
健
康
状
態
や
能
力
、
会
社

の
業
務
状
況
に
よ
っ
て
は
、
年
齢
上
限
な
く
働
く
こ
と

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
ト
ッ
プ
の
「
会
社
の
競
争
力
は“
人
”で
あ
る
」

と
い
う
強
い
意
志
の
も
と
、
２
０
１
８
年
に
高
齢
人
材

活
用
の
検
討
が
ス
タ
ー
ト
。
改
革
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
仕
事
と

人
生
の
充
実
）」
を
掲
げ
、「
働
き
方
改
革
に
よ
る
70
歳

定
年
の
実
現
」、「
創
造
性
と
生
産
性
の
向
上
」、「
人
材

育
成
の
基
盤
強
化
」
の
3
本
柱
で
検
討
を
重
ね
た
。
当

初
は
65
歳
定
年
、
70
歳
ま
で
の
再
雇
用
制
度
も
検
討
さ

れ
て
い
た
が
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
た
め
、
女

性
や
障
害
者
、
外
国
人
と
同
じ
よ
う
に
、
高
齢
人
材
の

活
用
を
積
極
的
に
行
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
70
歳
定

年
制
を
実
現
し
た
い
」
と
い
う
経
営
ト
ッ
プ
の
意
向
に

よ
り
、
70
歳
定
年
制
を
前
提
と
し
た
抜
本
的
な
人
事
制

度
改
革
に
方
針
を
転
換
し
た
。

7070
歳
定
年
を
支
え
る
柔
軟
な
働
き
方
と
健
康
経
営

歳
定
年
を
支
え
る
柔
軟
な
働
き
方
と
健
康
経
営
®®
（
★
）

（
★
）

株
式
会
社
Ｎ
Ｊ
Ｓ
（
東
京
都
港
区
）

★   「健康経営Ⓡ」は、NPO 法人健康経営研究会の登録商標です。
※　ウォーター PPP……�上下水道など、水インフラの整備・運営に民間資金や技術を取り込み、官民

連携を促進する国の政策
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特集 多様で柔軟な勤務制度を整備し、生涯現役で働ける職場づくり

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界

全
体
が
抱
え
る
慢
性
的
な
人
材
不
足
が
あ
る
。
上
下
水

道
の
設
計
に
は
技
術
士
を
は
じ
め
と
し
て
国
家
資
格
が

不
可
欠
で
あ
り
、
シ
ニ
ア
人
材
を
含
む
こ
れ
ら
の
資
格

者
数
が
企
業
の
競
争
力
を
左
右
す
る
。
ま
た
、「
シ
ニ

ア
社
員
」
が
長
年
の
経
験
で
つ
ち
か
っ
た
技
術
的
知
見

や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、会
社
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、

そ
の
継
承
が
重
要
な
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
た
と
い

う
。定

年
を
60
歳
か
ら
70
歳
へ
延
長
し
た
こ
と
で
、「
シ

ニ
ア
社
員
」
の
知
見
を
よ
り
長
く
組
織
内
に
留
め
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
技
術
継
承
を
着
実
に
進
め
る
体
制

が
整
っ
た
。
社
員
は
70
歳
ま
で
安
定
し
た
収
入
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
将
来
の
生
活
設
計
が
立
て
や
す
く

な
る
と
い
う
安
心
感
を
得
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
70
歳
以
降
も
実
力
と
健
康
状
態
次
第
で
契
約

社
員
と
し
て
継
続
し
て
勤
務
が
で
き
る
こ
と
が
や
り
が

い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

同
社
管
理
本
部
人
事
総
務
部
課
長
の
中な

か

塚つ
か

理さ
と

子こ

さ
ん

は
、
制
度
改
定
後
の
高
齢
者
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
話
す
。

「
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
３
月
に
70
歳
定
年
制
の

導
入
以
降
、初
め
て
４
人
の
方
が
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。

全
員
が
契
約
社
員
と
し
て
継
続
雇
用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
が
ご
自
身
の
技
術
力
を
活
か
し
て
、
変
わ
ら
ず
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。２
０
１
９
年
の
制
度
改
定
以
来
、

自
治
体
Ｏ
Ｂ
の
技
術
職
や
、
民
間
企
業
で
の
定
年
・
再

雇
用
を
経
て
当
社
に
入
社
し
て
い
た
だ
く
方
も
増
え
て

い
ま
す
。『
ま
だ
ま
だ
自
身
の
能
力
や
経
験
を
活
か
し

て
貢
献
し
た
い
』、『
長
く
働
け
る
点
が
魅
力
』
と
い
う

声
が
届
い
て
い
ま
す
」

希
望
や
都
合
に
合
わ
せ
て
働
け
る

希
望
や
都
合
に
合
わ
せ
て
働
け
る

多
様
な
勤
務
制
度
を
整
備

多
様
な
勤
務
制
度
を
整
備

同
社
で
は
、
社
員
の
生
涯
現
役
を
実
現
す
る
重
要
な

要
素
と
し
て
、
自
由
度
の
高
い
働
き
方
を
掲
げ
、
本
人

の
希
望
や
都
合
に
合
わ
せ
て
働
け
る
制
度
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
」
は
、
コ
ア
タ
イ
ム
を

10
時
〜
15
時
30
分
と
定
め
、
社
員
が
自
身
の
都
合
に
合

わ
せ
て
勤
務
時
間
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
毎
日

利
用
可
能
で
、
通
院
時
間
の
確
保
や
体
調
変
化
に
合
わ

せ
て
早
め
に
帰
宅
で
き
る
な
ど
、
自
身
の
体
調
管
理
や

家
族
の
介
護
に
活
用
で
き
る
ほ
か
、
朝
の
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
を
避
け
た
オ
フ
ピ
ー
ク
出
勤
や
孫
の
保
育
園
の
送

り
迎
え
な
ど
、
個
人
の
事
情
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
制

度
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

「
在
宅
勤
務
制
度
」
は
、
週
２
回
を
上
限
と
し
て
導

入
し
て
い
る
。
設
計
業
務
は
、
お
も
に
パ
ソ
コ
ン
上
で

行
う
た
め
在
宅
勤
務
に
も
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ

ニ
ア
社
員
の
多
く
が
在
宅
勤
務
制
度
を
活
用
し
て
お

り
、「
通
勤
の
体
力
的
な
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、
集
中

し
て
業
務
に
取
り
組
め
る
」
と
好
評
だ
。
家
族
の
育
児

や
介
護
を
行
っ
て
い
る
社
員
に
つ
い
て
は
、
在
宅
勤
務

制
度
が
週
２
日
か
ら
３
日
へ
拡
充
さ
れ
る
。

ま
た
、
例
え
ば
が
ん
の
治
療
な
ど
を
行
っ
て
い
る
社

員
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
プ
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も
ル
ー
ル
を
見
直
し
た
。

「
60
歳
以
降
も
条
件
を
満
た
せ
ば
昇
格
が
可
能
で
、

実
際
に
昇
格
し
た
シ
ニ
ア
社
員
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

従
来
な
か
っ
た
が
ん
ば
り
を
評
価
す
る
仕
組
み
と
し

た
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
細
谷
部
長
）

ま
た
、
65
歳
到
達
時
に
一
律
で
職
責
を
軽
く
し
て
い

た
制
度
も
見
直
し
た
。

「
従
来
の
制
度
で
は
、
65
歳
到
達
時
に
面
談
・
仕
事

内
容
の
見
直
し
と
再
格
付
け
を
行
い
、
原
則
と
し
て
１

等
級
ダ
ウ
ン
と
業
務
負
荷
の
軽
減
を
ル
ー
ル
に
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
体
力
、
ス
キ

ル
な
ど
個
人
差
が
大
き
く
、
一
律
の
対
応
で
は
適
切
な

処
遇
が
で
き
な
い
と
判
断
し
、本
人
の
希
望
、貢
献
度
、

上
長
の
推
薦
に
基
づ
き
、
同
等
の
職
責
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
新
制
度
で
は
、
役
職
や
責
務
の
重

さ
も
考
慮
し
な
が
ら
、
直
近
の
人
事
評
価
結
果
を
活
用

し
て
処
遇
を
決
定
し
ま
す
。
会
社
へ
の
貢
献
度
が
大
き

い
方
に
つ
い
て
は
、
年
収
が
変
わ
ら
ず
に
維
持
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」（
中
塚
課
長
）

ま
た
、
組
織
の
持
続
的
発
展
と
人
材
育
成
を
目
的
と

し
て
、
同
時
に
「
ポ
ス
ト
オ
フ
制
度
」
を
導
入
し
た
。

従
来
は
60
歳
以
降
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
（
Ｍ
職
）
継
続

が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
後
進
育
成
と
計
画
的
な
世
代
交

代
を
推
進
す
る
た
め
、
60
歳
と
な
り
シ
ニ
ア
職
に
移
行

す
る
際
は
、原
則
と
し
て
役
職
か
ら
離
れ
、専
門
職
（
Ｅ

職
）
に
移
行
し
、
経
験
と
知
識
を
活
か
す
仕
組
み
に
変

Ｃ
２
→
Ｃ
３
に
昇
進
し
、
条
件
を
満
た
し
た
と
こ
ろ
で

エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
Ｅ
職
）
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｍ
職
）

に
分
か
れ
る
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
役

割
の
違
い
で
あ
り
上
下
の
差
は
な
い
。

60
歳
以
降
は
「
シ
ニ
ア
職
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、「
シ

ニ
ア
等
級
」
に
再
格
付
け
が
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
60

歳
到
達
時
点
で
Ｅ
３
に
相
当
す
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、

「
Ｓ
ー
Ｅ
３
」
と
い
う
等
級
に
格
付
け
さ
れ
る
。
２
０

１
９
年
４
月
の
人
事
制
度
改
定
か
ら
5
年
が
経
過
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
見
え
て
き
た
た
め
、
２
０
２
４
年

４
月
に
シ
ニ
ア
職
の
処
遇
制
度
に
つ
い
て
は
見
直
し
を

行
っ
た
。

ま
ず
、
60
歳
到
達
時
に
一
律
の
比
率
で
決
定
し
て
い

た
年
収
を
個
々
の
貢
献
度
に
合
わ
せ
て
変
動
す
る
よ
う

に
変
更
し
た
。

「
60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
社
員
は
原
則
と
し
て
賞
与
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
収
ベ
ー
ス
で
処
遇
が
決
定
さ
れ
る

た
め
、賞
与
分
が
月
給
に
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
で
、月
々

の
給
与
が
上
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」（
中
塚
課
長
）

評
価
制
度
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
を
顧
客
と
す
る
入

札
型
受
注
が
事
業
の
基
本
で
あ
る
た
め
、
一
般
的
な
個

人
別
売
上
げ
目
標
に
よ
る
定
量
評
価
の
適
用
が
困
難
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
場
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
技

術
者
に
求
め
ら
れ
る
具
体
的
な
行
動
を
職
種
別
に
明
示

し
た
「
役
割
行
動
評
価
」
を
導
入
し
て
い
る
。
今
回
、

こ
の
人
事
評
価
に
基
づ
く
シ
ニ
ア
職
の
昇
格
に
つ
い
て

ラ
ン
を
立
て
、
完
全
在
宅
勤
務
や
通
院
時
間
確
保
の
た

め
の
中
抜
け
を
プ
ラ
ン
に
組
み
込
む
な
ど
、
個
々
の
状

況
に
合
わ
せ
て
柔
軟
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

ま
た
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
契
約
社
員
に
切
り
替

え
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
契
約
社
員
に
変
更

す
る
と
、
個
別
の
労
使
間
協
議
に
よ
り
完
全
在
宅
勤
務

の
ほ
か
、
短
日
・
短
時
間
勤
務
な
ど
、
正
社
員
よ
り
も

さ
ら
に
柔
軟
で
自
由
度
の
高
い
働
き
方
が
可
能
と
な

る
。
契
約
社
員
へ
の
切
り
替
え
は
、
年
２
回
実
施
す
る

上
長
と
の
面
談
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
に
合
わ
せ
た
自
由
な
働
き
方
と
し
て
、
60
代
前
半

の
社
員
が
移
行
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
だ
。

柔
軟
な
処
遇
制
度
と

柔
軟
な
処
遇
制
度
と

ポ
ス
ト
オ
フ
制
度
の
導
入

ポ
ス
ト
オ
フ
制
度
の
導
入

シ
ニ
ア
社
員
を
戦
力
と
し
て
活
用
し
て
い
る
同
社
で

は
、
柔
軟
で
多
様
に
働
け
る
仕
組
み
だ
け
で
は
な
く
、

評
価
・
処
遇
制
度
に
お
い
て
も
、
柔
軟
に
対
応
す
る
仕

組
み
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

管
理
職
で
あ
る
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｍ
職
）」、
専
門

職
を
さ
す
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
Ｅ
職
）」、
プ
レ
イ
ヤ
ー

を
に
な
う
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｃ
職
）」、
一
般

職
の
「
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
（
Ａ
職
）」
の
４
職
群
に
よ
る
複

線
型
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
整
備
。
例
え
ば
、
総
合
職
で
入

社
す
る
技
術
者
の
場
合
は
、
Ｃ
職
か
ら
始
ま
り
、
人
事

評
価
や
会
社
指
定
の
資
格
取
得
の
有
無
な
ど
で
Ｃ
１
→
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特集 多様で柔軟な勤務制度を整備し、生涯現役で働ける職場づくり

更
し
た
。

ポ
ス
ト
オ
フ
（
役
職
定
年
）
と
い
う
と
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同

社
で
は
複
線
型
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
を
採
用
し
て
お

り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
コ
ー
ス
と
専
門
職
コ
ー
ス
の
処

遇
（
給
与
・
地
位
・
評
価
等
）
に
大
き
な
差
を
設
け
な

い
設
計
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
役
職
定
年
を
迎
え
た

管
理
職
が
専
門
職
へ
移
行
し
た
場
合
で
も
、
処
遇
水
準

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

低
下
を
抑
制
で
き
て
い
る
と
い
う
。

シ
ニ
ア
人
材
の
活
躍
と

シ
ニ
ア
人
材
の
活
躍
と

健
康
管
理
の
取
組
み

健
康
管
理
の
取
組
み

長
年
の
経
験
と
専
門
知
識
を
持
つ
シ
ニ
ア
社
員
は
、

設
計
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
「
レ
ビ
ュ
ー
ア
ー
」
と

し
て
品
質
管
理
業
務
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を

に
な
っ
て
い
る
。
土
木
、
建
築
、
機
械
、
電
気
の
知
識

と
、
経
験
か
ら
く
る
「
勘
ど
こ
ろ
」
と
呼
ば
れ
る
直
感

的
な
判
断
力
を
活
か
し
、
設
計
の
間
違
い
や
不
具
合
防

止
に
貢
献
す
る
ほ
か
、
新
人
や
現
役
社
員
の
サ
ポ
ー
ト

役
と
し
て
、
つ
ち
か
っ
て
き
た
技
術
を
継
承
し
つ
つ
、

後
進
育
成
に
努
め
て
い
る
シ
ニ
ア
社
員
も
多
い
。

各
分
野
で
活
躍
す
る
シ
ニ
ア
社
員
が
、
長
く
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
同
社
で

は
健
康
管
理
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
２
０
１
８
年
に

健
康
宣
言
を
発
表
し
て
、
社
員
の
健
康
づ
く
り
強
化
に

取
り
組
み
、
２
０
２
１
年
か
ら
２
０
２
４
年
ま
で
、
健

康
経
営
優
良
法
人
（
大
規
模
法
人
部
門
）
に
毎
年
認
定

さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、産
業
医
、社
内
保
健
師
に
よ
る
面
談
、

社
外
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
窓
口
の
設
置
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

「
健
康
管
理
に
対
す
る
意
識
が
低
い
傾
向
に
あ
る
社

員
層
の
場
合
、
健
康
診
断
の
数
値
が
悪
化
す
る
ケ
ー
ス

が
多
く
見
ら
れ
、
将
来
的
な
健
康
リ
ス
ク
を
懸
念
し
て

い
ま
す
。
特
に
疾
患
の
予
備
軍
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

が
重
要
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
健
康
保
険
組
合
と
連
携

し
た
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。例
え
ば
、

健
康
診
断
後
に
二
次
受
診
が
必
要
と
さ
れ
た
社
員
の
受

診
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
積
極
的
に
受
診
勧
奨
を
行
っ

た
り
、
健
康
診
断
結
果
を
も
と
に
、
特
定
保
健
指
導
を

健
康
保
険
組
合
の
協
力
の
も
と
手
厚
く
行
い
、
生
活
習

慣
病
が
原
因
と
な
る
疾
病
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
意
識

し
て
い
ま
す
」（
中
塚
課
長
）

長
く
働
く
こ
と
で
、
そ
の
間
に
疾
病
に
か
か
る
リ
ス

ク
も
上
が
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
５
年
３
月
か
ら
は
、

が
ん
な
ど
の
三
大
疾
病
に
備
え
る
団
体
生
命
保
険
を
新

た
に
導
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
病
気
の
治
療
中
の
社
員

に
対
し
て
は
、
保
健
師
や
上
長
が
協
力
し
て
「
治
療
と

仕
事
の
両
立
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
通
院
や
服
薬
の
時

間
を
確
保
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

細
谷
部
長
は
、
シ
ニ
ア
社
員
の
活
用
・
戦
力
化
と
、

健
康
や
働
き
方
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
シ
ニ
ア
社
員
の
専
門
知
識
と
経
験
は
、
当
社
に
お

け
る
重
要
な
財
産
で
す
。
特
に
設
計
・
計
画
分
野
で
の

暗
黙
知
を
形
式
知
化
し
、
新
た
な
事
業
領
域
に
活
用
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
現
在
に
お
い
て
は
、
若
手
社
員

の
新
分
野
へ
の
挑
戦
に
、
ベ
テ
ラ
ン
の
知
見
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
競
争
優
位
性
を
確
保
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
シ
ニ
ア
社
員
が
持
続
的
に
活
躍
す
る
た
め

に
は
、
健
康
面
へ
の
配
慮
や
、
無
理
な
く
働
け
る
仕
組

み
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。
健
康
経
営
を
重
要
な
経
営

戦
略
と
位
置
づ
け
継
続
す
る
と
と
も
に
、
シ
ニ
ア
社
員

の
体
力
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方

を
引
き
続
き
推
進
し
て
、
シ
ニ
ア
社
員
が
専
門
性
を
発

揮
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
組
織
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
、
在
宅
勤
務
制
度
、
契
約

社
員
へ
の
転
換
に
よ
る
短
日
・
短
時
間
勤
務
等
の
活
用

な
ど
の
取
組
み
に
よ
り
、
多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度
を

充
実
さ
せ
、シ
ニ
ア
社
員
が
個
人
の
体
調
や
家
庭
事
情
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
環
境
を
整
備
し

た
株
式
会
社
Ｎ
Ｊ
Ｓ
。
評
価
・
処
遇
制
度
を
含
め
制
度

の
見
直
し
・
改
定
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
包
括
的
に
生

涯
現
役
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
取
組
み
は
、
多
く
の

企
業
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
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65歳超雇用推進助成金活用のススメ65歳超雇用推進助成金活用のススメマンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

集 中 連 載

高年齢者評価制度等雇用管理改善コースを活用しよう！

★　�このマンガに登場する人物、会社等はすべて架空のものです
※ 1　�前回（2025 年 8 月号）は、JEEDホームページからもご覧になれます。�

https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202508/index.html#page=32  

Season3教えてエルダ先生！�

第3回

〈
前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
〉�

株
式
会
社
ジ
ー
ド
製
作
所
は
製
造
業
を
営
む
中
小
企
業
。
こ
の
た
び
、
高
齢
者
雇
用
を
推
進

す
る
た
め
エ
ル
ダ
の
も
と
を
訪
れ
、
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
の
利
用
を
す
す
め
ら
れ
た
。
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65歳超雇用推進助成金活用のススメ65歳超雇用推進助成金活用のススメマンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

集 中 連 載
Season3教えてエルダ先生！�
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※ 2　今号の特集「多様で柔軟な勤務制度を整備し、生涯現役で働ける職場づくり」（6ページ～）も、ぜひご一読ください。
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65歳超雇用推進助成金活用のススメ65歳超雇用推進助成金活用のススメマンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

集 中 連 載
Season3教えてエルダ先生！�
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次
号
に
つ
づ
く

図表　�計画申請から支給までの流れ�
＜計画の実施期間が 2026年 4月 1日～2027年 3月 31日の場合＞

10
月
１
日

２
０
２
５
年

１
月
１
日

3カ月 2カ月開始日 終了日

計  

画  

認  

定

計画申請期間
（6カ月前～3カ月前）

雇用管理整備計画書
提出期間

2025年10月1日～
2026年1月1日

計画実施期間
（１年以内）

雇用管理整備計画
実施期間

2026年4月1日～
2027年3月31日

確認期間
（6カ月）

実施確認期間

2027年4月1日～
2027年9月30日

支給申請期間
（2カ月以内）

支給申請書
提出期間

2027年10月1日～
2027年11月30日

４
月
１
日

２
０
２
６
年

11
月
30
日

２
０
２
７
年

３
月
31
日

２
０
２
７
年

10
月
１
日

※ 3　�JEEDホームページからもご覧になれます。�
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202507/index.html#page=8  
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JEED各都道府県支部高齢・障害者業務課（東京・大阪は高齢・障害者窓口サービス課）
※各支部の問合せ先は65ページをご参照ください。

解説

お問合せ

　高年齢者の雇用の推進を図るために雇用管理制度（賃金制度、労働時間制度、健康管理制度など）の整
備にかかる措置を実施した事業主に対して、措置に要した費用の一部を助成します。
【支給額】
　支給対象となる経費は、①雇用管理制度の導入などに必要な専門家に対する委託費、コンサルタントの
相談に要した経費、②雇用管理制度の実施にともない必要となる機器等の導入に要した経費です。
　支給対象経費（上限 50万円）に 60％（中小企業事業主以外は 45％）を乗じた額を支給します。

　雇用管理制度の整備例

　高年齢者評価制度等雇用管理改善コース

①�意欲や能力に応じた適正な配置・処遇を行うため、高年齢者の職業能力を評価する仕組みやそれを活用
した賃金・人事処遇制度を導入または改善する
②�短時間勤務制度や隔日勤務制度など、高年齢者の希望に応じた勤務を可能とする労働時間制度を導入�
または改善する
③�高年齢者の負担を軽減するための在宅勤務制度を導入または改善する
④�高年齢者が意欲と能力を発揮して働くために必要となる知識を付与するための研修制度の導入または�
改善を行う。なお、研修は下記のいずれにも該当すること
　・業務遂行の過程外で行われる研修であること
　・１人につき４時間以上の研修制度等であること
　・高年齢者雇用等推進者も同じ研修を受講すること
⑤�高年齢者の意欲と能力を活かすため、高年齢者向けの専門職制度の導
入など、高年齢者に適切な役割を付与する制度を導入または改善する
⑥�人間ドックまたは生活習慣病予防検診など、高年齢者に対する法定
の健康診断以外の健康管理制度を導入するとともに、費用の半額以
上を事業主が負担し、健康管理制度や費用負担について労働協約ま
たは就業規則に明示すること
⑦�上記①～⑥以外に、高年齢者の雇用の機会の増大のために必要な高
年齢者の雇用管理制度を導入または改善する

※�初回の支給対象経費は、当該措置の実施に 50万円の費用を要したものとみなし、中小企業事業主なら 30万円、中小企業事業主以外
の場合は 22万 5000円を支給します。

　高齢者雇用を推進していくうえでは、就業規則の見直しおよび賃金制度や労働条件の見直
し、安全・健康管理をはじめとした職場環境の改善等の検討は欠かせません。
　特に就業規則の改正には、企業の実情に合わせた制度設計やコンプライアンスの観点から
社会保険労務士などの専門的な支援が必要とされますが、そのための経費も発生します。決
して小さくはないその負担を軽減できるのが、「65歳超雇用推進助成金」です。今回は、そ
のなかの「高年齢者評価制度等雇用管理改善コース」についてご紹介します。

65歳超雇用推進助成金活用のススメ65歳超雇用推進助成金活用のススメ

第3回

マンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

集 中 連 載

教えてエルダ先生！�

高年齢者評価制度等雇用管理改善コースを活用しよう！

Season3

Check1

Check2



法ほ
う

然ね
ん

の
も
と
で
頭
角
を
現
す
も

流
罪
で
越
後
の
地
へ

親
鸞
は
１
１
７
３
（
承じ

ょ
う

安あ
ん

３
）
年
に
貴
族
の
日ひ

野の

有あ
り

範の
り

の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
９
歳
の
と
き
に
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

延え
ん

暦り
ゃ
く

寺じ

に

の
ぼ
っ
て
20
年
間
修
行
に
励
み
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

迷
い
が
生
じ
、
山
を
下
り
て
や
が
て
法
然
の
も
と
へ
出
向

き
ま
す
。

法
然
は
「
念
仏
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）
を
唱
え
続
け
れ
ば
、

人
は
往
生
で
き
る
」
と
説
き
ま
し
た
。
厳
し
い
修
行
を
必

要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
多
く
の
人
び
と
を
惹
き
付
け
て
い

ま
し
た
。
親
鸞
は
す
ぐ
に
法
然
を
信
用
せ
ず
、
１
０
０
日

の
間
通
っ
て
、
そ
の
人
柄
を
見
極
め
ま
し
た
。
結
果
、
親

鸞
は
「
念
仏
は
浄
土
に
生
ま
れ
る
種
な
の
か
、
そ
れ
と
も

地
獄
に
落
ち
る
業
な
の
か
、
私
に
は
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
こ

と
。
で
も
、
た
と
え
法
然
に
だ
ま
さ
れ
、
念
仏
し
て
地
獄

に
お
ち
た
と
し
て
も
後
悔
し
な
い
」
と
法
然
を
心
か
ら
信

じ
て
弟
子
に
な
り
、
め
き
め
き
頭
角
を
現
し
て
い
き
ま
し

た
。一

方
、
比
叡
山
延
暦
寺
や
奈
良
の
興こ

う

福ふ
く

寺じ

は
、
法
然
の

信
者
の
増
大
を
懸
念
し
、
朝
廷
に
念
仏
停
止
を
訴
え
ま
し

た
。
１
２
０
７
（
承じ

ょ
う

元げ
ん

元
）
年
、
後ご

鳥と

羽ば

上
皇
は
こ
れ
を

取
り
あ
げ
、
念
仏
を
禁
じ
、
法
然
と
弟
子
た
ち
を
配は

い

流る

し

た
の
で
す
。
こ
の
と
き
親
鸞
も
連
座
し
て
越
後
に
流
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
親
鸞
が
恵え

信し
ん

尼に

を
妻
と
し
た
の

は
、
こ
の
前
後
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

教
義
が
共
感
を
集
め

門
徒
が
急
速
に
拡
大
し
た
が
…

７
年
後
、
親
鸞
は
赦
免
さ
れ
ま
し
た
が
、
京
都
へ
は
戻

ら
ず
、
し
ば
ら
く
越
後
に
と
ど
ま
っ
た
後
、
関
東
の
笠
間

郡
稲
田
郷
（
茨
城
県
笠
間
市
）
に
庵
を
結
び
ま
し
た
。
流

罪
と
い
う
困
難
を
仏
の
愛
と
深
い
配
慮
の
賜
物
と
し
て
受

け
取
り
、
関
東
と
い
う
新
天
地
で
人
々
の
救
済
に
取
り
組

も
う
と
不
退
転
の
決
意
を
し
た
の
で
す
。

親
鸞
は
「
た
っ
た
一
度
だ
け
、
心
か
ら
念
仏
（
南
無
阿

弥
陀
仏
）
を
唱
え
た
ら
、
人
は
必
ず
極
楽
往
生
で
き
る
」

と
唱
え
ま
し
た
。
し
か
も
「
阿
弥
陀
様
は
、
悪
人
を
率
先

し
て
救
っ
て
く
れ
る
」
と
断
言
し
た
の
で
す
。
こ
れ
を
悪あ

く

人に
ん

正し
ょ
う

機き

説せ
つ

と
い
い
ま
す
が
、
親
鸞
の
い
う
悪
人
は
、
悪

い
人
間
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も

煩
悩
を
捨
て
き
れ
ず
、
自
分
の
力
で
は
悟
り
を
得
ら
れ

な
い
と
自
覚
し
た
者
を
さ
し
て
い
る
の
で
す
。「
自
力
で

は
ど
う
に
も
で
き
な
い
」
と
い
う
自
覚
を
持
っ
た
人
間

は
、
全
面
的
に
仏
の
力
に
す
が
ろ
う
と
し
ま
す
。
だ
か

ら
阿
弥
陀
如
来
も
、
悪
人
の
ほ
う
が
救
い
や
す
い
と
い

う
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
親
鸞
は
「
私
は
妻
を
も
ち
、
僧
で
な
く
な
っ
た

の
だ
か
ら
在
家
（
一
般
人
）
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
に
、

私
の
も
と
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、
私
の
力
で
念
仏
を
と

な
え
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
べ
て
は
阿

弥
陀
様
の
お
計
ら
い
。
だ
か
ら
ど
う
し
て
彼
ら
を
弟
子

な
ど
と
い
え
よ
う
か
。
私
に
は
一
人
の
弟
子
も
い
な
い
」
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そ
れ
で
も
親
鸞
は
何
度
も
手
紙
で
息
子
を
諫い

さ

め
よ
う
と
し

ま
す
。
す
る
と
善
鸞
は
開
き
直
り
、鎌
倉
幕
府
に
対
し「
念

仏
の
道
場
主
た
ち
は
、
信
者
た
ち
を
扇
動
し
て
風
紀
を
乱

し
て
い
る
」
と
訴
え
を
起
こ
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
関

東
の
道
場
主
た
ち
は
、
数
年
に
わ
た
る
法
廷
闘
争
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
お
い
て
親
鸞
は
、
意
を
決
し
て
１
２
５
６
（
康こ

う

元げ
ん

元
）
年
５
月
29
日
に
善
鸞
と
親
子
の
縁
を
切
る
義
絶
状

を
送
っ
た
の
で
す
。「
私
に
虚
言
を
い
う
の
は
、
父
を
殺

し
た
の
と
同
じ
。
お
前
が
し
た
こ
と
を
伝
え
聞
く
に
、
そ

の
浅
ま
し
さ
は
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
だ
。
も
う
私

は
お
前
の
親
で
は
な
い
。
お
前
を
子
と
思
わ
な
い
。
悲
し

い
こ
と
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
親
鸞
は
、
義
絶
し
た
事
実
を
全
国
の
門
徒
た
ち

に
伝
え
、
事
態
の
収
拾
を
は
か
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
苦
汁

の
選
択
で
し
た
。
こ
の
と
き
親
鸞
84
歳
。
本
来
な
ら
善
鸞

に
関
東
の
こ
と
は
す
べ
て
ゆ
だ
ね
、
京
都
で
ゆ
っ
く
り
余

生
を
過
ご
せ
て
い
た
は
ず
で
す
。

親
鸞
は
そ
の
後
、
正
し
い
教
え
が
伝
わ
る
よ
う
著
述
に

没
頭
し
、己
の
著
書
を
有
力
門
徒
た
ち
に
送
付
し
ま
し
た
。

門
徒
の
質
問
に
対
し
て
も
、
書
簡
を
通
じ
て
正
し
く
て
い

ね
い
に
回
答
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
生
活
が

数
年
続
き
、
１
２
６
２
（
弘こ

う

長ち
ょ
う

２
）
年
11
月
に
な
る
と
、

親
鸞
は
念
仏
以
外
に
何
も
言
葉
を
発
し
な
く
な
り
、
同
月

28
日
、
低
く
と
な
え
続
け
た
念
仏
が
途
絶
え
、
頭
を
北
に

し
顔
を
西
側
に
向
け
た
ま
ま
絶
命
し
ま
し
た
。
90
歳
と
い

う
、
当
時
と
し
て
は
大
往
生
で
し
た
。

を
始
め
ま
し
た
。

息
子
・
善ぜ

ん

鸞ら
ん

と
の
対
立
を
経
て

亡
く
な
る
直
前
ま
で
読
経

老
齢
の
親
鸞
は
関
東
へ
下
っ
て
事
態
を
沈
静
化
す
る
体

力
は
な
く
、
息
子
の
善
鸞
を
派
遣
し
ま
し
た
。

善
鸞
は
父
の
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
、
異
端
の
者
を
改

心
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
ま
す
が
、成
果
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。

焦
っ
た
善
鸞
は
、
禁
じ
手
を
使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
道
場
主
か
ら
伝
え
ら
れ
た
親
鸞
の
教
え
は
間
違
い
だ
。

萎
れ
た
花
の
よ
う
な
も
の
で
、
た
だ
ち
に
捨
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
じ
つ
は
私
は
、親
鸞
か
ら
直
接
秘
伝
（
法
文
）

を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
あ
な
た

が
た
は
決
し
て
極
楽
に
往
生
で
き
ぬ
」

も
ち
ろ
ん
、
秘
伝
な
ど
存
在
し
ま
せ
ん
。
善
鸞
は
人
々

を
惹
き
つ
け
る
た
め
ウ
ソ
を
い
い
始
め
た
の
で
す
。た
だ
、

善
鸞
の
言
葉
は
絶
大
な
効
果
を
も
ち
、
た
ち
ま
ち
に
し
て

大
教
団
を
つ
く
り
あ
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
関
東
の
各

道
場
主
た
ち
は
驚
き
、京
都
に
い
る
親
鸞
に
訴
え
ま
し
た
。

親
鸞
は
ま
さ
か
我
が
子
が
異
端
思
想
を
広
め
て
い
る
と
は

信
じ
ら
れ
ず
、「
そ
う
考
え
る
の
は
、
お
前
た
ち
の
信
心

が
足
り
な
い
か
ら
だ
」
と
逆
に
道
場
主
た
ち
を
叱
責
し
ま

し
た
。
け
れ
ど
し
ば
ら
く
す
る
と
、
親
鸞
も
事
実
だ
と
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
親
鸞
は
、
激
し
く
言
葉
で
善
鸞
を
叱
り
つ
け
る

手
紙
を
送
り
ま
し
た
が
、
善
鸞
は
ご
ま
か
し
や
い
い
逃
れ

で
う
ま
く
父
を
あ
し
ら
い
、
そ
の
言
動
を
改
め
ま
せ
ん
。

と
語
り
、
信
者
た
ち
を
「
御お

ん

同ど
う

朋ぼ
う

」、「
御お

ん

同ど
う

行ぎ
ょ
う

」
と
呼
び

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
肉に

く

食じ
き

妻さ
い

帯た
い

を
許
し
、
仏
の
も
と
の
平
等
を

説
い
た
う
え
、
た
っ
た
一
度
、
心
か
ら
念
仏
を
唱
え
た
ら

極
楽
へ
行
け
る
と
い
う
教
義
は
、
当
時
の
人
び
と
に
と
っ

て
極
め
て
魅
力
的
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
た
め
親
鸞
の
も

と
に
は
大
勢
の
人
び
と
が
救
い
を
求
め
て
殺
到
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

熱
心
で
有
力
な
門
徒
た
ち
は
、
親
鸞
の
教
え
を
貪
欲
に

学
ん
で
道
場
（
他
宗
で
い
う
寺
院
）
を
開
き
、
信
者
を
集

め
ま
し
た
。
こ
う
し
て
教
団
が
強
大
化
し
た
１
２
３
５

（
嘉か

禎て
い

元
）
年
、
親
鸞
は
20
年
近
く
住
ん
だ
関
東
を
去
っ

て
、
に
わ
か
に
故
郷
の
京
都
へ
戻
り
ま
し
た
。
63
歳
で
し

た
。関

東
を
離
れ
た
の
は
、
鎌
倉
幕
府
が
念
仏
に
警
戒
の
念

を
向
け
始
め
た
か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。

信
者
の
な
か
に
悪
人
正
機
説
を
都
合
よ
く
解
釈
し
、
悪

さ
を
し
た
り
酒
飲
肉
食
を
し
た
り
、
平
然
と
異
性
と
み
だ

ら
な
行
為
に
ふ
け
る
者
が
現
れ
た
の
で
す
。
領
主
に
反
抗

し
て
年
貢
を
納
め
ぬ
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
幕
府
も
看
過
で
き

な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
親
鸞
は
こ
う
し
た
信
者
た
ち
を

「
獅
子
身
中
の
虫
」、「
地
獄
に
も
落
ち
、
天
魔
と
も
な
り

候
」
と
非
難
し
ま
す
が
、
異
端
的
な
行
為
は
下
火
に
な
ら

ず
、
権
力
の
弾
圧
を
避
け
る
た
め
、
仕
方
な
く
京
都
へ
拠

点
を
移
し
た
よ
う
で
す
。
親
鸞
が
去
る
と
、
門
徒
は
寄
り

ど
こ
ろ
を
失
っ
て
、
ま
す
ま
す
異
端
は
増
加
し
、
道
場
主

と
呼
ば
れ
る
有
力
門
徒
ら
が
勢
力
争
い
や
信
者
争
奪
戦
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
、

当
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）の
70
歳
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
以
下
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」）
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
雇
用
に
理
解
の
あ
る
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
、

そ
し
て
活
き
活
き
と
働
く
高
齢
者
本
人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

第157回
福井県

高齢従業員の働きやすさを支える
コミュニケーションと環境整備

株式会社まちづくり小
お

浜
ばま

（福井県小浜市）

道の駅「若狭おばま」

▶設立　2012（平成24）年
▶業種　�観光施設運営�

（宿泊・飲食・小売）
▶従業員数　77人
（60歳以上男女内訳）�男性（5人）、女性（15人）
（年齢内訳）	60～64歳	 ８人	（10.4％）
	 65～69歳	 ７人	（9.1％）
	 70～74歳	 ４人	（5.2％）
	 75歳以上	 １人	（1.3％）
▶定年・継続雇用制度
定年60歳。希望者全員をパートまたは契
約社員として65歳まで継続雇用。最高年
齢者は調理を担当する78歳

福
井
県
は
本
州
の
日
本
海
側
に
位
置
し
、
越え

ち

前ぜ
ん

か
ら
若わ

か

狭さ

ま
で
南
北
に
広
が
る
変
化
に
富
ん
だ
地
形
が
特
徴
で

す
。
北
部
に
は
越
前
海
岸
や
白は

く

山さ
ん

山さ
ん

系け
い

の
山
並
み
が
連
な

り
、
南
部
は
若
狭
湾
の
穏
や
か
な
海
と
里
山
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
環
境
が
広
が
り
ま
す
。

歴
史
的
に
は
越
前
松
平
家
に
よ
る
城
下
町
文
化
や
、
京

へ
海
産
物
を
献
上
し
た
若
狭
の
食
文
化
な
ど
、
多
彩
な
地

域
性
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
越
前
和
紙
、
若
狭
塗
、
越
前

打う
ち

刃は

物も
の

と
い
っ
た
伝
統
工
芸
が
い
ま
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
福
井
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務
課
の
斎さ

い

藤と
う

朋と
も

子こ

課
長
は
、
福
井
県
の
産
業
と
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
次

に
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
県
内
の
お
も
な
産
業
と
し
て
は
、
繊
維
産
業
、
眼
鏡

産
業
、
機
械
産
業
、
そ
し
て
原
子
力
発
電
所
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
眼
鏡
枠
の
生
産

は
全
国
シ
ェ
ア
の
9
割
を
占
め
、
繊
維
産
業
は
総
合
産
地

を
形
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
は
関
西
経

済
圏
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
基
地
と
し
て
の
役
割
を
に

な
っ
て
い
ま
す
。

当
支
部
は
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
、
よ

り
多
く
の
企
業
に
対
し
て
制
度
改
善
提
案
が
で
き
る
よ
う

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
中
心
と
し
た
制

度
改
善
提
案
が
、
実
際
の
制
度
改
善
に
す
ぐ
に
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
企
業
内
で
検
討
す
る
き
っ
か
け
と

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

同
支
部
で
活
躍
す
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
、
國く

に

久ひ
さ

弘ひ
ろ

敏と
し

さ
ん
は
、
高
年
齢
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
プ
ラ
ン
ナ
ー

歴
7
年
。
社
会
保
険
労
務
士
と
し
て
活
躍
し
、
多
様
な
事

業
所
に
対
し
て
状
況
に
応
じ
た
労
働
時
間
制
度
お
よ
び
賃

金
制
度
に
関
す
る
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
さ
く
な
語

り
口
な
が
ら
、専
門
知
識
に
基
づ
い
た
説
得
力
あ
る
提
案
、

助
言
で
多
く
の
経
営
者
、
企
業
の
担
当
者
か
ら
信
頼
を
得

福井県小浜市

★
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［國久プランナーから］
「初対面のケースが多いため、できるだけ懇
切丁寧に説明し、情報は惜しみなく提供し
ています。相手の立場に立って考えること
を心がけています」

高齢者雇用の相談・助言活動を行っています
◆福井支部高齢・障害者業務課の斎藤課長は國久プランナーについ
て「明朗・明解、元気な語り口や親身な姿勢は、訪問先の企業や
ほかのプランナーなどから厚い信頼を得ています。プランナーな
どのミーティングでは、効果的・円滑な事業所訪問につながるよ
う積極的に課題の提起・解決に向けた発言に努めています」と話
します。
◆福井支部高齢・障害者業務課は、越前市の福井職業能力開発促進
センター（ポリテクセンター福井）内にあり、ハピラインふくい（元
JR北陸本線）王

おう
子
し
保
お
駅から徒歩 18分程度です。越前市は、関西・

中京圏などの主要都市や福井市・敦賀市など周辺都市との交通の
要衝となっており、北陸新幹線の延伸により、関東圏とのアクセ
スも便利になりました。
◆同県では 5人のプランナー・高年齢者雇用アドバイザーが、精力
的に活動を行っています。2024 年度は 175件の相談・助言、50
件の制度改善提案を行いました。
◆相談・助言を実施しています。お気軽にお問い合わせください。

●福井支部高齢・障害者業務課
住所：�福井県越前市行松町25-10 �

福井職業能力開発促進センター内
電話：0778-23-1021

アドバイザー・プランナー歴 :7年

國久弘敏 プランナー
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
國
久
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
案
内
で
「
株
式
会
社
ま

ち
づ
く
り
小
浜
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

観
光
複
合
企
業

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
※
登
録
法
人
の
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り

小
浜
は
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
道
の
駅
「
若
狭
お

ば
ま
」
の
運
営
会
社
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
当
初
は
４

〜
５
人
で
運
営
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
い
ま
で
は

77
人
に
ま
で
拡
大
。
道
の
駅
の
ほ
か
、
町
家
を
再
生
し
た

宿
泊
施
設
「
小お

浜ば
ま

町ま
ち

家や

ス
テ
イ
」、
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
業
し

た
旅
館
を
買
い
取
り
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
「
若わ

か

狭さ

佳か

日じ
つ

」、
地
元
食
材
を
活
か
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
濱は

ま

の
四
季
」

の
四
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

雇
用
形
態
は
非
正
規
従
業
員
が
７
割
、
う
ち
60
歳
以
上

が
20
人
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
で
は
60
〜
70
代
が
９
割
を

占
め
、
最
高
年
齢
者
は
78
歳
の
調
理
担
当
者
と
い
う
「
高

齢
者
が
主
役
」
の
職
場
で
す
。

「
小
浜
は
古
代
か
ら
御み

食け
つ

国く
に

と
し
て
京
の
都
に
海
産
物

を
献
上
し
て
き
た
食
の
都
で
す
。
穏
や
か
な
湾
と
山
並
み

が
育
む
米
ど
こ
ろ
で
、
若
狭
牛
、
梅
、
牡
蠣
、
ふ
ぐ
、
わ

か
め
な
ど
豊
か
な
味
覚
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
福
井
県
唯

一
の
国
宝
建
造
物
で
あ
る
明み

ょ
う

通つ
う

寺じ

本
堂
や
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
重
伝
建
）
に
指
定
さ
れ
た
西に

し

組ぐ
み

の
町
並
み
が
点
在
し
、
海
水
浴
や
釣
り
が
楽
し
め
、
自
然

と
文
化
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
『
小
浜
を
一
流

の
観
光
地
に
す
る
』
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
食
の
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
同
社
の

経
営
企
画
室
副
室
長
経
理
課
長
（
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）、
小
浜
町
家

ス
テ
イ
管
掌
商
品
開
発
部
の
藤ふ

じ

本も
と

隼は
や

人と

さ
ん
で
す
。

施
設
運
営
の
ほ
か
、地
域
活
性
化
の
取
組
み
と
し
て
「
ま

ち
歩
き
マ
ル
シ
ェ
」を
２
０
２
１（
令
和
３
）年
か
ら
ス
タ
ー 藤本隼人経営企画室副室長経理課長

※DMO（ディーエムオー）……�Destination Management / Marketing Organization の略称。「観光地域づくり法人」と訳される。地域の官・民・事業者を束ね、
科学的なデータとマーケティング手法を用いて観光地全体をマネジメントする役割をになう
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設
備
面
で
も
高
齢
従
業
員
に
負
担
が
な
い
よ
う
、
客
席

に
返
却
口
を
設
け
て
セ
ル
フ
ス
タ
イ
ル
に
改
善
を
図
っ
た

ほ
か
、
手
元
ラ
イ
ト
や
明
る
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
視
認
性
を
確
保

し
、
高
齢
従
業
員
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、現
場
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
た
め
、

月
１
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
で
き
る
だ
け
要
望

に
応
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

当
面
の
課
題
は
、
夏
季
の
草
刈
り
の
体
力
作
業
。
暑
さ

に
よ
る
負
担
が
大
き
い
た
め
、
業
者
へ
の
外
部
委
託
を
検

討
中
と
の
こ
と
で
す
。

國
久
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
同
社
の
こ
う
し
た
取
組
み
に

つ
い
て
、「
す
で
に
高
齢
従
業
員
が
働
き
や
す
い
工
夫
を

随
所
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
多
様
な
施
設
を
運
営
し
て

い
る
分
、
適
材
適
所
の
配
置
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
」
と

評
し
ま
す
。

今
回
は
、
高
齢
従
業
員
が
活
躍
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
店

長
を
務
め
て
い
る
方
に
、
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

名
物
店
長
が
築
く

“
食
と
観
光
一
体
”
の
店
づ
く
り

レ
ス
ト
ラ
ン
「
濱は

ま

の
四し

季き

」
の
店
長
を
務
め
る
西に

し

本も
と

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
71
歳
）
は
、
大
学
卒
業
後
、
敦つ

る

賀が

市
に
あ
る
水

産
物
加
工
メ
ー
カ
ー
か
ら
誘
い
を
受
け
て
就
職
し
、
35
年

に
わ
た
っ
て
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で

の
勤
務
を
経
て
、
２
０
１
８
年
に
ま
ち
づ
く
り
小
浜
に
入

社
。
同
時
に
、
現
職
に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。

希
望
、
体
力
、
得
意
分
野
を
し
っ
か
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、

適
し
た
部
署
、
体
力
負
担
の
少
な
い
業
務
、
勤
務
時
間
を

考
慮
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
適
正
な

マ
ッ
チ
ン
グ
を
心
が
け
て
も
、
次
第
に
担
当
業
務
が
負
担

に
な
り
退
職
を
願
い
出
る
人
が
い
ま
す
。
そ
う
し
た
際
は

早
々
に
面
談
の
う
え
、
別
施
設
の
異
業
種
に
配
置
転
換
す

る
こ
と
で
、
い
ま
も
継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
人
も
い
る

そ
う
で
す
。

ほ
か
に
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
を
変
更
し
て
か

ら
、
業
務
量
が
増
え
、
従
業
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
届

く
よ
う
に
な
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

「
疲
労
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
ミ
ス
の
増
加
も
あ
り
、

勤
務
シ
フ
ト
や
体
制
を
見
直
し
ま
し
た
。
人
員
を
増
や
し

て
、
週
4
日
勤
務
か
ら
週
3
日
勤
務
に
減
ら
し
、
連
続
勤

務
を
避
け
疲
労
を
軽
減
す
る
対
策
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
従

業
員
の
健
康
状
態
が
改
善
さ
れ
、
ミ
ス
が
な
く
な
り
ま
し

た
」
と
藤
本
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
同
社
で
は
2
カ
月
に
1
回

従
業
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
の

健
康
状
態
、
仕
事
量
に
無
理
が
な
い
か
を
把
握
す
る
た
め

の
も
の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
数
分
で
回
答
で

き
る
簡
易
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

え
な
い
従
業
員
に
は
、
直
接
対
話
で
状
況
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
回
答
率
は
80
％
以
上
と
高
く
、
結
果
が
よ
く
な
い

人
に
は
個
別
で
声
か
け
を
す
る
な
ど
き
め
細
や
か
に
対
応

し
、
必
要
に
応
じ
て
仕
事
量
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

ト
し
ま
し
た
。
歴
史
的
町
家
が
連
な
る
西
組
地
区
の
お
よ

そ
２
km
の
通
り
全
体
を
市
場
に
見
立
て
、
空
き
家
や
既
存

の
店
舗
の
軒
先
、
建
物
の
一
部
を
活
用
し
、
地
元
は
も
ち

ろ
ん
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
出
店
者
が
雑
貨
や
食
べ
物
、

工
芸
品
な
ど
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
毎
年
、
紅
葉

が
映
え
る
秋
ご
ろ
に
開
催
し
て
お
り
、
参
加
者
は
古
い
町

並
み
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
な
が
ら
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
旬
の

グ
ル
メ
、
交
流
を
楽
し
み
ま
す
。
町
全
体
を
活
用
す
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
新
た
な
店
舗
の
出
店
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
マ
ル
シ
ェ
出
店
を
き
っ
か
け
に
常
設
の
カ
フ
ェ
や
飲

食
店
が
誕
生
し
た
事
例
も
あ
り
、
観
光
と
暮
ら
し
を
結
ぶ

地
域
づ
く
り
の
実
践
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
カ
月
に
１
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

体
調
と
業
務
負
担
感
を
把
握

同
社
の
定
年
は
60
歳
、
希
望
者
全
員
65
歳
ま
で
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
や
契
約
社
員
と
し
て
働
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

そ
の
後
も
運
用
で
積
極
的
に
継
続
雇
用
す
る
方
針
で
、
新

規
採
用
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
高
齢
従
業
員
が
特
に
活
躍
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
市

が
運
営
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
在
籍
し
て
い
る
方
や
他
施
設

か
ら
の
引
継
ぎ
で
、
60
歳
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
が
自
然
と
増

え
て
き
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
は
本
当
に
作
業
の
手

が
速
く
て
驚
き
ま
す
。
元
気
な
方
に
は
ぜ
ひ
働
き
続
け
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
藤
本
さ
ん
）

高
齢
者
の
新
規
採
用
で
は
、
面
接
時
に
一
人
ひ
と
り
の
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食
品
と
観
光
に
一
貫
し
て
た
ず
さ
わ
り
、
食
品
メ
ー

カ
ー
時
代
に
は
工
場
見
学
や
ち
く
わ
・
か
ま
ぼ
こ
づ
く
り

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
観
光
客
誘
致
に
成
功
す
る
な

ど
の
実
績
も
あ
り
ま
す
。「
味
わ
う
こ
と
は
、
ま
ち
を
旅

す
る
こ
と
」、そ
ん
な
感
覚
で
西
本
さ
ん
は“
食
”を“
観
光
”

と
一
体
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。「
食
品
と
観
光
は
自
分
の
な

か
で
は
一
つ
で
す
。
こ
の
分
野
の
知
識
と
経
験
、
あ
と
は

口
だ
け
で
生
き
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の
す
べ
て
」
と

笑
う
西
本
さ
ん
。
場
を
一
瞬
で
和
ま
せ
る
名
物
店
長
で
す
。

西
本
さ
ん
は
人
間
味
あ
ふ
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
も
ス

タ
ッ
フ
の
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。「
人
間
関
係
と
い
う
の

は
、
組
織
の
一
つ
の
大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な

る
わ
け
で
す
。
気
分
よ
く
働
い
て
も
ら
う
の
が
第
一
」
と

語
る
通
り
、
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
状
況
を
把
握

し
、
特
に
深
入
り
は
せ
ず
に
相
手
を
尊
重
す
る
距
離
感
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
地
元
高
校
の
食
物
科
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
過
去
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
生
が
そ
の

ま
ま
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。
若
い
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に
も
意
欲
的
で
す
。

藤
本
さ
ん
は
、
特
に
西
本
さ
ん
と
調
理
長
と
の
絶
妙
な

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
店
づ
く
り
に
活
き
て
い
る
と
話
し

ま
す
。

「
西
本
さ
ん
と
調
理
長
は
20
歳
近
く
年
が
離
れ
て
い
ま

す
が
、
同
じ
高
校
の
先
輩
と
後
輩
と
い
う
間
柄
も
あ
っ
て

か
息
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。
ホ
ー
ル
を
店
長
が
、
調
理
場
を

調
理
長
が
ま
と
め
、
互
い
の
持
ち
場
を
尊
重
し
て
、
意
見

を
出
し
合
い
な
が
ら
協
力
し
て
い
ま
す
。
夏
場
の
繁
忙
期

は
、ホ
ー
ル
と
厨
房
の
連
携
が
特
に
重
要
に
な
り
ま
す
が
、

事
前
に
打
合
せ
を
念
入
り
に
し
、
注
文
が
一
気
に
集
中
す

る
時
間
帯
で
も
互
い
の
動
き
に
呼
応
す
る 

“
阿あ

吽う
ん

の
呼

吸
”
で
乗
り
切
っ
て
い
ま
す
」（
藤
本
さ
ん
）

「
厨
房
と
ホ
ー
ル
、
ど
ち
ら
か
が
詰
ま
る
と
店
全
体
が

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
調
理
長
と
は
よ
く
話
し

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
で
も
お
客
さ
ん
を
お
待
た
せ
し
た
く
な

い
で
す
か
ら
」（
西
本
さ
ん
）

来
客
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
接
客
が
印
象
的
だ
っ
た
」
と
の

声
も
多
く
、
お
い
し
い
食
事
は
も
と
よ
り
、
名
物
店
長
率
い

る
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
の
接
客
が
満
足
度
に
つ
な
が
り
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
お
よ
び
売
上
げ
増
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

「
売
上
げ
、
来
客
数
は
伸
び
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
絶

好
調
時
が
一
番
危
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
守
り
に
入
ら

ず
攻
め
の
姿
勢
を
維
持
し
て
、
若
手
へ
現
場
を
託
す
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
西
本
さ
ん
は
ふ
と
厳
し
い

表
情
で
方
針
を
語
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
小
浜
は
、
２
０
２
４
年
に
敦
賀
ま
で
延
伸

し
た
北
陸
新
幹
線
を
追
い
風
に
冬
の
閑
散
期
を
な
く
す
こ

と
を
次
な
る
テ
ー
マ
に
据
え
て
い
ま
す
。
藤
本
さ
ん
は
、

「
高
齢
の
方
々
に
は
観
光
客
や
若
手
社
員
に
、
小
浜
の
魅

力
や
歴
史
、
食
文
化
を
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
」
と
、
小
浜

を
一
流
の
観
光
地
に
す
る
た
め
、
高
齢
従
業
員
が
果
た
す

役
割
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

取
材
後
、
國
久
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
以
前
か
ら
提
案
し
て

い
る
定
年
年
齢
を
65
歳
、
な
ら
び
に
継
続
雇
用
の
年
齢
を

70
歳
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
、「
い
ま
は
全

従
業
員
の
約
7
割
が
非
正
規
雇
用
で
あ
り
、
定
年
到
達
者

が
少
な
い
た
め
、
定
年
制
度
の
実
感
は
薄
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
定
年
や
継
続
雇
用
制
度
の
見
直
し
を
含
め
、
よ

り
長
く
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
今
後
と
も
支
援

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

観
光
客
の
通
年
化
が
実
現
す
れ
ば
雇
用
も
よ
り
安
定

し
、
定
年
年
齢
を
65
歳
に
、
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
の
本

格
検
討
も
現
実
味
を
帯
び
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ベ
テ
ラ

ン
の
地
域
知
を
観
光
客
の
食
文
化
体
験
に
転
換
し
、
若
手

へ
技
術
と
文
化
を
継
承
す
る
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
と

い
え
そ
う
で
す
。�

（
取
材
・
西
村
玲
）

接客をするレストラン
「濱の四季」店長の
西本一郎さん
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ア
ナ
ロ
グ
の
世
界
の
楽
し
さ
に
出
会
っ
て

私
は
福
島
県
い
わ
き
市
の
生
ま
れ
で
す
。
い
わ
き

市
に
は
常じ

ょ
う

磐ば
ん

炭
鉱
が
あ
り
、
父
は
炭
鉱
夫
で
し
た
。

石
炭
産
業
は
戦
後
の
日
本
の
産
業
を
牽
引
し
ま
し
た

が
、
私
が
高
校
を
卒
業
す
る
こ
ろ
に
は
閉
山
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
町
は
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
失
っ
て
い

ま
し
た
。
高
校
に
は
東
京
の
企
業
か
ら
求
人
情
報
が

数
多
く
届
い
て
お
り
、
印
刷
業
が
ど
の
よ
う
な
業
界

か
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
横
浜
に
あ
っ
た
阿あ

部べ

写し
ゃ

真し
ん

印い
ん

刷さ
つ

株
式
会
社（
ア
ベ
イ
ズ
ム
株
式
会
社
の
前
身
）
に
就

職
し
ま
し
た
。
大
企
業
と
い
わ
れ
る
印
刷
会
社
か
ら

も
複
数
の
求
人
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
会
社
を
選

ん
だ
の
は
縁
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
70
歳

を
超
え
た
い
ま
で
も
、
現
役
で
働
き
続
け
ら
れ
る
日

常
を
思
え
ば
、
18
歳
の
と
き
の
私
の
選
択
は
正
し

か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

当
時
、
横
浜
の
工
場
に
は
、
大
き
く
分
け
て
印
刷

と
製
本
の
部
門
が
あ
り
、
私
は
製
本
の
部
門
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。
何
の
知
識
も
な
く
、
い
き
な
り
現
場

に
出
さ
れ
、
先
輩
の
職
人
の
背
中
を
の
ぞ
き
込
み
な

が
ら
、
身
体
で
仕
事
を
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
製
本

の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
印
刷
の
仕
事
に
も
興
味
が
わ

き
、
ほ
ど
な
く
印
刷
の
部
門
に
移
り
ま
し
た
。

印
刷
の
世
界
は
日に

っ

進し
ん

月げ
っ

歩ぽ

と
い
い
ま
す
。
こ
ん
な

に
も
急
速
に
変
化
し
た
業
界
は
な
い
と
私
は
思
い
ま

す
。
そ
の
こ
ろ
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
く
、
ま
っ
た
く

の
ア
ナ
ロ
グ
の
世
界
で
し
た
が
、
自
分
の
力
が
試
さ

れ
る
や
り
が
い
の
あ
る
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
社
名
「
ア
ベ
イ
ズ
ム
」
は
「
確
固
た
る
哲

学
を
持
つ
会
社
」
と
い
う
強
い
意
志
を
表
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
定
年
後
も
、
そ
の
哲
学
と
と
も
に
歩
き

続
け
る
田
所
さ
ん
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
話
し
ぶ

り
か
ら
、会
社
の
風
通
し
の
よ
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

神
奈
川
の
横
浜
市
か
ら
千
葉
の
長
南
町
へ

最
先
端
の
印
刷
の
現
場
で
経
験
を
重
ね
て
17
年
ほ

ど
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
会
社
が
千
葉
県
か
ら
の
誘
い
を

受
け
て
千
葉
県
長ち

ょ
う

南な
ん

町ま
ち

の
長
南
工
業
団
地
に
１
９
９

１
（
平
成
３
）
年
に
工
場
が
移
転
し
ま
し
た
。「
農
村

地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
」に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の

農
村
地
域
に
工
業
団
地
が
次
々
に
造
成
さ
れ
て
い
っ

た
時
代
で
す
。
高
校
を
出
て
勤
め
始
め
た
横
浜
市
に

は
「
都
会
の
香
り
」
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
外そ

と

房ぼ
う

線
の
茂も

原ば
ら

駅
か
ら
車
で
20
分
ほ
ど
の
工
業
団
地
を
訪

れ
た
と
き
は
、
た
い
へ
ん
な
所
に
来
て
し
ま
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

広
大
な
新
工
場
は
、
私
に
は
新
鮮
で
も
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
印
刷
機
械
も
次
々
と
導
入
さ
れ
、
自
分
も
技

術
力
を
磨
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
気
を
引
き
締

め
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
私
は
製
造
部
門
の

ト
ッ
プ
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
歴
の

な
い
自
分
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
ま
じ
め
に
働
い

て
い
れ
ば
報
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
も
の
だ
と
、
ま
す

アベイズム株式会社

パート社員

田
た

所
どころ

 瑞
み ず

也
や

さん

　田所瑞也さん（71歳）は、半世紀を超えて印刷業界ひとすじに歩いてきた。
高校卒業後に就職した会社で腕を磨き、たえず新しい技術力が求められる業界で
切
せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

の日々を送ってきた。立場が変わった現在も、任された仕事に変わらぬ
情熱を注ぐ田所さんが、生涯現役で働くことの喜びを語る。
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ま
す
気
合
が
入
り
ま
し
た
。

取
材
は
長
南
工
業
団
地
の
一
角
に
あ
る
社
屋
で
行

わ
れ
た
。
工
業
団
地
が
で
き
て
か
ら
30
年
以
上
が
経

つ
が
、
白は

く

亜あ

の
社
屋
は
い
ま
も
美
し
い
。
外
観
は
も

ち
ろ
ん
、
社
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
、
同
社
の
セ
ン

ス
の
よ
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

再
び
製
本
の
世
界
へ

製
造
部
門
の
ト
ッ
プ
と
し
て
１
５
０
人
以
上
の
部

下
た
ち
の
先
頭
を
走
り
続
け
て
き
た
自
分
も
気
が
つ

け
ば
定
年
を
迎
え
る
年
齢
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当

社
は
60
歳
で
定
年
、
そ
の
後
は
再
雇
用
と
い
う
立
場

で
65
歳
ま
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
65

歳
で
退
職
し
て
、
さ
あ
、
憧
れ
て
い
た
悠
々
自
適
の

日
々
が
待
っ
て
い
る
と
わ
く
わ
く
し
た
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
い
ざ
退
職
し
て
み
る
と
、
退
屈
な
毎
日

が
続
き
ま
し
た
。
50
代
の
こ
ろ
か
ら
漠
然
と
退
職
後

の
世
界
に
夢
を
抱
い
て
い
ま
し
た
が
、
思
え
ば
働
い

て
い
た
か
ら
こ
そ
見
る
こ
と
が
で
き
た
夢
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
少
し
は
自
由
な
時
間

を
満ま

ん

喫き
つ

し
ま
し
た
が
、
働
き
た
い
と
い
う
思
い
は
日

に
日
に
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
行
こ
う
か
と
迷
っ
て
い
た
こ
ろ
、
思
い
が
け
な
く

会
社
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
も
う
一
度

雇
っ
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
す
。
退
職
し
て
８
カ
月

が
経
っ
た
夏
、
私
は
再
び
働
く
場
を
得
た
の
で
す
。

８
カ
月
ぶ
り
に
戻
っ
た
の
は
、
印
刷
の
現
場
で
は

な
く
製
本
の
現
場
で
し
た
。
高
校
を
卒
業
し
て
初
め

て
飛
び
込
ん
だ
世
界
へ
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

印
刷
部
門
で
の
仕
事
が
長
か
っ
た
た
め
、
ブ
ラ
ン
ク

が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
つ
て
先
輩
の
職
人
か
ら
学
ん

だ
技
術
を
身
体
が
覚
え
て
い
ま
し
た
。
と
は
い
う
も

の
の
製
本
の
世
界
も
近
代
化
さ
れ
、
新
し
く
覚
え
る

こ
と
が
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
ま
た

働
く
こ
と
の
喜
び
で
し
た
。

「
毎
日
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
た
私
を
見
か
ね
た
仲
間

た
ち
が
私
を
会
社
に
戻
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
田
所
さ
ん
。
気
さ
く
で
明
る
い
性
格
は

若
い
人
た
ち
か
ら
も
愛
さ
れ
、
日
々
の
交
流
が
そ
の

ま
ま
若
手
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

働
き
続
け
る
と
い
う
ぜ
い
た
く

い
ま
は
製
本
の
現
場
で
梱
包
の
作
業
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
通
常
の
勤
務
は
８
時
半
か
ら
17
時
半
ま
で

で
す
が
、
立
ち
仕
事
が
多
い
の
で
、
９
時
か
ら
16
時

ま
で
の
短
時
間
勤
務
で
す
。
た
だ
、以
前
と
は
異
な
り
、

新
し
い
機
械
が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
仕
事
そ
の

も
の
は
ず
い
ぶ
ん
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
働
い
て
い
ま
す
が
、
仕
事
に
余

計
な
口
出
し
は
し
ま
せ
ん
。
作
業
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
完

備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
先
輩
の
背
中
を
見
て
仕
事

を
盗
む
よ
う
な
こ
と
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

く
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
印
刷
業
は
と
て
も
変

化
が
激
し
い
業
界
で
す
。
１
９
９
１
年
に
長
南
町
へ

移
っ
て
き
た
こ
ろ
は
２
５
０
人
ほ
ど
の
従
業
員
が
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
現
在

は
１
３
０
人
ほ
ど
の
陣
容
で
す
。
慢
性
的
な
人
手
不

足
が
続
い
た
時
代
と
は
、
隔か

く

世せ
い

の
感
が
あ
り
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
て
こ
の
世
界
に
入
っ
て
半
世
紀
が

過
ぎ
ま
し
た
。
同
期
入
社
の
４
人
と
、
会
社
が
借
り

上
げ
て
く
れ
た
寮
で
生
活
を
と
も
に
し
た
日
々
が
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

私
が
長
く
働
き
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
モ
ノ
づ

く
り
の
現
場
は
苦
労
も
多
い
け
れ
ど
、
創
意
工
夫
に

よ
っ
て
工
程
を
改
善
す
る
喜
び
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
た
ち
が
手
が
け
た
仕
事
が

形
に
な
っ
て
自
分
の
目
で
確
か
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

も
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
若
い
人
に
は
、
少
々
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
少
し
が
ま
ん
し
て
働
き
続
け
れ
ば
、
新
し

い
世
界
が
開
け
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
。

そ
も
そ
も
趣
味
が
な
い
私
に
、
悠
々
自
適
の
生
活

な
ど
無
理
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
８
カ
月
で
そ
の
生

活
に
音ね

を
上
げ
た
と
き
、
必
要
と
し
て
く
れ
た
会
社

が
あ
っ
た
か
ら
い
ま
の
自
分
が
い
ま
す
。
だ
れ
か
の

役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
こ
そ
が
、
生
涯
現
役

を
続
け
る
肝き

も

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
涯
現
役
で
働
く
た
め
に
ま
ず
は
健
康
で
い
た
い

と
、
昼
休
み
に
は
緑
豊
か
な
会
社
の
周
り
を
せ
っ
せ

と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
ウ
グ
イ
ス
の
声
に

聞
き
ほ
れ
た
り
、
名
も
知
ら
ぬ
小
さ
な
花
に
い
や
さ

れ
た
り
、
ぜ
い
た
く
な
時
間
に
感
謝
し
て
、
明
日
も

ま
た
現
場
に
立
ち
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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1
は
じ
め
に

連
載
第
１
回
で
は
、
が
ん
の
罹
患
率
や
が
ん
治
療
の

多
様
化
、
副
作
用
に
つ
い
て
、
第
２
回
で
は
、
治
療
と

仕
事
の
両
立
し
や
す
さ
の
現
状
や
具
体
的
に
企
業
に
求

め
ら
れ
る
取
組
み
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
実
際
に
従
業
員
の
方
が
が

ん
に
罹
患
し
た
と
報
告
が
あ
っ
た
場
合
の
、
両
立
支
援

の
具
体
的
な
進
め
方
と
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま

す
★
。

2
早
期
の
退
職
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ

会
社
の
制
度
な
ど
を
紹
介
す
る

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
従
業
員
か
ら
、「
治
療
の
た
め

に
退
職
を
考
え
て
い
る
」
と
伝
え
ら
れ
た
場
合
、
上
司

や
人
事
担
当
者
の
最
初
の
対
応
が
非
常
に
重
要
で
す
。

連
載
第
1
回
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、
が
ん
診
断
時
に
仕
事
を

し
て
い
た
人
の
う
ち
、
19
・
４
％
が
が
ん
治
療
の
た
め

に
退
職
・
廃
業
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
58
・
３
％
も
の

人
が
治
療
開
始
前
に
退
職
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
病

★　�本連載の第1回から最終回まで、当機構（JEED）ホームページでまとめてお読みいただけます。　 �
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/series.html

気
の
受
入
れ
が
不
十
分
な
状
態
や
、
周
囲
へ
の
迷
惑
を

懸
念
す
る
気
持
ち
か
ら
、
性
急
に
離
職
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
で
す
。
病
気
が
判
明
し
て
す
ぐ
に
退
職
を
申
し

出
て
き
た
従
業
員
に
対
し
て
、ま
ず
は
退
職
を
保
留
し
、

治
療
を
優
先
し
て
、
治
療
の
目
途
が
立
っ
て
か
ら
決
め

て
ほ
し
い
と
お
伝
え
す
る
こ
と
が
、
本
人
に
と
っ
て
よ

り
よ
い
選
択
に
つ
な
が
り
、
企
業
に
と
っ
て
も
人
材
の

確
保
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
人
に
は
慰
留
す
る
と
と
も
に
、
情
報
提
供
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
会
社
の
制
度
な
ど
の
私
傷
病
に
よ
る
休

業
制
度
や
両
立
支
援
に
関
連
す
る
制
度
（
時
間
単
位
の

年
次
有
給
休
暇
、
短
時
間
勤
務
制
度
、
時
差
出
勤
制
度
、

在
宅
勤
務
制
度
な
ど
）、
復
職
の
制
度
に
つ
い
て
で
す
。

休
業
期
間
、
休
業
期
間
の
手
当
の
有
無
、
傷
病
手
当
金

の
手
続
き
の
方
法
を
知
る
こ
と
で
、
本
人
は
安
心
し
て

治
療
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
復
職
の
制
度
を

が
ん
と
就
労
ー
治
療
と
仕
事
の

　
両
立
支
援
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
ー

二
人
に
一
人
が
罹
患
す
る
と
い
わ
れ
る
病
気
「
が
ん
」。
医
療
技
術
の
進
歩
や
治
療
方
法
の
多
様
化
に

よ
り
、が
ん
に
罹
患
し
た
あ
と
も
働
き
な
が
ら
治
療
を
続
け
て
い
る
人
は
増
え
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、

企
業
に
は
、
が
ん
な
ど
の
病
気
に
罹
患
し
た
社
員
が
、
治
療
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
や
制
度
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
企
画
で
は
、
そ
の
治
療
と
仕
事
の
両
立

支
援
に
向
け
、
企
業
が
取
り
組
む
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
が
最
終
回
で
す
。

産
業
医
科
大
学 

医
学
部 

両
立
支
援
科
学 

准
教
授

�
永な

が

田た 

昌ま
さ

子こ

最終回

従
業
員
が
、
が
ん
に
罹
患
し
た
ら
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知
る
こ
と
で
、
復
職
を
ぼ
ん
や
り
考
え
始
め
た
と
き
か

ら
、
次
に
取
る
べ
き
手
続
き
を
念
頭
に
置
き
、
本
人
は

あ
ら
か
じ
め
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
入
院
中
に
退
院
後
の
生
活
指
導
を
た
ず
ね

た
り
、
主
治
医
に
仕
事
に
戻
る
時
期
を
相
談
し
た
り
、

診
断
書
が
必
要
な
こ
と
を
伝
え
る
な
ど
の
行
動
に
つ
な

が
り
ま
す
。
情
報
提
供
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
連
絡
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
相
談
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
治
療
方
針
が
立
っ
た
り
、
治
療
の
目
途
が
つ
い
た

り
、
退
院
し
た
場
合
、
も
し
く
は
1
カ
月
に
１
度
は
本

人
か
ら
会
社
に
連
絡
を
も
ら
う
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
決

め
て
お
き
ま
す
。

3
休
業
が
必
要
な
期
間
に
関
す
る
情
報
を

で
き
る
範
囲
で
収
集
す
る

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
従
業
員
か
ら
治
療
の
報
告
を

受
け
た
際
、
休
業
し
た
場
合
の
業
務
の
引
継
ぎ
や
人
員

の
補
充
の
検
討
な
ど
の
た
め
に
、
休
業
期
間
や
治
療
の

基
本
的
な
流
れ
は
知
り
た
い
も
の
で
す
。
休
業
す
る
期

間
が
１
カ
月
な
の
か
、
6
カ
月
な
の
か
で
、
人
員
の
補

充
な
ど
の
検
討
に
影
響
を
与
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
休
業
す
る
期
間
に
影
響
を
与
え
る
治
療
方
針
や
治

療
計
画
は
、
明
確
に
初
め
か
ら
決
ま
る
こ
と
は
少
な

く
、
検
査
結
果
や
副
作
用
の
出
現
に
応
じ
て
適
宜
変
更

さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。
そ
の
た
め
、
入
院
期
間
や

休
業
期
間
を
医
師
に
「
正
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と

た
ず
ね
て
も
、
医
師
は
断
言
で
き
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん

4
復
職
を
検
討
す
る
時
期
は

医
療
機
関
と
の
連
携
を

従
業
員
が
治
療
を
終
え
る
、
も
し
く
は
治
療
を
継
続

し
な
が
ら
も
、
復
職
を
検
討
す
る
段
階
に
入
っ
た
ら
、

職
場
は
医
療
機
関
と
連
携
し
、
従
業
員
の
状
況
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
連
携
の
ツ
ー
ル

と
な
る
の
が
「
勤
務
情
報
提
供
書
」
と
「
主
治
医
意
見

書
」
で
す
。

ど
で
す
。

そ
こ
で
、
患
者
で
あ
る
従
業
員
に
は
、
医
師
に
対
し

て
「
同
じ
治
療
を
受
け
る
人
は
、
一
般
的
に
ど
の
程
度

入
院
す
る
か
」、「
お
お
よ
そ
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、
仕

事
を
休
む
必
要
が
あ
る
か
」
な
ど
の
聞
き
方
で
確
認
し

て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
得
ら
れ
た
情
報
も
、
変
更
が
あ
り
う
る
こ
と
を

理
解
し
て
、
欠
員
へ
の
対
応
を
す
る
よ
う
に
、
直
属
の

上
司
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※ 厚生労働省「治療と仕事の両立支援ナビ」の様式例をもとに筆者作成

図表１　勤務情報提供書と記載例

勤務情報を主治医に提供する際の様式例

（主治医所属・氏名）　　　　　　　　　　　先生
　今後の就業継続の可否、業務の内容について職場で配慮したほうがよいことなどについて、
先生にご意見をいただくための従業員の勤務に関する情報です。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

上記内容を確認しました。

従業員氏名 A さん 生年月日 　●年　　●月　　●日

住所 ●●●市　●●　●‐●

職　　種 ※事務職、自動車の運転手、建設作業員など

職務内容

（作業場所・作業内容）

　倉庫作業　フォークリフト運転　冷凍倉庫での作業もあり

□体を使う作業（重作業）	 □体を使う作業（軽作業）	 □長時間立位
□暑熱場所での作業	 □寒冷場所での作業	 □高所作業
□車の運転	 □機械の運転・操作	 □対人業務
□遠隔地出張（国内）	 □海外出張	 □単身赴任

勤務形態 □常昼勤務　□二交替勤務　□三交替勤務　□その他（　　　　　　）

勤務時間
8 時 3 0 分 ～ 1 7 時 3 0 分（休憩 １ 時間。週 ５ 日間。）
（時間外・休日労働の状況：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（国内・海外出張の状況：　　なし　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

通勤方法
通勤時間

□徒歩　　□公共交通機関（着座可能）　□公共交通機関（着座不可能）
□自動車　□その他（　　　　　　　　）
通勤時間：（　　　　　　　　　　　　  ）分

休業可能期間 　　●　年　●　月　●　日まで（　　　日間）
（給与支給　□有り　 □無し　 傷病手当金　66　％　）

有給休暇日数 残　14　日間
その他
特記事項

利用可能な
制度

□時間単位の年次有給休暇　□傷病休暇・病気休暇　□時差出勤制度
□短時間勤務制度　□在宅勤務（テレワーク）　□試し出勤制度
□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

年　　月　　日　　　（会社名）　　　　　　　　　　　　　　　

年　　月　　日　　　（本人署名）　　　　　　　　　　　　　　
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■
勤
務
情
報
提
供
書
（
39
ペ
ー
ジ
図
表
１
）

従
業
員
本
人
と
職
場
が
共
同
で
作
成
し
、
従
業
員
の

職
種
、
業
務
内
容
、
労
働
時
間
、
職
場
環
境
な
ど
の
情

報
を
主
治
医
に
共
有
す
る
様
式
で
す
。
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
※1
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。
従

業
員
本
人
の
職
務
内
容
や
勤
務
形
態
、
勤
務
時
間
、
利

用
で
き
る
制
度
に
関
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。「
振
動

工
具
を
使
っ
た
作
業
は
さ
せ
て
よ
い
の
か
」、「
屋
外
で

の
警
備
業
務
は
さ
せ
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」
な
ど
の
具

■
主
治
医
意
見
書
（
図
表
２
）

勤
務
情
報
提
供
書
に
基
づ
き
、
主
治
医
が
作
成
し
ま

す
。
こ
の
意
見
書
に
は
、
患
者
の
病
状
や
治
療
内
容
か

ら
、
就
業
上
の
配
慮
が
必
要
な
事
項
（
例
え
ば
、
仕
事

が
持
病
を
悪
化
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
の
就
業
配

慮
や
、
事
故
・
災
害
リ
ス
ク
予
防
の
観
点
か
ら
の
措
置
）

や
、
望
ま
し
い
就
業
上
の
措
置
に
関
す
る
意
見
が
記
載

さ
れ
ま
す
。

職
場
と
共
同
で
作
成
さ
れ
た
勤
務
情
報
提
供
書
に
基

づ
き
、
一
定
規
模
以
上
※２
の
職
場
に
勤
め
る
患
者
さ
ん

に
つ
い
て
、
主
治
医
意
見
書
を
記
載
も
し
く
は
診
療
時

に
同
席
し
た
産
業
医
な
ど
に
医
療
情
報
を
職
場
に
提
供

す
る
と
、
医
療
機
関
は
そ
の
費
用
を
診
療
報
酬
と
し
て

請
求
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度

の
診
療
報
酬
制
度
改
定
で
新
設
さ
れ
た
「
療
養
・
就
労

両
立
支
援
指
導
料
」
で
す
。
医
療
機
関
も
し
く
は
医
師

が
こ
の
制
度
を
十
分
理
解
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
職
場
に
必
要
な
情
報
で
す
の
で
、
職
場
側
か
ら

積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

主
治
医
意
見
書
の
内
容
を
も
と
に
、
就
業
上
の
措
置

お
よ
び
治
療
に
対
す
る
配
慮
に
関
す
る
産
業
医
等
の
意

見
聴
取
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
産
業
医
等
が
い
な
い
場
合

は
、
各
都
道
府
県
の
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
仕
事
上
の
配
慮
を
検
討

す
る
た
め
に
は
、
安
全
配
慮
義
務
と
合
理
的
配
慮
と
治

療
を
継
続
す
る
う
え
で
の
配
慮
の
三
つ
の
視
点
が
重
要

で
す
。

体
的
な
懸
念
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
復
帰
直
後
に
元
の
業
務
と
は
別
の

業
務
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
り
、
元
の

業
務
で
あ
っ
て
も
負
担
を
減
ら
す
配
慮
を
検
討
し
て
い

た
り
す
る
場
合
も
そ
の
旨
を
記
載
い
た
だ
く
と
、
主
治

医
の
判
断
を
助
け
ま
す
。

記
載
例
…
…「
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
メ
イ
ン
に
仕
事
を

し
て
も
ら
う
予
定
で
す
」、「
元
の
業
務
で
す
が
、定
数
外

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
業
務
に
入
る
こ
と
は
可
能
」
な
ど

※１　https://chiryoutoshigoto.mhlw.go.jp/download/
※２　�衛生推進者が選任されている事業者……�常時10人以上雇用している事業場では、労働安全衛生法により、衛生推進者または安全衛生推進者を選任す

る義務がある

※ 厚生労働省「治療と仕事の両立支援ナビ」の様式例をもとに筆者作成

図表２　主治医意見書と記載例

治療の状況や就業継続の可否等について主治医の意見を求める際の様式例
（診断書と兼用）

患者氏名 ○○　○○ 生年月日 　○年　　○月　　○日

住所 ○○　○○

病　　名 大腸がん

現在の症状
（通勤や業務遂行に影響を及ぼし得る症状や薬の副作用等）
　上記病名に対し、手術を●月●日に施行した。術後の経過は順調で、
現時点で症状はありません。

治療の予定
（入院治療・通院治療の必要性、今後のスケジュール（半年間、月 1回の通院が必
要、等））
　今後 2 週に 1 度の頻度で化学療法を外来にて、●月まで実施予定である。

退院後／
治療中の
就業継続
の可否

□可　　　　　 （職務の健康への悪影響は見込まれない）
□条件付きで可（就業上の措置があれば可能）
□現時点で不可（療養の継続が望ましい）

業務の内容につ
いて職場で配慮し
たほうがよいこと
（望ましい就業上
の措置）

例：�重いものを持たない、暑い場所での作業は避ける、車の運転は不可、残業を
避ける、長期の出張や海外出張は避ける　など

　　注）�提供された勤務情報を踏まえて、医学的見地から必要と考えられる配慮
等の記載をお願いします。

　薬剤の副作用は、冷たい物に触れると増強します。現在の化学療法を
実施している間は、冷凍庫での作業は避けることが望ましいです。

その他配慮事項

例：通院時間を確保する、休憩場所を確保する　など
注）治療のために必要と考えられる配慮等の記載をお願いします。

　2 週に 1 度外来にて化学療法を予定しています。通院時間の確保を 
お願いします。

上記の措置期間 ○○年　　○月　○　　日　～　○○　年　　○月　　○日

年　　月　　日　　　（本人署名）　●●　　●●　　　　　　　
上記内容を確認しました。

上記のとおり、診断し、就業継続の可否等に関する意見を提出します。

（注）この様式は、患者が病状を悪化させることなく治療と就労を両立できるよう、職場での
対応を検討するために使用するものです。この書類は、患者本人から会社に提供され、プラ
イバシーに十分配慮して管理されます。

　　　　　年　　　月　　　日（主治医署名）　 ●●　　●●　　　　    　　
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安
全
配
慮
義
務
と
は
、
就
労
に
よ
り
病
状
が
悪
化
し

た
り
、
再
発
し
た
り
、
労
働
災
害
が
生
じ
た
り
し
な
い

よ
う
、
事
業
者
が
労
働
者
の
疾
病
の
種
類
や
程
度
に
応

じ
た
措
置
を
講
じ
る
責
任
で
す
。
が
ん
自
体
が
仕
事
に

よ
っ
て
悪
く
な
る
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

日
常
生
活
上
で
医
療
機
関
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
職
場
で
も
避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
…
…
「
骨
転
移
が
あ
る
か
ら
重
た
い
も
の
は
持
た

な
い
、
腕
を
捻
ら
な
い
」、「
術
後
３
カ
月
は
重
量
物
の

取
り
扱
い
は
避
け
る
」
な
ど

合
理
的
配
慮
は
、
患
者
さ
ん
自
身
が
働
き
や
す
く
な

る
た
め
の
工
夫
で
す
。
安
全
配
慮
と
は
異
な
り
、
医
学

的
禁
忌
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
が
ら
へ
の
対
応
で
す
。

例
…
…
「
下
痢
の
副
作
用
が
あ
る
の
で
、
長
距
離
出

張
は
避
け
る
」、「
体
力
低
下
が
あ
る
た
め
、
徐
々
に
業

務
量
を
増
や
す
」
な
ど

治
療
を
継
続
す
る
う
え
で
の
配
慮
は
、
お
も
に
、
通

院
や
副
作
用
が
強
い
時
期
の
た
め
の
欠
勤
を
許
容
す
る

配
慮
で
す
。

こ
れ
ら
の
配
慮
を
適
切
に
行
う
に
は
、
労
働
者
の
職

務
内
容
を
記
載
し
た
勤
務
情
報
提
供
書
と
、
主
治
医
が

医
学
的
見
地
か
ら
意
見
を
記
し
た
主
治
医
意
見
書
を
通

じ
た
医
療
機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

配
慮
の
検
討
の
際
に
は
、
配
慮
が
実
施
可
能
な
も
の

か
、
配
慮
を
実
施
す
る
お
お
よ
そ
の
期
間
、
配
慮
を
実

施
す
る
こ
と
で
影
響
を
受
け
る
職
場
の
上
司
や
同
僚
の

理
解
な
ど
を
考
慮
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

5
必
要
な
配
慮
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

一
度
配
慮
し
た
ら
終
わ
り
で
は
な
く
、
継
続
的
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
治
療
を
継
続

し
て
い
る
方
は
、
治
療
の
変
更
、
そ
れ
に
よ
る
体
調
の

変
化
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
配
慮
が
必
要
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
図
表
３
の
よ
う
な
視
点
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

今
回
は
、
事
例
対
応
の
流
れ
と
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
が
ん
の
事
例
対
応
は
、
事
例
ご
と
に
必
要
な

対
応
は
異
な
り
ま
す
が
、
基
本
方
針
の
表
明
や
意
識
啓

発
、
休
業
し
た
と
き
に
説
明
す
る
資
料
な
ど
の
準
備
や

相
談
窓
口
の
明
確
化
、
短
時
間
勤
務
制
度
な
ど
の
利
用

で
き
る
制
度
整
備
な
ど
は
、共
通
し
て
必
要
な
こ
と
で
す
。

高
齢
労
働
者
の
が
ん
の
罹
患
の
頻
度
は
高
い
こ
と
、

「
不
治
の
病
」
か
ら
「
つ
き
合
う
病
気
」
へ
と
変
化
し
つ

つ
あ
る
が
ん
種
も
増
え
て
お
り
、
働
け
る
が
ん
患
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
無
理
な
く
働
く
た
め
に
は
会
社
の
制

度
な
ど
環
境
整
備
が
重
要
で
す
。

ぜ
ひ
、
事
例
が
出
る
前
に
、
も
し
事
例
が
出
て
い
れ

ば
、
そ
の
事
例
を
契
機
に
、
環
境
整
備
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

高
齢
労
働
者
の
方
が
が
ん
に
な
っ
て
も
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

出典：厚生労働省科学研究報告書「治療と仕事を両立する患者に対する継続的な支援の実態と方策の検討」

図表３　フォローアップの視点

1. 通院しやすさなど、仕事をしながら治療に取り組むことができる状況か？

2. 治療中の、体調について自身でコントロールできる状況か？

3. �勤怠の乱れがなく、仕事で十分なパフォーマンスを発揮できているか？

4. 会社が求める就業レベルが医学的に妥当であるか？
　（主治医意見書による必要な配慮とかけ離れていないか）

5. 上司や同僚から継続的な理解や支援があるか？

6. 職場から支援を受ける姿勢や、周囲への説明力が整っているか？

7. 職場の考えと本人の自覚との間にギャップが生じていないか？

8. 困りごとの変化や新たな困りごとはないか？



こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
１
年
の
改
正
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
の
施
行
時
に
、
厚
生
労
働
省
か
ら

改
正
の
概
要
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｑ
＆
Ａ
が

公
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
た
時
点
で

は
、「
特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
法
」）

が
制
定
さ
れ
る
前
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
法

に
お
い
て
は
、
雇
用
契
約
か
ら
の
切
り
替
え
で
あ
る

と
し
て
も
、
適
用
対
象
外
と
す
る
よ
う
な
定
め
は
置

か
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
業
務
委
託
へ
切
り
替
え
た

場
合
に
は
、
同
法
が
定
め
る
内
容
に
つ
い
て
も
遵
守

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
、
あ
ら
た

め
て
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
と

就
業
機
会
の
確
保

1現
行
の
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
お
い
て
は
、
70

歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
努
力
義
務
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
２（
令
和
4
）
年
時
点
の
健

康
寿
命
も
、
男
性
は
72
歳
、
女
性
は
75
歳
を
越
え
て

お
り
、
65
歳
を
迎
え
て
も
健
康
的
に
働
く
こ
と
が
で
き

る
方
が
増
え
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
65
歳
を
超
え
て
か
ら
に
つ
い
て
は
、

継
続
雇
用
の
み
で
は
な
く
、
就
業
確
保
措
置
と
し
て

業
務
委
託
な
ど
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
の
業
務
を

委
託
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
業
務
委

託
契
約
へ
の
切
り
替
え
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
る
こ

と
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

65
歳
を
超
え
て
か
ら
業
務
委
託
へ
変
更
す
る
場
合
に
も
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
法
の
適
用
が

あ
る
こ
と
、
労
働
者
で
は
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
依
頼
や
業
務
の
諾だ
く

否ひ

の
自
由
を
確
保
す
る
よ
う

に
し
て
お
く
こ
と
は
、
特
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

A
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
に
お
い
て
、
高
齢
社
員
に
業
務
委
託
と
し
て
就
労
を

続
け
て
も
ら
う
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
知
り
た
い

人
材
不
足
が
続
い
て
お
り
、
65
歳
の
定
年
後
も
継
続
雇
用
を
す
る
ほ
か
、
人
材
確
保
の
た
め

就
業
機
会
確
保
措
置
と
し
て
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
き
就
業
し
て
も
ら
う
こ
と
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

雇
用
か
ら
業
務
委
託
に
変
更
す
る
場
合
の
留
意
点
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q 1
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フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
法
の
お
も
な
内
容

2フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
法
に
お
い
て
保
護
対
象
と
さ

れ
て
い
る
の
は
、
従
業
員
を
使
用
し
て
い
な
い
事
業

者
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
65
歳
の
定
年
後
に
業
務
委

託
契
約
に
変
更
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
該
当
す
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
適
用
対
象
と
な
る
委
託
業
務
の
内
容
に
つ

い
て
も
、
役
務
の
提
供
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
65

歳
を
迎
え
て
退
職
す
る
以
前
と
類
似
ま
た
は
同
種
の

業
務
を
委
託
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
通
常
、
該
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
法
の
適
用
対
象
と
な
る
場
合

に
は
、
①
業
務
委
託
の
給
付
内
容
、
報
酬
の
額
、
役

務
の
提
供
場
所
、
報
酬
の
支
払
い
期
日
な
ど
の
法
定

事
項
を
記
載
し
た
書
面
ま
た
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る

提
供
、
②
60
日
以
内
の
報
酬
支
払
期
限
、
③
受
領
拒

否
、
報
酬
の
（
一
方
的
な
）
減
額
、
買
い
た
た
き
、

不
当
な
経
済
上
の
利
益
の
提
供
要
請
、
不
当
な
給
付

内
容
の
変
更
・
や
り
直
し
な
ど
の
禁
止
、
④
育
児
・

介
護
等
と
業
務
の
両
立
に
対
す
る
配
慮
義
務
、
⑤
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
係
る
体
制
の
整
備
義
務
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

通
常
、
①
の
書
面
等
に
よ
る
明
示
事
項
に
つ
い
て

は
、
業
務
委
託
契
約
書
を
作
成
す
れ
ば
、
含
ま
れ
る

べ
き
内
容
で
あ
り
、②
報
酬
支
払
期
限
に
つ
い
て
も
、

従
前
の
賃
金
と
同
じ
よ
う
な
支
給
を
想
定
す
れ
ば
1

カ
月
を
超
え
る
期
間
に
わ
た
っ
て
報
酬
の
支
払
い
が

留
保
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。

ま
た
、
④
お
よ
び
⑤
の
育
児
介
護
へ
の
配
慮
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
係
る
体
制
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
と

同
等
の
扱
い
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
す
る

こ
と
は
可
能
と
な
る
は
ず
で
す
。

問
題
は
③
の
禁
止
行
為
の
適
用
対
象
に
な
る
と
い

う
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
点

に
な
る
で
し
ょ
う
。
下
請
法
類
似
の
規
制
が
業
務
委

託
と
な
っ
た
高
齢
者
と
の
間
で
適
用
さ
れ
る
関
係
と

な
り
ま
す
の
で
、
特
に
、
労
働
者
と
の
間
の
や
り
取

り
で
あ
れ
ば
業
務
理
解
や
指
導
の
範
疇
と
し
て
許
容

さ
れ
得
る
よ
う
な
や
り
取
り
で
あ
っ
て
も
、
不
当
な

給
付
内
容
の
変
更
・
や
り
直
し
に
該
当
し
て
し
ま
う

と
、
禁
止
行
為
と
な
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
通
報
の
端

緒
に
も
な
る
よ
う
な
事
象
と
な
る
で
し
ょ
う
。

労
働
者
性
と
の
関
係

3フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
法
と
の
関
係
で
は
、
業
務
委

託
契
約
書
の
法
定
記
載
事
項
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と

で
遵
守
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
が
、
他
方
で
、

雇
用
か
ら
業
務
委
託
へ
の
移
行
に
関
し
て
は
、
不
利

益
変
更
や
偽
装
請
負
な
ど
の
観
点
か
ら
労
働
者
性
が

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
改
正
法
施

行
時
に
公
表
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
参
考

に
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
雇
用
以
外
の
方
法
で
の
就
業
機
会
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
労
使
間
で
合
意
し
た
創
業
支
援
等
措

置
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
な
か
に
は
、支
払
う
金
銭
に
関
す
る
事
項
、

契
約
締
結
頻
度
、
契
約
変
更
に
関
す
る
事
項
、
安
全

衛
生
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
個
別
に
締
結
す
る
業
務
委
託
契
約
に
お
い

て
は
、
労
働
者
と
の
相
違
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
要
素
と
し
て
、
①
依
頼

や
業
務
の
諾
否
の
自
由
の
有
無
、
②
指
揮
監
督
の
有

無
、
③
時
間
的
・
場
所
的
な
拘
束
性
の
有
無
、
④
代

替
性
の
有
無
な
ど
が
主
要
な
要
素
と
し
て
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
④
に
つ
い
て
は
、
従

業
員
の
い
な
い
個
人
へ
の
委
託
で
あ
れ
ば
代
替
性
は

認
め
ら
れ
に
く
い
は
ず
で
あ
り
、
③
時
間
的
・
場
所

的
な
拘
束
性
も
、
雇
用
し
て
い
た
と
き
の
業
務
経
験

な
ど
を
活
か
し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
あ

る
程
度
の
拘
束
性
が
あ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
ま
た
、
②
指
揮
監
督
の
有
無
と
い
う

の
は
、
契
約
上
は
直
接
の
指
揮
監
督
は
し
な
い
こ
と

を
明
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
個
人
へ
の
委
託

で
あ
れ
ば
、
発
注
と
そ
れ
に
付
随
す
る
情
報
提
供
と

指
揮
命
令
の
区
別
は
、
客
観
的
に
は
必
ず
し
も
明
確

と
も
い
い
が
た
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
①
諾
否
の
自
由
の
有
無
が
決
め
手

に
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
な
り
そ
う
で
す
。
業
務
委
託

契
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
法
を

遵
守
す
る
内
容
と
し
つ
つ
、
諾
否
の
自
由
を
確
保
し

て
お
く
と
い
う
点
が
、
65
歳
以
降
の
就
業
機
会
確
保

措
置
に
お
け
る
お
も
な
留
意
事
項
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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採
用
内
定
の
法
的
性
質

1日
本
の
採
用
活
動
に
お
い
て
は
、
採
用
手
続
き
の

過
程
の
な
か
で
、「
採
用
内
定
」と
い
う
手
続
き
が
取

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
採
用
内
定
を
、
法

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
し
ょ
う

か
。こ

の
点
に
つ
い
て
最
高
裁
は
、「
具
体
的
事
案
に

つ
き
、
採
用
内
定
の
法
的
性
質
を
判
断
す
る
に
あ
た

つ
て
は
、
当
該
企
業
の
当
該
年
度
に
お
け
る
採
用
内

定
の
事
実
関
係
に
即
し
て
こ
れ
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
判
示
し
て
い
ま
す
（
最
高
裁
昭
和
54
年
7

月
20
日
判
決
、
大
日
本
印
刷
事
件
）。
つ
ま
り
、
個

別
の
事
案
に
よ
っ
て
そ
の
法
的
な
性
質
を
決
定
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
本
判
例
で
は
、
具
体

的
事
案
を
検
討
し
て
、
始
期
付
解
約
権
留
保
付
労
働

契
約
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

始
期
付
解
約
権
留
保
付
労
働
契
約

2「
解
約
権
留
保
付
」
と
い
う
の
は
、
使
用
者
側
に

お
い
て
、
解
約
権
が
留
保
さ
れ
て
い
る
と
の
意
味
合

い
に
な
り
ま
す
（
そ
の
意
味
で
、「
留
保
解
約
権
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。
使
用
者
と
し
て

は
、
採
用
面
接
や
採
用
時
の
資
料
な
ど
、
限
ら
れ
た

情
報
か
ら
採
否
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
採
用
内
定
後
に
判
明
し
た
事
実
を
も
っ
て
解

約
す
る
権
利
を
留
保
し
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
で

し
ょ
う
。

判
例
も「
試
用
契
約
に
お
け
る
解
約
権
の
留
保
は
、

大
学
卒
業
者
の
新
規
採
用
に
あ
た
り
、
採
否
決
定
の

当
初
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
の
資
質
、
性
格
、
能
力

そ
の
他
い
わ
ゆ
る
管
理
職
要
員
と
し
て
の
適
格
性
の

有
無
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
調
査
を
行

い
、
適
切
な
判
定
資
料
を
十
分
に
蒐し

ゅ
う

集し
ゅ
う

す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
後
日
に
お
け
る
調
査
や
観
察
に
基

づ
く
最
終
的
決
定
を
留
保
す
る
趣
旨
で
さ
れ
る
も

の
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

留
保
解
約
権
行
使
の
要
件

3始
期
付
解
約
権
留
保
付
労
働
契
約
に
お
い
て
は
、

使
用
者
側
に
解
約
権
が
留
保
さ
れ
て
い
る
と
説
明
し

ま
し
た
が
、
で
は
、
こ
の
解
約
権
は
無
制
限
に
行
使

す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
否
で

す
。
留
保
解
約
権
の
趣
旨
か
ら
一
定
の
制
限
を
受
け

て
い
ま
す
。

上
記
判
例
に
よ
れ
ば
、
留
保
解
約
権
の
行
使
に
つ

い
て
、「
採
用
内
定
当
時
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま

た
知
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
よ
う
な
事
実
で
あ
つ

て
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
採
用
内
定
を
取
消
す
こ
と

が
解
約
権
留
保
の
趣
旨
、
目
的
に
照
ら
し
て
客
観
的

に
合
理
的
と
認
め
ら
れ
社
会
通
念
上
相
当
と
し
て
是

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
ら
れ
る
と
解
す

る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
内
定
時
に
会
社
が
知
り
得
た
事
情
や
、

知
り
得
な
い
事
情
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
事
情
を
理
由

に
解
約
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
不
適
切
な
場
合
に

は
、
解
約
権
行
使
の
有
効
性
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

詐
称
さ
れ
た
経
歴
の
重
要
性
、
詐
称
の
動
機
、
詐
称
の
態
様
な
ど
を
考
慮
し
て
内
定
取
消
し

が
客
観
的
に
合
理
的
で
あ
り
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
内
定
の

取
消
し
が
有
効
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
経
歴
詐
称
に
よ
る
内
定
取
消
し
を
有
効

と
し
た
裁
判
例
と
し
て
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
事
件
が
あ
り
ま
す
。

A
中
途
採
用
と
し
て
内
定
を
出
し
た
人
材
が
経
歴
を
詐
称
し
て
い
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
知
り
た
い

採
用
手
続
き
に
お
け
る
求
職
者
の
経
歴
詐
称
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
応
策
が
考
え
ら
れ
ま

す
か
。
内
定
を
取
り
消
す
な
ど
の
対
応
が
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Q 2
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経
歴
詐
称
の
問
題

4採
用
活
動
に
お
い
て
、
求
職
者
の
経
歴
は
非
常
に

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
中
途
採
用
に
お
い

て
は
、
自
社
の
業
務
内
容
や
風
土
と
マ
ッ
チ
す
る
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

他
方
で
、
使
用
者
と
し
て
は
、
基
本
的
に
、
求
職

者
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
を
基
に
し
て
採
否
の
判
断

を
行
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
経
歴
に
つ

い
て
も
、
履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
を
提
出
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
採
否
の
判
断
の
一
要
素
と
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
す
。
つ
ま
り
、
使
用
者
側
と
し
て
は
、
求

職
者
の
提
出
し
た
資
料
が
正
し
い
こ
と
を
前
提
に
、

内
定
の
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

経
歴
は
、
前
述
の
通
り
採
用
活
動
に
お
い
て
重
視

さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
労
働
者
側
の
申
告
に
依
存
せ

ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
こ
れ
が
詐
称
さ
れ
て
し
ま
う

と
、
採
用
活
動
そ
の
も
の
が
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
求
職
者
の
経
歴
は
、
採
否
の
判
断
の
決
め

手
に
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
経
歴
詐
称
が
判
明
し

た
場
合
に
は
、
採
用
内
定
の
判
断
が
覆
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
歴
に
関
す
る
詐
称
が
判
明

し
た
場
合
に
は
、
信
頼
関
係
に
傷
が
入
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
採
否

の
判
断
が
覆
る
こ
と
が
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
。

経
歴
詐
称
に
よ
る
内
定
取
消
し

5中
途
採
用
者
の
経
歴
詐
称
に
関
し
、
内
定
取
消
し

を
認
め
た
裁
判
例
と
し
て
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
事
件

（
東
京
高
裁
令
和
6
年
12
月
17
日
判
決
）
が
あ
り
ま

す
。
本
裁
判
例
は
、
中
途
採
用
者
と
し
て
採
用
内
定

を
受
け
て
い
た
原
告
が
、
そ
の
後
の
経
歴
調
査
に
よ

り
虚
偽
の
経
歴
の
申
告
が
判
明
し
た
な
ど
と
し
て
内

定
を
取
り
消
さ
れ
た
た
め
、
会
社
に
対
し
て
、
労
働

者
た
る
地
位
の
確
認
を
求
め
た
事
案
で
す
。

本
裁
判
例
で
は
、
上
述
の
一
般
的
な
留
保
解
約
権

の
行
使
に
関
す
る
基
準
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
途
採
用

に
お
け
る
経
歴
詐
称
の
事
案
に
プ
ロ
パ
ー
の
下
位
基

準
と
し
て
「
単
に
、
履
歴
書
等
の
書
類
に
虚
偽
の
事

実
を
記
載
し
或
い
は
事
実
を
秘
匿
し
た
事
実
が
判
明

し
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
①
労
働
力
の
資
質
、

能
力
を
客
観
的
合
理
的
に
見
て
誤
認
し
、
企
業
の
秩

序
維
持
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
さ

れ
た
と
き
、
又
は
、
②
企
業
の
運
営
に
当
た
り
円
滑

な
人
間
関
係
、
相
互
信
頼
関
係
を
維
持
で
き
る
性
格

を
欠
い
て
い
て
企
業
内
に
と
ど
め
お
く
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
の
不
正
義
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限

り
、
上
記
解
約
権
の
行
使
と
し
て
有
効
な
も
の
と
解

す
べ
き
」（
数
字
は
筆
者
追
記
）
と
判
示
し
て
い
る

点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

本
判
決
で
は
、
会
社
が
中
途
採
用
者
の
経
歴
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
、

虚
偽
の
記
載
が
な
い
旨
の
確
認
を
書
面
に
て
受
領
し

て
い
た
こ
と
、
原
告
が
前
職
で
の
紛
争
を
隠
す
た
め

に
経
歴
詐
称
に
及
ん
だ
こ
と
、
面
接
の
場
に
お
い
て

も
経
歴
詐
称
が
判
明
し
な
い
よ
う
誤
解
を
招
く
よ
う

な
受
答
え
に
終
始
し
て
い
た
こ
と
な
ど
の
事
情
を
重

視
し
て
、「
企
業
内
に
と
ど
め
お
く
こ
と
が
で
き
な

い
ほ
ど
の
不
正
義
性
」
を
肯
定
し
、
留
保
解
約
権
の

行
使
を
有
効
と
認
め
ま
し
た
。

本
判
決
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
単
に
経
歴
詐
称
が

あ
っ
た
の
み
で
は
内
定
取
消
し
は
有
効
と
は
な
ら

ず
、
詐
称
さ
れ
た
経
歴
の
重
要
性
、
経
歴
詐
称
の
動

機
、
経
歴
詐
称
の
態
様
な
ど
を
考
慮
し
て
、
事
案
ご

と
に
有
効
性
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
会

社
と
し
て
は
、
内
定
者
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
採
用
手
続
き
の
過
程
で
は
、
求

職
者
か
ら
の
書
面
に
虚
偽
の
記
載
が
な
い
こ
と
の
確

認
を
書
面
に
て
取
得
し
て
お
く
、
経
歴
に
不
信
な
点

が
あ
れ
ば
面
接
時
に
具
体
的
な
質
問
を
行
う
な
ど
の

対
応
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
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　ミドル・シニアだからこそできる「大人の学び直し」を、科学的な見地からひも解く本連載。　ミドル・シニアだからこそできる「大人の学び直し」を、科学的な見地からひも解く本連載。

４回目のテーマは“「脳番地」を活かした学び方”です。１万人の脳を診断した脳内科医・４回目のテーマは“「脳番地」を活かした学び方”です。１万人の脳を診断した脳内科医・

医学博士の加藤俊徳先生に、脳のメカニズムを利用した効果的な“学び直し”の方法に 医学博士の加藤俊徳先生に、脳のメカニズムを利用した効果的な“学び直し”の方法に 

ついて、お話しいただきました。ついて、お話しいただきました。

「脳番地」を活かした学び方

株式会社脳の学校 代表／加藤プラチナクリニック 院長　加
か

藤
と う

俊
と し

徳
の り

第4回
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八
つ
の
「
脳
番
地
」
を
理
解
す
る

八
つ
の
「
脳
番
地
」
を
理
解
す
る

脳
に
は
１
０
０
０
億
個
以
上
の
神
経
細
胞
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
は
機
能
ご
と
に
集
団
を
形
成
し
、
脳

内
に
拠
点
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
例
え
て
い
う
な
ら
、

脳
の
中
に
は
会
社
組
織
を
構
成
す
る
部
署
の
よ
う
な
も

の
で
、
私
は
こ
れ
を
「
脳
番
地
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

脳
番
地
は
右
脳
と
左
脳
に
各
60
ず
つ
、
計
１
２
０
ほ

ど
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
ぜ
ひ
知
っ
て
お

い
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、次
の
八
つ
の
脳
番
地
で
す
。

①�

思
考
系
脳
番
地
…
意
思
決
定
を
に
な
う「
脳
の
総
司

令
塔
」。
何
か
を
考
え
る
と
き
に
働
く
。

②�

理
解
系
脳
番
地
…
脳
に
入
っ
て
き
た
情
報
を
統
合
す

る
役
割
を
に
な
う
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
よ

う
と
す
る
と
き
な
ど
に
働
く
。

③�

記
憶
系
脳
番
地
…
情
報
を
整
理
し
、
必
要
に
応
じ
て

引
き
出
す
機
能
を
持
つ
。
も
の
を
覚
え
た
り
、
思
い

出
し
た
り
す
る
と
き
に
働
く
。

④�

感
情
系
脳
番
地
…
喜
怒
哀
楽
な
ど
あ
ら
ゆ
る
感
情
を

生
み
出
し
、
そ
れ
を
管
理
す
る
領
域
。
生
涯
に
わ

た
っ
て
成
長
を
続
け
る
。

⑤�

伝
達
系
脳
番
地
…
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
発

信
を
に
な
う「
脳
の
広
報
」。
ほ
か
の
脳
番
地
と
密

接
に
連
携
す
る
。

⑥�

運
動
系
脳
番
地
…
体
の
動
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

役
割
を
に
な
う
。
す
べ
て
の
脳
番
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
。
脳
全
体
を
活
性
化
す
る
た
め
の
起
点
に
も
な
る
。

⑦�

聴
覚
系
脳
番
地
…
耳
か
ら
入
っ
て
き
た
音
声
情
報
を

処
理
す
る
領
域
。
言
葉
や
音
を
解
析
し
、
情
報
を
ほ

か
の
脳
番
地
に
伝
え
る
役
割
も
に
な
う
。

⑧�

視
覚
系
脳
番
地
…
目
か
ら
入
っ
て
き
た
情
報
を
処
理

し
て
脳
に
伝
え
る
機
能
を
持
つ
。
目
で
見
た
映
像
や

画
像
、
読
ん
だ
文
章
を
脳
に
集
積
さ
せ
る
。

脳
番
地
を
使
い
こ
な
し
、
成
長
を
続
け
る

脳
番
地
を
使
い
こ
な
し
、
成
長
を
続
け
る

八
つ
の
脳
番
地
の
特
性
を
理
解
し
、
使
い
こ
な
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
学
ぶ
力
は
成
長
し
ま
す
。
た
だ
脳
番

地
は
単
独
で
は
効
率
的
に
働
か
な
い
た
め
、
違
う
系
統

の
脳
番
地
と
の
間
の
連
携
強
化
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
記
憶
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
記
憶
系
脳

番
地
を
鍛
え
れ
ば
よ
い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
記
憶
系

は
単
独
で
は
な
か
な
か
動
き
ま
せ
ん
。
記
憶
系
と
強
く

か
か
わ
る
思
考
系
や
感
情
系
と
積
極
的
に
リ
ン
ク
さ
せ

る
こ
と
で
、
記
憶
を
定
着
さ
せ
た
り
、
引
き
出
し
た
り

す
る
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
脳
番
地
は
、
会

社
組
織
な
ど
と
同
じ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
う
ま
く
連
携
が

で
き
れ
ば
、よ
り
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
る
の
で
す
。

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
世
代
の
場
合
、
長
く
同
じ
仕
事
を
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⑥�

運
動
系
脳
番
地
…
体
の
動
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

役
割
を
に
な
う
。
す
べ
て
の
脳
番
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
。
脳
全
体
を
活
性
化
す
る
た
め
の
起
点
に
も
な
る
。

⑦�

聴
覚
系
脳
番
地
…
耳
か
ら
入
っ
て
き
た
音
声
情
報
を

処
理
す
る
領
域
。
言
葉
や
音
を
解
析
し
、
情
報
を
ほ

か
の
脳
番
地
に
伝
え
る
役
割
も
に
な
う
。

⑧�

視
覚
系
脳
番
地
…
目
か
ら
入
っ
て
き
た
情
報
を
処
理

し
て
脳
に
伝
え
る
機
能
を
持
つ
。
目
で
見
た
映
像
や

画
像
、
読
ん
だ
文
章
を
脳
に
集
積
さ
せ
る
。

脳
番
地
を
使
い
こ
な
し
、
成
長
を
続
け
る

脳
番
地
を
使
い
こ
な
し
、
成
長
を
続
け
る

八
つ
の
脳
番
地
の
特
性
を
理
解
し
、
使
い
こ
な
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
学
ぶ
力
は
成
長
し
ま
す
。
た
だ
脳
番

地
は
単
独
で
は
効
率
的
に
働
か
な
い
た
め
、
違
う
系
統

の
脳
番
地
と
の
間
の
連
携
強
化
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
記
憶
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
記
憶
系
脳

番
地
を
鍛
え
れ
ば
よ
い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
記
憶
系

は
単
独
で
は
な
か
な
か
動
き
ま
せ
ん
。
記
憶
系
と
強
く

か
か
わ
る
思
考
系
や
感
情
系
と
積
極
的
に
リ
ン
ク
さ
せ

る
こ
と
で
、
記
憶
を
定
着
さ
せ
た
り
、
引
き
出
し
た
り

す
る
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
脳
番
地
は
、
会

社
組
織
な
ど
と
同
じ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
う
ま
く
連
携
が

で
き
れ
ば
、よ
り
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
る
の
で
す
。

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
世
代
の
場
合
、
長
く
同
じ
仕
事
を

特
徴
も
あ
り
、
特
定
の
脳
番
地
ば
か
り
使
い
続
け
る
こ

と
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

学
び
直
し
で
脳
が
成
長

学
び
直
し
で
脳
が
成
長

頭
が
よ
く
な
る

頭
が
よ
く
な
る

八
つ
の
脳
番
地
の
特
徴
を
知
っ
て
お
く
と
、
生
活
の

な
か
で
「
い
ま
こ
こ
を
使
っ
て
い
る
な
」
と
意
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
脳
番
地
を
意
識
す
る
こ
と
で
脳
は

成
長
す
る
た
め
、
そ
れ
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

勉
強
し
な
が
ら
脳
番
地
を
意
識
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。「
今
日
は
こ
の
脳
番
地
を
使
っ
た
か
ら
、
明
日
は

あ
っ
ち
の
脳
番
地
を
使
お
う
」
と
考
え
な
が
ら
勉
強
を

す
る
な
ど
、
脳
番
地
を
ま
ん
べ
ん
な
く
使
お
う
と
す
る

こ
と
は
、
学
習
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。

以
前
、高
校
生
か
ら
「
本
当
は
な
ぜ
、勉
強
し
な
き
ゃ

な
ら
な
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
で
も
勉
強
し
た

ら
、
自
分
の
頭
が
よ
く
な
る
と
い
う
の
な
ら
や
っ
て
み

よ
う
か
な
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り

彼
は
、
勉
強
は
嫌
い
だ
け
れ
ど
、
頭
が
よ
く
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
重
要
な
視
点
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

勉
強
を
し
た
い
と
思
わ
な
く
て
も
、
学
ぶ
こ
と
で
脳

が
成
長
し
頭
が
よ
く
な
る
―
―
。
そ
れ
が
学
び
直
し
の

意
義
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

独
自
に
学
ぶ
「
独
学
」

独
自
に
学
ぶ
「
独
学
」

「
学
び
の
ス
タ
イ
ル
の
確
立
」
が
重
要

「
学
び
の
ス
タ
イ
ル
の
確
立
」
が
重
要

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
の
学
び
直
し
で
は
、
楽
に
学
ぶ
の

で
は
な
く
、
実
感
を
持
っ
た
学
び
に
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
要
す
る
に「
独
学
」と
い
う
こ
と

で
す
。「
独
学
」と
は
、「
独
り
で
学
ぶ
」と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、「
独
自
に
学
ぶ
」
こ
と
。
そ
し
て
そ
の「
独
自
」

と
は
何
か
と
い
う
と
、「
自
分
だ
っ
た
ら
こ
う
学
ぶ
」と

い
う
独
自
の
学
び
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。

10
・
20
代
で
の
学
び
は
、
学
業
課
題
が
は
っ
き
り
し

て
い
て
、出
て
く
る
問
題
も
あ
る
程
度
想
定
で
き
ま
す
。

し
か
し
大
人
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
、
学
ぶ
課

題
の
つ
く
り
方
、
そ
し
て
学
び
の
手
順
も
、
自
分
独
自

に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
独
自
の
学
び
方

を
確
立
す
る
こ
と
と
、
脳
番
地
を
活
か
す
こ
と
は
一
体

だ
と
い
う
こ
と
も
、
ぜ
ひ
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

人
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
体
験
し
て
み
た
ら
で
き
る
」、「
本

を
読
ん
だ
ら
わ
か
る
」
な
ど
、
得
意
な
学
び
方
は
異
な

り
ま
す
。
脳
番
地
を
意
識
し
、「
自
分
だ
っ
た
ら
こ
れ

が
頭
に
入
り
や
す
い
」
と
い
う
勉
強
法
を
考
え
る
こ
と

自
体
が
大
切
な
の
で
す
。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
が
、
ミ

ド
ル
・
シ
ニ
ア
の
学
び
直
し
の
醍
醐
味
と
も
い
え
る
で

し
ょ
う
。�

（
取
材
・
文　
沼
野
容
子
）

し
て
い
た
り
、
生
活
が
パ
タ
ー
ン
化
し
た
り
し
て
、
偏
っ

た
脳
番
地
ば
か
り
を
使
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

い
の
で
、
ふ
だ
ん
使
っ
て
い
な
い
脳
番
地
を
意
識
し
、
働

か
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
脳
番
地
を
ま
ん
べ
ん

な
く
使
う
生
活
に
よ
っ
て
、
脳
全
体
が
活
性
化
し
ま
す
。

「
強
い
脳
番
地
」
か
ら
学
び
を
ス
タ
ー
ト

「
強
い
脳
番
地
」
か
ら
学
び
を
ス
タ
ー
ト

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
の
学
び
直
し
で
は
、
仕
事
な
ど
で

使
い
慣
れ
た
脳
番
地
を
利
用
し
、
学
習
を
始
め
る
の
が

お
す
す
め
で
す
。
例
え
ば
営
業
職
の
場
合
は
伝
達
系
、

研
究
職
な
ら
理
解
系
、
秘
書
で
あ
れ
ば
記
憶
系
と
い
う

よ
う
に
、
職
業
に
よ
り
、
よ
く
使
う
脳
番
地
は
違
い
ま

す
。
よ
く
使
う
脳
番
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
慣
れ
た

経
路
な
の
で
ス
ト
レ
ス
が
少
な
く
快
適
で
す
。
そ
の
た

め
処
理
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
の
で
、
勉
強
に
も
活
用
で
き

れ
ば
、短
時
間
で
効
率
的
に
学
べ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
人
に
よ
っ
て
得
意
な
脳
番
地
も
違
い
ま
す
。

な
か
で
も
顕
著
な
の
が「
視
覚
系
」と「
聴
覚
系
」で
す
。

視
覚
系
が
強
い
人
の
特
徴
は
「
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
が

得
意
」、「
文
字
や
数
字
を
映
像
で
覚
え
る
」
な
ど
で
、

聴
覚
系
が
強
い
人
は
「
人
の
話
を
聞
く
の
が
好
き
。
聞

く
の
も
苦
に
な
ら
な
い
」、「
言
葉
や
数
字
は
、
口
ず
さ

ん
で
覚
え
る
こ
と
が
多
い
」
な
ど
で
す
。

た
だ
し
、
視
覚
系
は
「
疲
労
し
や
す
い
」
と
い
っ
た



株式会社グローセンパートナー 執行役員・ディレクター　吉岡利之
人事用語辞典
■■■■■■■■いま さ ら 聞 け な い

　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。

2025.9 48

第61回

今
回
は
、「
障
害
者
※１
雇
用
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。障

害
者
雇
用
の
理
念
は

「
共
生
社
会
」の
実
現

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
目
的
や
基
本
理
念
、
義
務
や

責
務
な
ど
の
内
容
は
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
（
障
害
者
雇
用
促
進
法
）
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
法
律
の
第
一
条
の
目
的
に
は
、
長
文
な
の
で

一
部
抜
粋
と
な
り
ま
す
が
※２
、「（
省
略
）
雇
用
の
分
野

に
お
け
る
障
害
者
と
障
害
者
で
な
い
者
と
の
均
等
な
機

会
及
び
待
遇
の
確
保
並
び
に
障
害
者
が
そ
の
有
す
る
能

力
を
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
措
置
（
省
略
）、
そ
の
職
業
生
活
に
お
い
て
自
立

す
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
総
合
的
に
講

じ
、
も
つ
て
障
害
者
の
職
業
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。」と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
基
本
的
理
念
の

う
ち
第
四
条
に
は
、「
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
は
、
職

業
に
従
事
す
る
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
自
ら
進
ん

で
、
そ
の
能
力
の
開
発
及
び
向
上
を
図
り
、
有
為
な
職

業
人
と
し
て
自
立
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
あ
り
ま
す
。

傍
線
を
引
い
た
部
分
を
総
合
す
る
と
、
法
律
の
目
ざ

す
と
こ
ろ
は
、
障
害
者
が
能
力
を
発
揮
し
、
職
業
生
活

で
自
立
で
き
る
社
会
の
実
現
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

均
等
な
雇
用
機
会
や
待
遇
の
確
保
、
能
力
発
揮
の
た
め

の
訓
練
等
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
実
現
す
る
た
め
の
雇

用
主
や
国
・
地
方
公
共
団
体
の
義
務
や
責
務
に
基
づ
く

施
策
を
定
め
て
い
ま
す
。
障
害
者
雇
用
と
い
う
と
、
こ

の
施
策
に
い
か
に
対
応
す
る
か
が
話
題
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
視
野
を
広
げ
て
、
希
望
や
能
力
に
応
じ
て
だ
れ

も
が
職
業
を
通
じ
た
社
会
参
加
の
で
き
る「
共
生
社
会
」

へ
の
協
働
と
し
て
と
ら
え
直
す
と
、
こ
れ
か
ら
説
明
す

る
障
害
者
雇
用
の
施
策
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
遵
守
は

事
業
主
の
義
務

で
は
、
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
理
解
し
て
お
き
た
い
の
は
障
害
者
雇
用
率
制

度
で
す
。
こ
れ
は
、
従
業
員
が
一
定
数
以
上
の
規
模
の

事
業
主
に
従
業
員
の
一
定
割
合
以
上
の
障
害
者
の
雇
用

を
義
務
づ
け
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
い
う
一
定
割
合
を

法
定
雇
用
率
と
呼
び
ま
す
が
、
５
年
程
度
で
労
働
状
況

等
に
基
づ
き
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
定
期
的

に
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
本
稿

執
筆
時
点
（
２
０
２
５
〈
令
和
７
〉
年
７
月
）
で
は
、

常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
う
ち
民
間
企
業
で
は
２・

５
％
、
国
・
公
共
機
関
な
ど
は
２・
８
％
、
都
道
府
県

な
ど
の
教
育
委
員
会
は
２・
７
％
が
法
定
雇
用
率
で
す

「障害者雇用」

※ 1　障害者には、「障がい者」、「障碍者」などの異なる表記方法もあるが、本稿では法律（障害者雇用促進法）の表記に合わせ「障害者」としている
※２　傍線は筆者加工
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が
、２
０
２
６
年
７
月
か
ら
は
、民
間
企
業
は
２・７
％
、

国
・
公
共
機
関
な
ど
は
３・
０
％
、
都
道
府
県
な
ど
の

教
育
委
員
会
が
２・
９
％
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
※３
。
計
算
式
と
し
て
は
「
常
時
雇
用

し
て
い
る
労
働
者
の
総
数
※４
×
法
定
雇
用
率
＝
雇
用
す

べ
き
障
害
者
数
（
小
数
点
以
下
切
り
捨
て
）」
と
な
り

ま
す
。

こ
こ
で
知
識
と
し
て
大
切
な
の
は
、
障
害
者
の
雇
用

者
数
の
カ
ウ
ン
ト
方
法
で
す
。
１
人
を
実
際
に
雇
用
し

た
と
し
て
も
、
障
害
者
区
分
や
週
の
所
定
労
働
時
間
に

応
じ
て
「
何
人
雇
用
し
た
こ
と
に
な
る
か
」
の
数
え
方

が
異
な
り
ま
す
。障
害
者
の
区
分
の
う
ち
身
体
障
害
者・

知
的
障
害
者
は
、
実
際
に
１
人
雇
用
し
た
場
合
、
週
の

所
定
労
働
時
間
が
30
時
間
以
上
の
場
合
に
は
、１
人（
重

度
は
２
人
）と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
ま
す
。
20
時
間
以
上

30
時
間
未
満
の
場
合
は
０
・
５
人
（
重
度
は
１
人
）、

10
時
間
以
上
20
時
間
未
満
の
場
合
は
０
人（
重
度
は
０・

５
人
）と
な
り
ま
す
。
精
神
障
害
者
は
、
実
際
に
１
人

雇
用
し
た
場
合
、
週
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上

で
あ
れ
ば
１
人
、
10
時
間
以
上
20
時
間
未
満
は
０
・
５

人
で
カ
ウ
ン
ト
し
ま
す
。
前
提
と
し
て
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
養
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
有

者
が
カ
ウ
ン
ト
対
象
と
な
り
ま
す
。

法
定
雇
用
率
の
遵
守
は
事
業
主
の
義
務
と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
法
定
雇
用
率
を
満
た
し
て
い
な
い
常
用
雇
用

労
働
者
１
０
０
人
超
の
事
業
主
か
ら
は
不
足
１
人
あ
た

り
月
額
５
万
円
の
納
付
金
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。一
方
で
、

法
定
雇
用
率
を
超
え
て
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
に
つ
い

て
は
、
超
過
１
人
あ
た
り
原
則
月
額
２
万
９
千
円
の
調

整
金
と
、
超
過
１
人
あ
た
り
原
則
月
額
２
万
１
千
円
の

報
奨
金（
常
用
雇
用
労
働
者
１
０
０
人
以
下
の
事
業
主

に
限
る
）の
支
給
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
納
付
金
を
支

払
っ
て
も
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

未
達
成
の
場
合
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
よ
り
「
障
害
者
雇

入
れ
計
画
書
作
成
命
令
」
が
発
せ
ら
れ
た
り
、
行
政
指

導
や
企
業
名
公
表
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

障
害
者
雇
用
支
援
に
関
す
る
情
報
や

機
関
の
活
用

こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
も
と
、
民
間
企
業
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
障
害
者
の
数
は
67
・
７
万
人
と
な
り
21
年
連

続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
、
障
害
者
雇
用
が
着
実
に
進

展
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
（
２
０
２
４
年
６

月
１
日
時
点
。
厚
生
労
働
省
「
令
和
６
年
障
害
者
雇
用

状
況
の
集
計
結
果
」※5
）。
し
か
し
、
実
雇
用
率
（
常
用

雇
用
労
働
者
に
占
め
る
、障
害
者
で
あ
る
労
働
者
の
数
）

は
２・41
％
、
法
定
雇
用
率
達
成
企
業
割
合
は
46・０
％

と
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。「
障
害
者
雇
用
実

態
調
査
結
果
報
告
書
（
令
和
５
年
６
月
厚
生
労
働
省
）

※6
」
の
障
害
者
を
雇
用
し
な
い
理
由
別
事
業
所
数
の
割

合
に
関
す
る
調
査
を
参
照
す
る
と
、
70
％
の
企
業
が
理

由
と
し
て
「
障
害
者
に
適
し
た
業
務
が
な
い
か
ら
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
15
～
20
％
程
度
の
回
答
と
し

て
「
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
全
く
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な

い
か
ら
」、「
障
害
者
の
雇
用
管
理
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
か
ら
」
と
い
う
内
容
も
あ
る
一
方
で
、「
過
去

に
障
害
者
を
雇
用
し
た
が
、
う
ま
く
続
か
な
か
っ
た
か

ら
」
の
回
答
が
３
～
５
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

障
害
者
雇
用
自
体
に
消
極
的
と
い
う
よ
り
は
、
情
報
・

理
解
不
足
で
ふ
み
出
せ
な
い
と
い
う
企
業
も
一
定
数
あ

る
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

じ
つ
は
、
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
情
報
提
供
や
支
援

は
充
実
し
て
お
り
、
例
え
ば
厚
生
労
働
省
が
発
行
し
た

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
の『
障
害
者
雇
用
の
ご
案
内
』

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
※7
で
は
わ
か
り
や
す
く
、
障
害

者
雇
用
率
の
説
明
、
雇
用
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
・
支
援

策
、
助
成
金
等
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
（
Ｊ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
）
が
発
行
し
て
い
る
障
害
者
雇
用
の
月
刊
誌

『
働
く
広
場
※8
』で
は
、
障
害
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方

の
実
例
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
障
害
者
雇
用
を
は
じ
め

よ
う
と
す
る
企
業
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
で
は
障
害
者
雇
用
や
能
力
開
発
の
支
援
も

行
っ
て
い
る
た
め
、
問
い
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
も
有
効

な
方
法
で
す
。

＊　
＊　
＊

次
回
は
、「
36
協
定
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

※３　１人以上の障害者雇用を行うべき事業主の範囲は、民間企業の場合、現時点では常用雇用者数 40 人以上、令和８年７月からは 37.5 人以上となる
※４　１週間の所定労働時間が 20時間以上で、１年を超えて雇用される見込みのある、または１年を超えて雇用されている労働者（パート・アルバイト含む）
※ 5　 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_47084.html
※ 6　 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_39062.html
※ 7　 https://www.mhlw.go.jp/content/000767582.pdf️
※ 8　 https://www.jeed.go.jp/disability/data/works/index.html ➡

サ
ブ
ロ
ク
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し
て
い
る
。

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
、完
全
失
業
率
を
見
る
と
、60

～
64
歳
で
は
、
平
成
23
年
以
降
低
下
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
令
和
３
年
は
、
前
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
３・１
％
に
上
昇
し
、
令

和
６
年
は
２・８
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
65
～
69
歳
で

は
、
令
和
３
年
の
２
・
７
％
か
ら
令
和
６
年
は
２
・

５
％
へ
、
70
歳
以
上
で
は
、
令
和
３
年
の
１・２
％
か

ら
令
和
６
年
は
１
・
１
％
へ
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
た
。

（
２
）
就
業
状
況

ア 

就
業
者
数
及
び
就
業
率
は
上
昇
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
就
業
者
数
及
び
就
業
率
は
上
昇
し
て

お
り
、
特
に
65
歳
以
上
の
就
業
者
数
を
見
る
と
21
年

連
続
で
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
就
業
率
に

つ
い
て
は
10
年
前
の
平
成
26
年
と
比
較
し
て
65
～
69

歳
で
13
・
５
ポ
イ
ン
ト
、
70
～
74
歳
で
11
・
１
ポ
イ

ン
ト
、
75
歳
以
上
で
３
・
９
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
伸

び
て
い
る
（
図
表
２
）。

第
1
章
　
高
齢
化
の
状
況

第
２
節　
高
齢
期
の
暮
ら
し
の
動
向

１　
就
業
・
所
得

（
１
）�

労
働
力
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
者
の

比
率
は
上
昇
傾
向

令
和
６
年
の
労
働
力
人
口
は
、
６
９
５
７
万
人
で

あ
っ
た
。
労
働
力
人
口
の
う
ち
65
～
69
歳
の
者
は
４

０
０
万
人
、
70
歳
以
上
の
者
は
５
４
６
万
人
で
あ

り
、
労
働
力
人
口
総
数
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
者
の

割
合
は
13
・
６
％
と
長
期
的
に
は
上
昇
傾
向
に
あ
る

（
図
表
１
）。

ま
た
、
令
和
６
年
の
労
働
力
人
口
比
率
を
見
る
と
、

65
～
69
歳
で
は
54
・
９
％
、
70
～
74
歳
で
は
35
・
６
％

と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
上
昇
傾
向
で
あ
る
。
75

歳
以
上
は
12
・
２
％
と
な
り
、
平
成
27
年
以
降
上
昇

『
令
和
７
年
版
高
齢
社
会
白
書
』�

内
閣
府

　

内
閣
府
で
は
、
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
よ
り
、
高
齢
化
の

状
況
や
政
府
の
講
じ
た
高
齢
社
会
対
策
の
実
施

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
高
齢
社
会
白

書
』
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
『
令
和
７
年
版
高
齢
社
会
白
書
』
で
は
、「
令
和

６
年
度 

高
齢
化
の
状
況
及
び
高
齢
社
会
対
策
の

実
施
状
況
」、「
令
和
７
年
度 

高
齢
社
会
対
策
」

と
い
う
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、『
令
和
７
年
版
高
齢
社
会
白
書
』

の
な
か
か
ら
、
特
に
高
齢
者
の
就
業
に
関
す
る
内

容
に
つ
い
て
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す（
編
集
部
）。
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図表1　労働力人口の推移

図表2　年齢階級別就業者数及び就業率の推移
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イ �「
医
療
、
福
祉
」
の
65
歳
以
上
の
就
業
者
は

10
年
前
の
約
２
・
３
倍
に
増
加

令
和
６
年
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
就
業
者
を
主
な

産
業
別
に
見
る
と
、「
卸
売
業
、
小
売
業
」
が
１
３
３ 

万
人
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
医
療
、
福
祉
」
が
１

１
５
万
人
、「
サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も

の
）」
が
１
０
４
万
人
、「
農
業
、
林
業
」
が
93
万
人

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。　

令
和
６
年
に
お
け
る
産
業
別
の
65
歳
以
上
の
就
業

者
を
10
年
前
と
比
較
す
る
と
、「
医
療
、
福
祉
」
が
64

万
人
増
加
し
、
10
年
前
の
約
２
・
３
倍
と
な
っ
て
い

る
。
次
い
で「
サ
ー
ビ
ス
業（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も

の
）」
が
32
万
人
、「
卸
売
業
、
小
売
業
」
が
26
万
人

と
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
６
年
に
お
け
る
各
産
業
の
就
業
者
に

占
め
る
65
歳
以
上
の
就
業
者
の
割
合
を
見
る
と
、「
農

業
、
林
業
」
が
51・７
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
不

動
産
業
、
物
品
賃
貸
業
」
28
・
６
％
、「
サ
ー
ビ
ス
業

（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）」
が
22
・
３
％
、「
生
活

関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業
」
が
19
・
６
％
な
ど
と

な
っ
て
い
る
（
図
表
３
）。

ウ �

60
代
後
半
の
男
性
の
６
割
以
上
、

女
性
の
４
割
以
上
が
就
業
し
て
い
る

男
女
別
に
就
業
状
況
を
見
る
と
、男
性
の
場
合
、就

業
者
の
割
合
は
、
60
～
64
歳
で
84
・
０
％
、
65
～
69

歳
で
62
・
8
％
と
な
っ
て
お
り
、
65
歳
を
過
ぎ
て
も
、

多
く
の
人
が
就
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
の
就
業

者
の
割
合
は
、
60
～
64
歳
で
65
・
０
％
、
65
～
69
歳

で
44・７
％
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
70
～
74
歳
で

図表3　主な産業別65 歳以上の就業者数及び割合（平成26（2014）年、令和６（2024）年）

資料：総務省「労働力調査」
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貸
業

学
術
研
究
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業

宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業

教
育
、
学
習
支
援
業

医
療
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
業（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）

公
務（
他
に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
除
く
）

（％）
60.0

（万人）
140

120

100

80

60

40

20

0

主な産業別 65歳以上の就業者数 平成 26（2014）年
主な産業別 65歳以上の就業者数 令和 6（2024）年
各産業の就業者数に占める 65歳以上の就業者の割合 平成 26（2014）年（右目盛り）
各産業の就業者数に占める 65歳以上の就業者の割合 令和 6（2024）年（右目盛り）
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は
、
男
性
の
就
業
者
の
割
合
は
43
・
８
％
、
女
性
の

就
業
者
の
割
合
は
27
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

エ �

60
歳
以
降
に
非
正
規
の
職
員
・
従
業
員
の
比
率
は
上
昇

役
員
を
除
く
雇
用
者
の
う
ち
非
正
規
の
職
員
・
従
業

員
の
比
率
を
男
女
別
に
見
る
と
、
男
性
の
場
合
、
55
～

59
歳
で
10
・
３
％
で
あ
る
が
、
60
～
64
歳
で
41
・
3
％
、

65
～
69
歳
で
67
・
８
％
と
、
60
歳
を
境
に
大
幅
に
上
昇

し
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
の
場
合
も
、
55
～
59
歳
で
58・

１
％
、
60
～
64
歳
で
72・６
％
、
65
～
69
歳
で
83・２
％

と
な
っ
て
お
り
、
男
性
と
比
較
し
て
、
60
歳
以
降
に
お

い
て
も
非
正
規
の
職
員
・
従
業
員
の
比
率
は
お
お
む
ね

高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

オ �

現
在
収
入
の
あ
る
仕
事
を
し
て
い
る
60
歳
以
上
の

者
の
う
ち
、「
働
け
る
う
ち
は
い
つ
ま
で
も
」
働
き

た
い
と
回
答
し
た
者
が
約
３
割

　
現
在
収
入
の
あ
る
仕
事
を
し
て
い
る
60
歳
以
上
の
者

に
つ
い
て
は
約
３
割
が
「
働
け
る
う
ち
は
い
つ
ま
で
も
」

働
き
た
い
と
回
答
し
て
お
り
、
70
歳
く
ら
い
ま
で
又
は

そ
れ
以
上
と
の
回
答
と
合
計
す
れ
ば
、
約
８
割
が
高
齢

期
に
も
高
い
就
業
意
欲
を
持
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
る
（
図
表
４
）。

カ �

70
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
を
実
施

し
て
い
る
企
業
は
約
３
割

従
業
員
21
人
以
上
の
企
業
23
万
７
０
５
２
社
の
う

ち
、高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
を
実
施
済
み
の
企
業
の

割
合
は
99
・
９
％
（
23
万
６
９
２
０
社
）
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
70
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置

を
実
施
済
み
の
企
業
の
割
合
は
31
・
９
％
（
７
万
５
６

４
３
社
）
と
な
っ
て
お
り
、
従
業
員
３
０
１
人
以
上
の

企
業
で
は
25・５
％
と
低
く
な
っ
て
い
る
（
図
表
５
）※
。

図表4　何歳ごろまで収入を伴う仕事をしたいか（択一回答）

図表5　70 歳までの高年齢者就業確保措置を実施済みの企業の内訳

資料 ： 内閣府「令和６年度高齢社会対策総合調査（高齢者の経済生活に関する調査）」
（注１） 調査対象は、全国の 60 歳以上の男女
（注２） 四捨五入の関係で、足し合わせても100.0% にならない場合がある。

資料：厚生労働省「令和６年『高年齢者雇用状況等報告』の集計結果」より内閣府作成
（注１）  �「創業支援等措置の導入」とは、高年齢者等の雇用の安定等に関する法律第 10 条の２に基づく、70 歳まで継続的に業務委託契約を締結する制度及び

70 歳まで継続的に社会貢献事業（事業主が自ら実施する事業又は事業主が委託、出資（資金提供）等する団体が行う事業）に従事できる制度の導入を指す。
（注２）�本集計は、原則小数点第２位以下を四捨五入しているが、「創業支援等措置の導入」については、小数点第２位以下を切上げとしている。

61.4%

83.7%

全体
（n=2,188）

12.9%

23.7%

22.8%

20.0%

20.1% 7.4%

13.7% 5.3%

33.5%

22.4%

1.5%

50.0 60.0 70.0 100.0
（%）

収入のある
仕事を
している者
（n=935）

0.0 10.0 20.0

働けるうちはいつまでも

30.0 40.0

70歳くらいまで65歳くらいまで 75歳くらいまで
仕事をしたいとは思わない 不明・無回答

80.0 90.0

80歳くらいまで

11.3% 3.6%

1.8%

全企業
（31.9%）

301人以上
（25.5%）

21～300人
（32.4%） 4.1

3.9

2.5

2.4

25.7

25.6

0.1

0.1

0.1

0.7 0.7

24.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0（％）

定年制の廃止 定年の引き上げ 継続雇用制度の導入 創業支援等措置の導入

※�

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
46
年
法
律
第
68
号
）

で
は
65
歳
ま
で
の
安
定
し
た
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
企
業
に
「
定
年
制
の
廃

止
」、「
定
年
の
引
上
げ
」、「
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
」
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
義
務
付
け
て
い
る
（
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
）。
ま
た
、
令
和

３
年
４
月
１
日
か
ら
は
70
歳
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
従
来
の
雇
用
に
よ
る
措
置

や
、「
継
続
的
に
業
務
委
託
を
締
結
す
る
制
度
」、「
継
続
的
に
社
会
貢
献
事
業

に
従
事
で
き
る
制
度
」
と
い
う
雇
用
に
よ
ら
な
い
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め

る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
（
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
）。
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※このコーナーで紹介する書籍の価格は、「税込価格」（消費税を含んだ価格）を表示します

独立行政法人
労働政策研究・研修機構

（編集・発行）／
2200円

宮
みや

島
じま

忠
ただ

文
ふみ

 著・
小
こ

島
じま

明
あき

子
こ

 著／
日本経済新聞出版／

2640円

新
時
代
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

［
増
補
版
］

定
年
が
な
く
な
る
時
代
の

シ
ニ
ア
雇
用
の
設
計
図

す
べ
て
の
企
業
に
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
が
義
務
づ

け
ら
れ
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
確
保
が
努
力
義
務
と

な
っ
た
い
ま
、
定
年
を
延
長
し
た
り
、
定
年
そ
の
も
の

を
な
く
し
た
り
す
る
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
に
と
も
な
い
、
働
く
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア

の
比
率
は
今
後
も
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、

本
書
は
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
の
活
躍
を
実
現
し
て
い
く

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
個
人
、
企
業
、
社
会
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
提
示
す
る
。
こ
の
世
代
の
活
躍
促
進
・
支
援
の

た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
・
運
営
者
と
、
キ
ャ
リ

ア
や
協
同
労
働
に
関
す
る
調
査
研
究
者
の
２
人
が
協
力

し
て
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
の
働
き
方
の
現
状
に
つ
い
て

労
使
双
方
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
な
が
ら
、
現
場
で

得
ら
れ
た
知
見
と
調
査
デ
ー
タ
等
を
ふ
ま
え
た
キ
ャ
リ

ア
意
識
の
現
状
、
社
会
構
造
的
な
視
点
を
交
え
て
、
課

題
解
決
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
い
る
。

例
え
ば
、「
働
き
続
け
て
ほ
し
い
人
」
の
姿
を
10
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
し
つ
つ
、
シ
ニ
ア
の
能
力
と
貢
献
で

き
る
領
域
や
、
役
割
に
つ
い
て
企
業
側
が
考
え
る
際
の

視
点
を
提
示
。
ま
た
、
多
様
な
人
材
を
企
業
の
成
長
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
代
替
可
能
な
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア

人
材
の
増
加
を
防
ぐ
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
や
、
労
働
者

協
同
組
合
な
ど
の
新
た
な
働
き
方
も
含
め
て
、
こ
れ
か

ら
の
人
事
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
い
て
い
る
。

働
く
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
、
必
要
な
ス
キ
ル
を
習

得
す
る
機
会
の
提
供
な
ど
を
支
援
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
従
業
員
の
定
着
率
向
上
や
生
産
性

向
上
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
企
業
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
需
給
調
整

機
関
、
教
育
機
関
な
ど
幅
広
い
現
場
で
活
用
で
き
る

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
役
立
つ
内
容
と
し

て
、基
礎
的
理
論
か
ら
新
し
い
理
論
ま
で
、新
旧
の
キ
ャ

リ
ア
理
論
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
を
、
実
践
と
の
結

び
つ
き
を
意
識
し
て
解
説
。
９
年
ぶ
り
に
刊
行
さ
れ
た

増
補
版
で
、
キ
ャ
リ
ア
理
論
で
は
、
伝
統
的
・
基
礎
的

な
理
論
を
拡
充
し
つ
つ
、
ジ
ョ
ブ・ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

ナ
ラ
テ
ィ
ブ・ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
新
た
な
内
容
を
追
加
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
で
は
、
近
年
発
展
が
め
ざ
ま
し

い
認
知
行
動
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
関
連
が
深
い
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
、
セ
ル
フ
・
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
技
法
の
ほ
か
、基
礎
的
な
理
論
も
拡
充
し
、

全
編
で
新
た
に
24
項
目
が
加
わ
っ
た
。
ペ
ー
ジ
数
は
初

版
の
約
1
・
5
倍
に
増
し
た
が
、
一
つ
の
理
論
を
４

ペ
ー
ジ
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
整
理
し
て
解
説
し
、
ど
こ
か

ら
で
も
体
系
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
職
業
相
談
、
学
校
で

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
に
な
う
人
、
こ
れ
か
ら
学
び
た
い
人

に
も
、
わ
か
り
や
す
く
活
用
し
や
す
い
一
冊
で
あ
る
。

基礎から最新の理論までわかりやすく解説。“キャリア”にかかわるすべての人へ

ミドル・シニアが活躍するためのヒントを、個人、企業、社会の視点から示す



エルダー55

神
かん

田
だ

 良
まこと

 著・髙
たか

井
い

 透
とおる

 著・
一般財団法人とうほう地域

総合研究所 著／
生産性出版／

2860 円

伊
だ

達
て

博
ひろ

充
みつ

 著・
西
にし

 剛
たけ

志
ゆき

 監修／
あさ出版／
1540 円

山
やま

口
ぐち

幸
ゆき

広
ひろ

 著／
共栄書房／
1980 円

著
者
の
山
口
幸
広
さ
ん
は
、
１
９
５
４
（
昭
和
29
）

年
生
ま
れ
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
身
体
が
弱
く
、
い
ろ
い
ろ

な
病
気
と
向
き
合
う
人
生
を
歩
ん
で
き
た
。

高
血
圧
の
家
系
で
あ
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
の
47

歳
の
と
き
に
脳の
う

梗こ
う

塞そ
く

に
な
っ
た
こ
と
で
、
長
い
間
降
圧

剤
を
飲
ん
で
い
た
が
、
ほ
か
の
方
法
を
模
索
し
、
毎
朝

の
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
を
継
続
。
70
歳
を
過
ぎ
た
い
ま
、

降
圧
剤
を
手
放
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
体
験
を
は
じ
め
、原
因
不
明
の
腰
痛
、胃
弱
（
胃

も
た
れ
）、
飛ひ

蚊ぶ
ん

症し
ょ
う

、
う
つ
な
ど
、
山
口
さ
ん
が
患
っ

た
病
と
乗
り
越
え
て
き
た
体
験
に
は
じ
ま
り
、
第
２
章

で
は
、
60
歳
の
定
年
を
見
す
え
て
「
こ
れ
か
ら
が
人
生

の
本
番
」
と
考
え
を
あ
ら
た
め
、
定
年
後
の
仕
事
と
し

て
行
政
書
士
に
な
る
こ
と
を
決
意
。
そ
こ
か
ら
仕
事
と

資
格
取
得
の
た
め
の
勉
強
を
両
立
し
て
５
年
後
、
60
歳

目
前
で
資
格
を
取
得
し
た
勉
強
方
法
や
記
憶
の
コ
ツ
な

ど
を
披
露
し
て
い
る
。
定
年
退
職
後
の
翌
年
、
山
口
さ

ん
は
行
政
書
士
事
務
所
を
開
業
。
健
康
第
一
で
こ
の
仕

事
を
続
け
る
た
め
に
実
践
し
て
い
る
と
い
う
、
日
課
の

呼
吸
法
や
運
動
、
食
事
に
も
触
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
医
者
と
の
つ
き
あ
い
方
、
お
だ
や
か
な

死
へ
の
心
構
え
、勇
気
づ
け
ら
れ
た
言
葉
な
ど
を
紹
介
。

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
世
代
が
よ
り
よ
い
こ
れ
か
ら
を
見
つ

け
る
た
め
の
気
づ
き
や
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
り
そ
う
だ
。

お
り
が
み
を
折
る
と
脳
が
活
性
化
し
、楽
し
ん
で
折
っ

て
い
れ
ば
、
何
歳
か
ら
で
も
脳
は
成
長
す
る
と
い
う
。

本
書
は
、「
脳
活
お
り
が
み
」
を
紹
介
し
て
シ
ニ
ア
を

中
心
に
好
評
を
博
し
た
書
籍
の
第
２
弾
。
87
歳
で
現
役

の
建
築
士
、
創
作
お
り
が
み
作
家
と
し
て
活
躍
す
る
著

者
と
、
多
数
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
生
み
出
し
た
脳
科
学

者
の
コ
ン
ビ
が
、
今
回
は
認
知
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
著

者
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
り
が
み
作
品
や
、
高
齢
者
の
脳
活

に
も
子
ど
も
の
脳
育
に
も
よ
い
カ
ン
タ
ン
お
り
が
み
も

紹
介
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
ら
れ
る
、
わ
か
り
や
す

い
折
り
方
の
動
画
も
つ
い
て
い
る
の
で
、
高
齢
者
で
も

お
り
が
み
に
親
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

読
む
ほ
ど
に
お
り
が
み
の
効
果
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る

が
、
む
ず
か
し
い
解
説
文
は
な
く
、
80
歳
か
ら
お
り
が

み
に
は
ま
っ
た
著
者
と
脳
科
学
者
の
会
話
形
式
で
、
指

を
動
か
し
続
け
る
こ
と
で
眠
っ
て
い
た
神
経
幹
細
胞
が

目
覚
め
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、折
る
と
い
う
ち
ょ
っ

と
し
た
負
荷
が
認
知
症
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
、
あ

る
い
は
創
造
力
を
高
め
る
と
い
っ
た
効
果
を
上
げ
、
自

然
と
理
解
が
進
む
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、

「
紙
ヒ
コ
ー
キ
」、「
ム
ゲ
ン
箱
」、「
飛
ぶ
白
鳥
」
な
ど

の
お
り
が
み
作
品
に
挑
戦
し
て
み
た
く
な
る
。

シ
ニ
ア
世
代
の
多
い
職
場
で
の
話
題
づ
く
り
に
も
よ

さ
そ
う
な
、
楽
し
く
て
為
に
な
る
内
容
で
あ
る
。

進
行
す
る
日
本
の
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
は
、
労

働
の
に
な
い
手
不
足
や
需
要
の
縮
小
に
つ
な
が
り
、
と

り
わ
け
地
方
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

一
方
で
、
逆
境
に
あ
っ
て
も
創
業
の
地
を
大
切
に
し
な

が
ら
県
外
へ
、
さ
ら
に
世
界
へ
と
羽
ば
た
き
、
地
域
に

貢
献
し
て
い
る
元
気
な
企
業
も
存
在
す
る
。

本
書
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
加

え
、
東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
成
長
し
て

き
た
、
福
島
県
内
の
企
業
を
て
い
ね
い
に
紹
介
す
る
。

東
邦
銀
行
系
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
「
と
う
ほ
う

地
域
総
合
研
究
所
」
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
生
産
性

本
部
と
の
共
同
企
画
で
、
福
島
県
内
25
社
の
企
業
を
取

材
し
、成
長
や
変
革
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
伝
え
て
き
た
。

本
書
は
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
全
国
お
よ
び
海
外
に
も

事
業
展
開
す
る
６
社
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
世
界
最
高

レ
ベ
ル
の
最
狭
隣
接
間
隔
で
電
子
部
品
を
実
装
す
る
技

術
を
持
つ
企
業
、
林
業
で
つ
ち
か
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
て
成
長
す
る
企
業
、
老
舗
旅
館
を
統
合
し
て
再
生

を
果
た
し
た
企
業
な
ど
で
あ
る
。

経
営
の
手
本
と
な
る
逆
境
か
ら
の
転
換
、技
能
伝
承
、

従
業
員
満
足
度
、
市
場
開
拓
の
取
組
み
な
ど
を
紹
介
す

る
ほ
か
、
６
社
の
成
長
ポ
イ
ン
ト
を
分
析
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
、地
方
創
生
の
手
が
か
り
も
示
し
て
い
る
。

人
生
、
本
番
は
六
十
歳
か
ら
！

数
々
の
重
病
に
打
ち
克
っ
た
私
の
健
康
法
と
考
え
方

脳
科
学
で
わ
か
っ
た
！
80
歳
か
ら
で
も

成
長
す
る
　
も
っ
と
脳
活
お
り
が
み

地
域
発
エ
ク
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー

定年後から輝き始めた元サラリーマンの自己啓発書

87歳・現役建築士のおりがみ作家と脳科学者が紹介。 楽しいおりがみで脳が活性化！

新たな産業や雇用を生んで世界へ羽ばたき、地域に貢献する福島県の企業を紹介
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令
和
６
年
度
「
過
労
死
等
の
労
災
補
償
状

況
」
を
公
表

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
過
重
な
仕
事
が
原
因
で
発
症
し
た
脳・

心
臓
疾
患
、
仕
事
に
よ
る
強
い
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
で

発
病
し
た
精
神
障
害
の
労
災
補
償
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め

た
、
令
和
６
年
度
「
過
労
死
等
の
労
災
補
償
状
況
」
を
公

表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
請
求
件
数
は

１
０
３
０
件
で
、
前
年
度
と
比
べ
７
件
増
加
し
た
。
ま
た
、

業
務
上
認
定
さ
れ
た
の
は
２
４
１
件
（
当
該
年
度
内
に
業

務
上
認
定
さ
れ
た
件
数
で
、当
該
年
度
以
前
に
請
求
が
あ
っ

た
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
）
で
、
前
年
度
と
比
べ
25
件

増
加
し
て
い
る
。
請
求
件
数
、
業
務
上
認
定
件
数
と
も
に

３
年
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。
年
齢
別
に
み
る
と
、
請
求

件
数
は「
50
～
59
歳
」４
１
１
件
、「
60
歳
以
上
」３
４
８
件
、

「
40
～
49
歳
」
２
１
３
件
の
順
で
多
く
、
支
給
決
定
件
数
は

「
50
～
59
歳
」
１
２
９
件
、「
40
～
49
歳
」
60
件
、「
60
歳
以

上
」
44
件
の
順
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
み
る
と
、
労
災
請
求
件
数

は
３
７
８
０
件
で
、
前
年
度
と
比
べ
２
０
５
件
増
加
し
た
。

ま
た
、
業
務
上
認
定
さ
れ
た
の
は
１
０
５
５
件
で
、
前
年

度
と
比
べ
１
７
２
件
増
加
し
て
い
る
。
請
求
件
数
は
４
年

連
続
の
増
加
、
業
務
上
認
定
件
数
は
７
年
連
続
の
増
加
と

な
っ
た
。
な
お
、
精
神
障
害
に
か
か
わ
る
労
災
請
求
事
案

に
は
、
精
神
障
害
の
結
果
、
自
殺
（
未
遂
を
含
む
）
に
至
っ

た
事
案
が
あ
る
が
、
２
０
２
４
年
度
は
３
７
８
０
件
中
２

０
２
件
（
う
ち
業
務
上
認
定
88
件
）と
な
っ
て
い
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/new

page_59039.
htm
l

「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
障
害
者
の
差
別
禁
止
・
合
理
的
配
慮

の
提
供
義
務
に
係
る
相
談
等
実
績
（
令
和
６
年
度
）」を
公
表

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
都
道
府
県
労
働
局
や
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
お
け
る
「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る

障
害
者
の
差
別
禁
止
・
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
に
係
る

相
談
等
実
績
（
令
和
６
年
度
）」
を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
障
害
者
差
別
お
よ
び
合
理
的
配
慮
の

提
供
に
関
す
る
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
の
相
談
件
数

は
４
３
８
件
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
９
３
件
増
加
し
た

（
対
前
年
度
比
78
・
８
％
増
）。
相
談
者
の
内
訳
は
、
障
害

者
か
ら
が
３
９
１
件
、事
業
主
か
ら
が
32
件
、そ
の
他
（
家

族
等
）
が
15
件
。
相
談
内
容
を
み
る
と
、
障
害
者
差
別
に

関
す
る
相
談
は
98
件
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
関
す
る
相

談
は
３
４
０
件
と
な
っ
て
い
る
。

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、

「
募
集
・
採
用
時
」
が
最
も
多
く
全
体
の
28
・
２
％
、
次
い

で
「
配
置
」、「
解
雇
」
が
ど
ち
ら
も
同
14
・
６
％
。
合
理

的
配
慮
の
提
供
に
関
す
る
相
談
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、

「
上
司
・
同
僚
の
障
害
理
解
に
関
す
る
も
の
」（
全
体
の

27
・
４
％
）、「
相
談
体
制
の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
関
す
る
も
の
」（
同
15
・
７
％
）、「
業
務
内
容
・
業
務

量
に
関
す
る
も
の
」（
同
13
・
２
％
）
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る
紛
争
解
決
の
援
助

申
立
受
理
件
数
は
２
件
、
障
害
者
雇
用
調
停
会
議
に
よ
る

調
停
申
請
受
理
件
数
は
11
件
と
な
っ
て
い
る
。

障
害
者
雇
用
促
進
法
は
、
す
べ
て
の
事
業
主
に
対
し
て
、

募
集
・
採
用
、
賃
金
な
ど
の
雇
用
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
局

面
に
お
い
て
、
障
害
を
理
由
に
不
当
な
差
別
を
せ
ず
、
障

害
者
が
職
場
で
働
く
に
あ
た
っ
て
の
支
障
を
改
善
す
る
べ

く
個
別
の
対
応
や
支
援
を
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/new

page_58773.htm
l

令
和
６
年
度
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
の

結
果
を
公
表

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
令
和
６
年
度
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。
同
調
査
は
、
企
業
が
実
施
し
た
教

育
訓
練
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
常
用
労

働
者
30
人
以
上
の
企
業
お
よ
び
事
業
所
、
ま
た
そ
こ
で
働

く
労
働
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。

調
査
結
果
を
み
る
と
、
教
育
訓
練
の
実
施
状
況
は
、
計

画
的
な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
実
施
し
た
事
業
所
割
合
は
、
正
社
員
で

は
61・１
％
（
前
回
60・６
％
）、
正
社
員
以
外
で
は
27・１
％

（
同
23
・
２
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

技
能
継
承
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
の
割
合
は

84
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
産
業
別
に
み
る
と
、「
製
造
業
」

（
94
・
９
％
）、「
建
設
業
」（
94
・
３
％
）、「
学
術
研
究
、

専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
」（
93
・
４
％
）
で
９
割
を
超
え

て
い
る
。
取
組
み
内
容
の
内
訳
を
み
る
と
、「
中
途
採
用
を

増
や
し
て
い
る
」（
56・４
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
退

職
者
の
中
か
ら
必
要
な
者
を
選
抜
し
て
雇
用
延
長
、
嘱
託

に
よ
る
再
雇
用
を
行
い
、
指
導
者
と
し
て
活
用
し
て
い
る
」

（
49
・
６
％
）、「
新
規
学
卒
者
の
採
用
を
増
や
し
て
い
る
」

（
33
・
８
％
）
と
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
２
３
年
度
に
自
己
啓
発
を
実
施
し
た
労
働

者
の
割
合
は
、
36
・
８
％
（
前
回
34
・
４
％
）
と
な
っ
て
い

る
。
雇
用
形
態
別
の
実
施
率
は
、
正
社
員
45
・
３
％
、
正

社
員
以
外
15
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
別
に
み
る
と
、

30
歳
以
上
で
は
、「
30
～
39
歳
」（
45・０
％
）、「
40
～
49
歳
」

（
38
・
３
％
）、「
50
～
59
歳
」（
31
・
４
％
）、「
60
歳
以
上
」

（
20
・
６
％
）
と
、
年
齢
階
級
が
高
く
な
る
ほ
ど
実
施
率
が

低
く
な
っ
て
い
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/houdou/new

page_�
00202.htm

l

働
く
女
性
の
更
年
期
症
状
に
関
す
る
調
査

結
果
を
発
表

内
閣
府

内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
は
、
働

く
女
性
の
更
年
期
症
状
に
関
す
る
調
査
結
果
と
分
析
内
容

を
発
表
し
た
。

日
本
で
は
45
～
54
歳
の
女
性
の
就
業
率
が
80
％
を
超

え
、
職
場
に
お
け
る
健
康
課
題
と
し
て
更
年
期
対
策
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
が
、
働
く
女
性
の
更
年
期
症
状
の
改
善

や
予
防
に
役
立
つ
エ
ビ
デ
ン
ス
の
蓄
積
は
少
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、同
調
査
と
研
究
は
２
０
２
１
（
令
和
３
）年
９
月
、

民
間
調
査
会
社
に
登
録
し
て
い
る
45
～
56
歳
の
働
く
女
性

を
対
象
に
実
施
。
有
効
回
答
か
ら
２
７
３
１
人
を
分
析
対

象
と
し
、
働
く
女
性
の
更
年
期
症
状
に
有
意
に
関
連
す
る

因
子
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
更
年
期
症
状
の
症
状
が
な
い
～
軽
症
」

に
分
類
さ
れ
る
Ｓ
Ｍ
Ｉ（
更
年
期
症
状
の
程
度
を
評
価
す

る
た
め
の
簡
略
更
年
期
指
数
）
25
点
以
下
は
、
２
７
３
１

人
中
１
６
３
８
人（
全
体
の
60・０
％
）。「
中
等
症
～
重
症
」

と
さ
れ
る
Ｓ
Ｍ
Ｉ
26
点
以
上
は
、
１
０
９
３
人
（
同
40
・

０
％
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
更
年
期
症
状
の
緩
和
や
予
防

の
た
め
、
市
販
薬
を
含
む
医
薬
品
等
を
使
用
す
る
人
は
５

３
０
人
（
同
19
・
４
％
）
で
、
更
年
期
症
状
に
対
す
る
医

薬
品
等
を
使
用
し
な
が
ら
働
く
女
性
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

「
中
等
症
～
重
症
」
に
影
響
を
及
ぼ
す
因
子
と
し
て
、
個

人
の
身
体
状
況
に
関
連
す
る
３
因
子
（
肥
満
度
、
閉
経
移

行
期
・
閉
経
状
態
、
婦
人
科
疾
患
の
既
往
歴
）
と
、
労
働

環
境
に
関
連
す
る
２
因
子
（
５
㎏
以
上
の
重
量
物
の
持
ち

上
げ
が
１
日
１
回
以
上
あ
る
、
月
に
１
回
以
上
の
深
夜
勤

務
）と
の
有
意
な
関
連
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.esri.cao.go.jp/jp/esri/archive/e_

dis/2025/e_dis401.htm
l
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調
査
・
研
究�

「
シ
ニ
ア（
本
調
査
で
は
65
歳
以
上
）の
ア
ル

バ
イ
ト
調
査（
２
０
２
５
年
）」
の
結
果
発
表

マ
イ
ナ
ビ

株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
は
、「
シ
ニ
ア
の
ア
ル
バ
イ
ト
調
査

（
２
０
２
５
年
）」
結
果
を
発
表
し
た
。

調
査
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
就
業
中
の
65
歳
～
79
歳
の
男
女

を
対
象
と
し
て
実
施
。
有
効
解
答
数
は
１
４
４
６
件
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
65
歳
以
上
の
ア
ル
バ
イ
ト
就
業
者
の

３
人
に
２
人
が
、
雇
用
形
態
に
お
い
て
希
望
通
り
の
働
き

方
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
の
目
的
は「
生

活
費
の
た
め
」
が
46
・
９
％
で
最
も
高
く
、
次
い
で
「
健

康
維
持
の
た
め
」
が
38
・
１
％
、「
健
康
的
な
生
活
リ
ズ
ム

を
作
る
た
め
」
が
33
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
定
年
退
職
経
験
者
に
、
定
年
後
の
仕
事
内
容
や

働
き
方
に
関
す
る
「
イ
メ
ー
ジ
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
聞
い
た
結

果
に
つ
い
て
み
る
と
、「
思
っ
た
よ
り
給
料
が
少
な
い
」
が

45
・
０
％
で
最
も
高
く
、「
思
っ
た
よ
り
年
収
が
下
が
っ
た
」

が
43
・
７
％
、「
思
っ
た
よ
り
仕
事
の
自
由
度
が
高
い
」
が

42
・
４
％
。
ま
た
、「
思
っ
た
よ
り
仕
事
に
や
り
が
い
が
あ

る
」
が
40・７
％
、「
思
っ
た
よ
り
責
任
が
軽
い
」
が
40・０
％

と
な
っ
て
お
り
、
収
入
面
で
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ギ
ャ
ッ
プ

が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
自
由
度
や
や
り
が
い
と
い
っ
た
項

目
に
関
し
て
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ギ
ャ
ッ
プ
も
う
か
が
え
た
。

調
査
担
当
者
は
、「
多
面
的
な
実
態
を
踏
ま
え
る
と
、
人

手
不
足
が
進
む
中
で
、
シ
ニ
ア
就
業
を
単
な
る
労
働
力
確

保
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の
生
き
方
や
社
会
と
の

関
わ
り
を
支
え
る
重
要
な
役
割
と
し
て
捉
え
る
視
点
が
、

よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

https://career-research.m
ynavi.jp/

reserch/20250626_97147/

発
行
物�

小
冊
子
『
ね
ん
き
ん
ガ
イ
ド
︱
今
か
ら
考

え
る
老
後
保
障
︱
』
を
改
訂

生
命
保
険
文
化

セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
小
冊
子

『
ね
ん
き
ん
ガ
イ
ド
︱
今
か
ら
考
え
る
老
後
保
障
︱
』（
Ｂ

5
判
、
カ
ラ
ー
68
ペ
ー
ジ
）を
改
訂
し
た
。

こ
の
冊
子
は
、
老
後
を
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
く
の

か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
経
済
的
準
備
が
必
要
な

の
か
を
考
え
る
と
き
に
参
考
に
で
き
る
最
新
情
報
を
掲
載

し
、
公
的
年
金
制
度
の
基
礎
知
識
、
個
人
年
金
保
険
の
仕

組
み
や
契
約
時
の
注
意
点
な
ど
を
、
図
表
や
具
体
例
を
用

い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

改
訂
（
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
６
月
）の
お
も
な
ポ
イ

ン
ト
は
、
次
の
通
り
。

◆�

２
０
２
５
年
度
の
年
金
額
や
加
算
額
な
ど
を
掲
載
し
、

事
例
計
算
や
年
金
額
早
見
表
な
ど
を
更
新

◆�

制
度
改
正
な
ど
を
反
映
し
、
最
新
情
報
を
掲
載
（
育
児

期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
高
年
齢
雇
用
継
続

給
付
の
給
付
率
の
引
下
げ
、iD

eC
o

（
イ
デ
コ
）
の
拠

出
限
度
額
の
引
上
げ
や
退
職
所
得
控
除
額
の
調
整
期
間

の
延
長
、
公
的
年
金
に
か
か
る
所
得
税
な
ど
）

◆�

次
期
年
金
制
度
改
正
に
む
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
内
容
を
補
足
説
明
（
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
、
配
偶

者
や
子
ど
も
へ
の
加
算
の
見
直
し
、
在
職
老
齢
年
金
の

支
給
停
止
調
整
額
の
引
上
げ
な
ど
）

◆
掲
載
デ
ー
タ
の
最
新
化

※�

一
冊
２
０
０
円
（
税
込
・
送
料
別
）。
申
込
み
は
、
左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
で
。

https://w
w
w
.jili.or.jp/press/2025/10027.

htm
l

働
く
女
性
の
更
年
期
症
状
に
関
す
る
調
査

結
果
を
発
表

内
閣
府

内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
は
、
働

く
女
性
の
更
年
期
症
状
に
関
す
る
調
査
結
果
と
分
析
内
容

を
発
表
し
た
。

日
本
で
は
45
～
54
歳
の
女
性
の
就
業
率
が
80
％
を
超

え
、
職
場
に
お
け
る
健
康
課
題
と
し
て
更
年
期
対
策
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
が
、
働
く
女
性
の
更
年
期
症
状
の
改
善

や
予
防
に
役
立
つ
エ
ビ
デ
ン
ス
の
蓄
積
は
少
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、同
調
査
と
研
究
は
２
０
２
１
（
令
和
３
）年
９
月
、

民
間
調
査
会
社
に
登
録
し
て
い
る
45
～
56
歳
の
働
く
女
性

を
対
象
に
実
施
。
有
効
回
答
か
ら
２
７
３
１
人
を
分
析
対

象
と
し
、
働
く
女
性
の
更
年
期
症
状
に
有
意
に
関
連
す
る

因
子
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
更
年
期
症
状
の
症
状
が
な
い
～
軽
症
」

に
分
類
さ
れ
る
Ｓ
Ｍ
Ｉ（
更
年
期
症
状
の
程
度
を
評
価
す

る
た
め
の
簡
略
更
年
期
指
数
）
25
点
以
下
は
、
２
７
３
１

人
中
１
６
３
８
人（
全
体
の
60・０
％
）。「
中
等
症
～
重
症
」

と
さ
れ
る
Ｓ
Ｍ
Ｉ
26
点
以
上
は
、
１
０
９
３
人
（
同
40
・

０
％
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
更
年
期
症
状
の
緩
和
や
予
防

の
た
め
、
市
販
薬
を
含
む
医
薬
品
等
を
使
用
す
る
人
は
５

３
０
人
（
同
19
・
４
％
）
で
、
更
年
期
症
状
に
対
す
る
医

薬
品
等
を
使
用
し
な
が
ら
働
く
女
性
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

「
中
等
症
～
重
症
」
に
影
響
を
及
ぼ
す
因
子
と
し
て
、
個

人
の
身
体
状
況
に
関
連
す
る
３
因
子
（
肥
満
度
、
閉
経
移

行
期
・
閉
経
状
態
、
婦
人
科
疾
患
の
既
往
歴
）
と
、
労
働

環
境
に
関
連
す
る
２
因
子
（
５
㎏
以
上
の
重
量
物
の
持
ち

上
げ
が
１
日
１
回
以
上
あ
る
、
月
に
１
回
以
上
の
深
夜
勤

務
）と
の
有
意
な
関
連
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.esri.cao.go.jp/jp/esri/archive/e_

dis/2025/e_dis401.htm
l
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これからのキャリア形成支援
自律的キャリアはなぜ難しい？― ミドル・シニアの学ぶ意思をどう引き出すか

令和 7 年度   生涯現役社会の    実現に向けたシンポジウム

　改正高年齢者雇用安定法により、70歳までの就業機会の確保が　改正高年齢者雇用安定法により、70歳までの就業機会の確保が
企業の努力義務となるなか、高年齢者の戦力化は喫緊の課題です。企業の努力義務となるなか、高年齢者の戦力化は喫緊の課題です。
　本シンポジウムでは、企業の人事担当者など関係者のみなさま　本シンポジウムでは、企業の人事担当者など関係者のみなさま
に向けて、講演、事例発表、パネルディスカッションを通じて、 に向けて、講演、事例発表、パネルディスカッションを通じて、 
ミドル・シニア層の戦力化に向けた実践的な取組みや課題、今後ミドル・シニア層の戦力化に向けた実践的な取組みや課題、今後
の展望についてともに考えます。の展望についてともに考えます。

　生産年齢人口の減少やコロナ禍以降の急速なデジタル化は、シニア社員の戦力化や新しいスキルが求められる
時代が到来しています。このような環境の変化に適応していくためには、個人の主体的なキャリア形成への支援が
重要となります。本シンポジウムでは、リスキリングやキャリア支援に積極的な企業事例を通じて、ミドル・シニ
ア社員の学ぶ意思をどう引き出すか、望ましい支援のあり方を考えます。

お問合せ先

TEL：043-297-9527高齢者雇用推進・研究部　普及啓発課

参加無料昨年度（2024年度） 参加者満足度88%　参加者数1200人超

企業の経営者
人事担当者必見

さまざまな企業の
取組みがわかる

日 時   2025（令和7）年10月16日（木）14：00 〜16：45
開会挨拶

総括

事例発表

パネルディスカッション コーディネーター パネリスト

休憩

基調講演
「自律的キャリアはなぜ難しい？ 
ーミドル・シニアの学ぶ意思をどう引き出すか」

小林 祐児 氏

小林 祐児 氏

トヨタ自動車九州株式会社
西川コミュニケーションズ株式会社
株式会社三菱 UFJ 銀行

小林 祐児 氏
株式会社パーソル総合研究所 主席研究員
執行役員シンクタンク本部長

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

14:00～14:05

14:35～15:35

15:45～16:35

14:05～14:35

15:35～15:45

16:35～16:45

西川コミュニケーションズ株式会社
人事広報部長
神谷 昌宏 氏

トヨタ自動車九州株式会社
人財開発部キャリア自律推進グループ
グループ長 松岡 義幸 氏

株式会社三菱 UFJ 銀行
人事部企画グループ次長
昇高 慶 氏

ライブ配信
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申込案内ページ

シニア社員を活性化するための人材マネジメント
組織の活性化に貢献！―シニア社員を活かす 持続可能な人材マネジメントの仕組み

令和 7 年度   生涯現役社会の    実現に向けたシンポジウム

　生産年齢人口の減少が進むなか、企業が持続的に成長していくためにはシニア社員の意欲と能力を引き出し戦
力化する人材マネジメントが不可欠です。本シンポジウムでは、企業によるシニア活躍の取組事例などを紹介し、
持続可能な人材マネジメントのあり方を議論します。

※�専用フォームからのお申込みがむずかしい場合、右記お問合せ先にご連絡ください。お電話で対応させていただきます。
※�お申込みの際に取得した個人情報は適切に管理され、JEEDが主催・共催・後援するシンポジウム・セミナー、刊行物の案内等にのみ
利用します。利用目的の範囲内で適切に取り扱うものとし、法令で定められた場合を除き、第三者に提供しません。

https://www.elder.jeed.go.jp/moushikomi.html

日 時   2025（令和7）年10月24日（金）14：00 〜16：45
開会挨拶

総括

講演

事例発表

パネルディスカッション コーディネーター パネリスト

休憩

基調講演
「シニア社員を活かす人材マネジメント
サスティナブル・キャリアの視点から」

「シニアのジョブ・クラフティング
ー生涯現役を支える組織のあり方」

山﨑 京子 氏

山﨑 京子 氏

岸田 泰則 氏
三菱 UFJ 信託銀行株式会社
ライオン株式会社

ライオン株式会社
人材開発センター
キャリア開発グループ 青木 陽奈 氏

山﨑 京子 氏
立教大学大学院ビジネスデザイン研究科 特任教授 /
日本人材マネジメント協会理事長

岸田 泰則 氏
釧路公立大学 准教授

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

14:00～14:05

16:35～16:45

14:35～14:55

14:55～15:35

15:45～16:35

14:05～14:35

15:35～15:45

三菱 UFJ 信託銀行株式会社
執行役員人事部長
中村 剛雄 氏

申込方法

1

3

4

2

参加イベントを選択

申込み確認

当　　日

申　込　み

手続き一覧ページから、参加を希望するイベントを選択してください。

入力内容を確認し、「申込む」を選択してください。
※申込み後、完了メールが届きますので、ご確認ください。

申込み完了メールに掲載されている URL から動画を視聴してください。

「利用者登録せずに申し込む方はこちら」を選択し、
利用規約に同意した上で必須事項を入力し、「確認へ進む」を選択してください。
※入力後、受信したメールに記載されている URL をクリックすると、申請ページが表示されます。

申込締切▶︎
当日15 時
ライブ視聴：各開催日 

ライブ配信
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リーダーズトーク

詳しくは 検 索
※カメラで読み取ったリンク先が
　https://www.jeed.go.jp/general/merumaga/index.html
　であることを確認のうえアクセスしてください。

JEEDメールマガジン
好評配信中！

JEED　メルマガ

読者の声
  募集！

高齢で働く人の体験、企業で人事
を担当しており積極的に高齢者を
採用している方の体験、エルダー
の活用方法に関するエピソードな
どを募集します。文字量は400
字〜1000字程度。また、本誌
についてのご意見もお待ちしてい
ます。左記宛てFAX、メールな
どでお寄せください。

10月号

月刊エルダー9月号　No.550
●発行日—令和7年9月1日（第47巻 第9号 通巻550号）
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（企画部情報公開広報課）
	 FAX　０43（213）6556
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特集

岩本隆さん（慶應義塾大学大学院経営管理研究科講師、山形大学客員教授）

編集アドバイザー （五十音順）

池田　誠一……日本放送協会解説委員室解説委員
猪熊　律子……読売新聞編集委員
上野　隆幸……松本大学人間健康学部教授
大木　栄一……玉川大学経営学部教授
大嶋江都子……�株式会社前川製作所 コーポレート本部総務部門
金沢　春康……��一般社団法人

 100年ライフデザイン・ラボ代表理事
佐久間一浩……全国中小企業団体中央会事務局次長
丸山　美幸……社会保険労務士
森田　喜子……TIS 株式会社人事本部人事部
山﨑　京子……�立教大学大学院ビジネスデザイン研究科特任教授、
	 日本人材マネジメント協会理事長

@JEED_elder

よりよい誌面づくりのため、
みなさまの声を
お聞かせください。

最新号発行のお知らせや
コーナー紹介などを
お届けします。

回答はこちらから

▲

読者アンケートに 
ご協力を 

お願いします！
公式X（旧Twitter）は

こちら！

●
今
号
の
特
集
は
、「
多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度

を
整
備
し
、
生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
多
様
性
の
時
代
を
迎
え
た
い
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
を
抱
え
な
が
ら
働
い
て
い
る
人
が
多
い
の
は

全
世
代
共
通
で
す
が
、
特
に
高
齢
者
の
場
合
は
、

加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
に
加
え
、
疾
病
リ

ス
ク
の
上
昇
、
家
族
と
の
関
係
な
ど
、
抱
え
る
事

情
の
要
素
が
増
え
る
と
と
も
に
個
別
化
し
て
い
く

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
な
か
で
、
高
齢
者
が
働
き
続
け
る
環

境
を
整
え
て
い
く
う
え
で
は
、
そ
の
個
別
性
に
対

応
可
能
な
、
柔
軟
に
働
け
る
仕
組
み
の
整
備
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
今
号
で
は
、
短
日
・
短
時
間
勤
務

や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
、
時
間
と
場
所
に
焦
点
を
当

て
た
制
度
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
が
、
多
様
な

正
社
員
制
度
や
副
業
・
兼
業
な
ど
、
会
社
と
働
く

人
と
の
新
し
い
関
係
も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
会
社
と
高
齢
社
員
を
含
む
労
働
者
の
両
者
が

W
i
n
ー
W
i
n
と
な
る
多
様
な
働
き
方
の
実
現

に
向
け
、
本
特
集
が
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
10
月
は
「
高
年
齢
者
就
業
支
援
月
間
」
で
す
。

J
E
E
D
で
は
10
月
3
日
の
「
高
年
齢
者
活
躍
企

業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
は
じ
め
、「
生
涯
現
役
社
会

の
実
現
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
ラ
イ
ブ
配

信
）、
47
都
道
府
県
で
「
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

令和7年度
高年齢者活躍企業コンテストⅠ
厚生労働大臣表彰受賞企業事例から
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金
型
製
造
の
最
終
的
な

調
整
と
組
込
み
を
に
な
う

樹
脂
金
型
の
成
形
や
金
属
加
工
な
ど

の
高
度
な
技
術
で
、
自
動
車
や
電
子
・

通
信
、
医
療
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
製

品
の
試
作
か
ら
量
産
ま
で
を
一
貫
し
て

支
援
す
る
株
式
会
社
ク
ラ
イ
ム
・
ワ
ー

ク
ス
。
同
社
の
製
造
部
金
型
部
門
で
樹

脂
成
形
用
金
型
の
組
立
て
や
調
整
を
担

当
し
て
い
る
の
が
及
川
光
宏
さ
ん
だ
。

上
の
写
真
の
棚
に
並
ぶ
四
角
い
金
属

は
、
樹
脂
の
射し
ゃ

出し
ゅ
つ

成せ
い

形け
い

に
用
い
ら
れ

る
金
型
の
外
側
の
ベ
ー
ス
に
あ
た
る
部

分
。
そ
の
内
側
に
、
樹
脂
を
成
形
す
る

金か
な

型が
た

製
造
工

及お

い

川か

わ

光み

つ

宏ひ

ろ

さ
ん
（
70
歳
）

ミ
ク
ロ
ン

新
製
品
の
開
発
を
支
え
る

単
位
の
調
整
で

 vol.355
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機械加工でできあがった金型の駒を調整する。顕微鏡をのぞきながら、サンドペーパーを当てて竹べらでこすりながら削り、ミクロン単位の調整を行う

た
め
の
凹
凸
の
あ
る
「
駒
」
と
呼
ば
れ

る
金
型
部
品
を
調
整
し
て
組
み
込
む
の

が
及
川
さ
ん
の
役
割
だ
。

及
川
さ
ん
が
特
に
評
価
さ
れ
て
い
る

の
は
、
電
気
自
動
車
の
部
品
に
用
い
る

バ
ス
バ
ー
※
電
極
端
子
生
産
用
の
イ
ン

サ
ー
ト
成
形
の
金
型
の
製
造
技
能
。
イ

ン
サ
ー
ト
成
形
と
は
、
金
属
部
品
と
樹

脂
を
一
体
成
形
す
る
方
法
の
こ
と
だ
。

金
型
の
駒
は
、
N
C（
数
値
）
制
御

の
工
作
機
械
で
形
を
つ
く
っ
た
あ
と
、

及
川
さ
ん
が
手
作
業
で
細
か
い
調
整
を

行
い
、
数
十
種
類
の
駒
を
金
型
に
組
み

込
む
。
そ
の
際
に
求
め
ら
れ
る
の
が
、

ミ
ク
ロ
ン
単
位
で
の
調
整
だ
。

「
最
新
の
機
械
を
駆
使
し
て
つ
く
っ

て
も
、
最
後
は
手
作
業
で
調
整
し
な
い

と
、
金
型
と
し
て
組
み
込
め
ま
せ
ん
」

例
え
ば
、
イ
ン
サ
ー
ト
用
バ
ス
バ
ー

を
製
作
す
る
工
程
で
金
属
を
曲
げ
る

と
、
そ
の
部
分
に
わ
ず
か
な
膨
ら
み
が

生
じ
る
。
そ
の
膨
ら
み
が
原
因
で
成
形

の
と
き
に
そ
の
ま
ま
金
型
を
セ
ッ
ト
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
顕
微
鏡
越

し
に
ヤ
ス
リ
な
ど
で
金
型
を
削
っ
て
調

整
す
る
。
こ
の
精
度
が
、
で
き
あ
が
る

部
品
の
品
質
を
左
右
す
る
。

「
こ
れ
く
ら
い
で
い
け
た
か
な
、
と

思
っ
た
と
こ
ろ
で
測
っ
て
み
る
と
、
だ

い
た
い
合
っ
て
い
ま
す
。
機
械
で
調
整

す
る
と
、
手
作
業
よ
り
も
時
間
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
機

械
化
が
進
ん
だ
現
在
で
も
、
最
終
的
に

は
人
の
手
を
か
け
な
い
と
い
け
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

手
作
業
で
身
に
つ
け
た

匠た
く
み

の
技
と
感
覚

及
川
さ
ん
は
中
学
校
を
卒
業
後
、
職

業
訓
練
校
の
機
械
科
で
学
ん
だ
後
、
大

手
企
業
に
就
職
。
し
か
し
体
調
を
崩
し
、

入
院
先
で
知
り
合
っ
た
人
の
紹
介
で
金

属
加
工
の
会
社
に
入
社
し
た
。
そ
こ
で
、

樹
脂
金
型
の
仕
事
に
出
合
う
。

「
溶
か
し
た
樹
脂
を
流
し
込
ん
で
形

が
で
き
る
射
出
成
形
に
お
も
し
ろ
さ
を

感
じ
ま
し
た
」

当
時
の
町
工
場
に
は
高
価
な
Ｎ
Ｃ
制

御
の
機
械
は
な
か
っ
た
た
め
、
一
か
ら

「成果物がうまくできたときの喜びを、若い世代にも知ってもらいたい。
その感覚が身につけば、仕事への関心が深まり、技能も上達できます」

※　バスバー……大容量の電流を流すための導体
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「
面
倒
く
さ
が
っ
て
簡
単
に
や
っ
て

し
ま
う
と
、
そ
の
ま
ま
仕
事
を
覚
え
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

若
い
世
代
に
感
じ
る
の
は
、
技
術
面

よ
り
も
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
の
む
ず
か
し
さ
だ
と
い
う
。

「
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
は
、
う
ま
く

で
き
た
と
き
の
喜
び
で
す
。
若
い
人
た

ち
に
も
、
そ
の
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
仕
事
に
も
っ
と

興
味
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
」

成
果
物
へ
の
関
心
が
薄
い
若
い
世
代

と
の
感
覚
の
違
い
を
感
じ
な
が
ら
も
、

も
の
づ
く
り
の
本
質
的
な
喜
び
を
伝
え

よ
う
と
努
め
て
い
る
。

「
人
生
は
仕
事
と
切
り
離
せ
ま
せ
ん
。

体
が
動
く
か
ぎ
り
、
好
き
な
仕
事
を
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

70
代
に
な
っ
て
も
現
場
で
働
き
続

け
、
次
世
代
へ
の
継
承
に
取
り
組
む
姿

勢
は
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
て

き
た
職
人
の
心
意
気
そ
の
も
の
で
あ
る
。

株
式
会
社
ク
ラ
イ
ム
・
ワ
ー
ク
ス

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３（
３
７
４
２
）０
６
９
１

https://w
w
w
.clim

bw
orks.co.jp

（
撮
影
・
羽
渕
み
ど
り
／
取
材
・
増
田
忠
英
）

手
作
業
で
金
型
を
つ
く
っ
て
い
た
。
技

能
は
先
輩
の
作
業
を
見
つ
つ
、
自
分
で

や
り
な
が
ら
覚
え
て
い
っ
た
。

「
い
ま
と
は
違
い
、
徹
夜
も
あ
た
り

前
で
し
た
が
、も
の
が
で
き
あ
が
る
と
、

ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」

い
く
つ
か
の
会
社
に
勤
め
、
株
式
会

社
ク
ラ
イ
ム
・
ワ
ー
ク
ス
に
入
社
し
た

の
は
67
歳
の
と
き
。
長
年
に
わ
た
る
経

験
で
つ
ち
か
っ
た
技
能
が
高
く
評
価
さ

れ
た
。

も
の
づ
く
り
の
喜
び
を

若
い
世
代
に
伝
え
た
い

同
社
に
お
け
る
後
進
の
育
成
、
技
能

の
継
承
も
及
川
さ
ん
の
大
切
な
役
割

だ
。「

私
が
覚
え
た
こ
と
は
惜
し
み
な
く

教
え
ま
す
。
昔
は
『
盗
ん
で
覚
え
ろ
』

と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
い
ま
の

若
者
に
は
合
わ
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
」

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
な
が
ら
く

り
返
し
伝
え
て
い
る
の
は
、
手
を
抜
か

な
い
こ
と
の
大
切
さ
だ
。

熟練の技能を持つ及川さんにとって、後進
の育成も役割の一つ。現物を見ながら、マ
ンツーマンでていねいに教える

金型を製造するために金属を切断、加工する機械
が並ぶ。ここで加工したものを磨き、0.01〜 0.02
ミリ単位で調整するのが及川さんの仕事だ

金属の周囲に樹脂を流し込んで一体化させるイン
サート成形は、さまざまな部品製作に用いられている
（写真提供：株式会社クライム・ワークス）

及川さんが得意とするインサート成形用の
金型は、EV（電気自動車）、FCV（燃料
電池自動車）などのパワートレインやモー
ター関連の部品開発にも不可欠な技能だ
（写真提供：株式会社クライム・ワークス）

同じ職場で働く若手技能者のみなさんと。ベ
テランでありながら謙虚な及川さんは、後輩
たちからとても慕われている

金型をミクロン単位で調整するために使用するヤ
スリや竹べらなどの道具。竹べらはサンドペーパー
で細部を削りやすいように手づくりしたもの
（写真提供：株式会社クライム・ワークス）
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　今回は集中力のトレーニングです。歳をとると注意力のうち、特に、注意の持続
力が低下したり、根気よくやり続ける力が枯渇したりしやすくなります。加えて、視
力が落ちると見間違えも増えてしまいます。それでもがんばって、答えを見つけ続
けることで、注意の持続力や集中力アップのトレーニングができます。

目標
4分

第99回 数字ぷちぷち
最初に「１」を探してください。
１を見つけたら、１から順番になるべく早く最後まで数字を塗り
つぶしましょう。

「しっかり見ること」こそが集中力の根源
集中力の根源は「しっかり見ること」
です。集中力には、脳の「前

ぜん

頭
とう

前
ぜん

野
や

」
という部位が深く関係しています。こ
こは意志力や判断力、感情のコント
ロールなどをにない、人間らしさの根
幹とも考えられる部分です。さらに、
この前頭前野には「前

ぜん

頭
とう

眼
がん

野
や

」といっ
て眼球のコントロールにかかわり、注
意力、集中力の中枢ともいえる部位が
あります。
何かに集中しようとしたとき、気が
散ってしまう場合は、まず対象をしっ
かり見ましょう。また、前頭前野の下

側には、「がまん」に関連する部位も
あります。注意が続かないとき、ここ
の活動が落ちています。しっかり見る、
見続ける、これは訓練で鍛えられます。
ですから、「自分には集中力がない」
とあきらめる必要はありません。
今回の問題のように、たとえ数分間
だけでも目の前の課題に集中すること
をくり返せば、少しずつ「集中し続け
る力」が身についていきます。最初は
数分でもかまいません。そこから十数
分、数十分と段階的に時間を伸ばして
いくのがコツです。

篠原菊紀（しのはら・きくのり）

1960（昭和 35）年、長野県生まれ。
人システム研究所所長、公立諏訪
東京理科大学特任教授。健康教育、
脳科学が専門。脳計測器多チャン
ネルNIRSを使って、脳活動を調
べている。『中高年のための脳トレー
ニング』（NHK出版）など著書多数。

一 言
　最後まで数字を塗りつぶすまでに
目標時間以上かかった人は、目標時
間内に塗りつぶせるように再チャレ
ンジしましょう。

19 38 40 27 37 45

36 17 25 16 43 15

30 41 21 2 9 3

22 20 44 1 10 48

29 26 46 18 28 35

31 14 34 47 24 13

8 11 7 12 6 5

4 39 42 23 33 32
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（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）  各都道府県支部高齢・障害者業務課  所在地等一覧

　JEEDでは、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において高齢者・障害者の雇用支援のための業務�
（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に基づく申告・申請の受付、啓発等）を�
実施しています。� 2025年 9月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒263-0004 千葉市稲毛区六方町274  千葉職業能力開発促進センター内 043-304-7730

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒781-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301

ホームページはこちら
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高年齢者雇用に取り組む事業主のみなさまへ
～生涯現役社会の実現に向けた～ 
地域ワークショップ

　高年齢者雇用にご関心のある事業主や人事担当者のみなさま！改正高年齢者雇用安定法により、70歳
までの就業機会の確保が企業の努力義務とされ、高年齢者の活躍促進に向けた対応を検討中の方々も多
いのではないでしょうか。
　JEEDでは各都道府県支部が中心となり、生涯現役社会の実現に向けた「地域ワークショップ」を開催
します。事業主や企業の人事担当者などの方々に、高年齢者に戦力となってもらい、いきいき働いてい
ただくための情報をご提供します。
　各地域の実情をふまえた具体的で実践的な内容ですので、ぜひご参加ください。

■ 開催スケジュール�

都道府県 開　催　日 場　所 都道府県 開　催　日 場　所
北海道 10 月 23 日（木） 北海道職業能力開発促進センター 滋　賀 10 月   9 日（木） 滋賀職業能力開発促進センター
青　森 10 月 16 日（木） YSアリーナ八戸 京　都 10 月 10 日（金） 京都経済センター
岩　手 10 月 24 日（金） いわて県民情報交流センター（アイーナ） 大　阪 10 月 23 日（木） 大阪府社会保険労務士会館
宮　城 11 月 18 日（火） 宮城職業能力開発促進センター 兵　庫 10 月 16 日（木） 兵庫県中央労働センター
秋　田 10 月 21 日（火） 秋田県生涯学習センター 奈　良 10 月 16 日（木） かしはら万葉ホール
山　形 10 月 16 日（木） 山形国際交流プラザ（山形ビッグウイング） 和歌山 10 月 24 日（金） 和歌山職業能力開発促進センター
福　島 10 月 15 日（水） ウィル福島 アクティおろしまち 鳥　取 10 月 29 日（水） エースパック未来中心
茨　城 10 月 17 日（金） ホテルレイクビュー水戸 島　根 10 月 24 日（金） 松江合同庁舎
栃　木 10 月 23 日（木） とちぎ福祉プラザ 岡　山 10 月 24 日（金） 岡山職業能力開発促進センター
群　馬 10 月 30 日（木） 群馬職業能力開発促進センター 広　島 10 月 17 日（金） 広島職業能力開発促進センター
埼　玉 10 月 10 日（金） さいたま共済会館 山　口 10 月 17 日（金） 山口職業能力開発促進センター
千　葉 10 月   9 日（木） ホテル ポートプラザちば 徳　島 10 月 22 日（水） 徳島職業能力開発促進センター
東　京 10 月 21 日（火） 日本橋社会教育会館 香　川 10 月 16 日（木） 香川産業頭脳化センタービル
神奈川 10 月 27 日（月） かながわ労働プラザ 愛　媛 10 月 24 日（金） 愛媛職業能力開発促進センター
新　潟 10 月   9 日（木） 朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 高　知 10 月 27 日（月） 高知職業能力開発促進センター
富　山 10 月 20 日（月） 富山県民会館 福　岡 11 月 11 日（火） JR博多シティ
石　川 10 月 24 日（金） 石川県地場産業振興センター 佐　賀 10 月 24 日（金） アバンセ
福　井 10 月   8 日（水） 福井県中小企業産業大学校 長　崎 10 月 23 日（木） 長崎県庁
山　梨 11 月 18 日（火） 山梨職業能力開発促進センター 熊　本 10 月 22 日（水） 熊本県庁
長　野 10 月 22 日（水） ホテル信濃路 大　分 10 月   7 日（火） トキハ会館
岐　阜 10 月 15 日（水） みんなの森 ぎふメディアコスモス みんなのホール 宮　崎 10 月 15 日（水） 宮崎県立芸術劇場
静　岡 10 月 17 日（金） グランシップ 鹿児島 10 月 24 日（金） 鹿児島県市町村自治会館
愛　知 10 月 23 日（木） 岡谷鋼機名古屋公会堂 沖　縄 10 月 24 日（金） 那覇第２地方合同庁舎
三　重 10 月 16 日（木） 津公共職業安定所

各地域のワークショップの内容は、各都道府県支部高齢・障害者業務課（65ページ参照）までお問い合わせください。
上記日程は予定であり、変更する可能性があります。
変更があった場合は各都道府県支部のホームページでお知らせします。

※� � で記載されている北海道、青森、茨城、栃木、埼玉、千葉、東京、神奈川、福井、静岡、愛知、大阪、兵庫、奈良、和歌山、岡山、山口、福岡、長崎、鹿児島、
沖縄については、ライブ配信やアーカイブ配信等の動画配信を予定しています。

※ 開催日時などに変更が生じる場合があります。詳細は、各都道府県支部のホームページをご覧ください。

jeed　生涯現役ワークショップ 検索

日 時／場 所  高年齢者就業支援月間の10月〜11月に各地域で開催
カリキュラム  （以下の項目などを組み合わせ、2 ～ 3時間で実施します）

▶専門家による講演【70歳までの就業機会の確保に向けた具体的な取組みなど】
▶事例発表【先進的に取り組む企業の事例紹介】
▶ディスカッション　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

参　 加　 費  無料（事前のお申込みが必要となります）
開催スケジュール  下記の表をご参照ください

概 要
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